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　彼の尻尾しつぽは、とても長かったわ。

　細くてすらっとしてて、あたしのとは大違い。とってもかっこよくて綺き麗れいで。

　羨うらやましかった。

　でも、彼は言ったわ。




　お前の尻尾はとても芸術的な曲線じゃないか。その短さや捩ねじれ具合が素敵だ。俺おれの尻尾なんか、ただ長くて細いだけさ。




　あたしの尻尾を褒ほめてくれたのは、後にも先にも彼だけだった。

　彼がその長い尻尾をぴんと立てて走る姿が、あたしは大好きだったの。

　たまに垂れてる時は、踏んじゃったけど。

　あたしはいつも彼の後ろにいたわ。

　後ろ姿も素敵だった。

　一緒に食事して、一緒に空を飛んで、一緒に寝て、一緒に起きて。

　この暮らしがずっとずっと続くと思ってた。

　思ってたのに。

　彼は死んでしまった。

　寿命なら、あたしだって泣きもしなけりゃ怒りもしないわよ。

　でも、彼は人間に殺された。




　人間に！　彼が！

　土に還かえることもできずに、今もでっかい冷蔵庫の中に入ってるのよ！

　許せるわけないじゃないのよ！




　御大は、あたしに約束してくれたわ。

　ちゃんと復ふく讐しゆうの機会を作ってくれるって。

　……そして、彼が見たかったものを見せてくれるって。

　いいのよ、御大、あたしは。

　あの人間を、惨むごたらしく殺すことができれば、それでいいわ。

　銃とかいう奴やつで、彼の頭をぐじゃぐじゃにしたあの人間を。

　頭とか体とかを潰つぶしたらすぐに死んじゃうから、指先から少しずつ喰くっていって。

　胃の中でこなれたら、空にでも吐き散らしてやる！

　あたしの血肉にだってしてやらないわ！




　……最近、体がだるい気がする。

　傷は全部治ったのに、たまにお腹なかが痛くなるの。

　まだ寿命じゃないはずなんだけど……。

　あいつを殺すまでは死ねないのに。




　あたしはまだ死にたくないのよ！
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　この鯉こいは、はたして美味うまいのか。煙草タバコの吸い殻がらや鉛筆、爪つま楊よう枝じなどが濁にごった水面を漂っているのを見ると、食欲はそそられない。まず泥を吐かせて、それから調理した方がいいだろう。内臓辺りに毒があるというのは、鯉だったかそれとも他ほかの魚だったか、どうも思い出せない。毒があったところで死ぬことはないし、今すぐここで鯉を捕食したいわけでもないのでどうでもいいことだが。

　しかし先ほどから五、六匹の鯉が足元で群れており、時たま口を開閉させているのが気になる。これはもしかしたら餌えさの催促なのだろうか。そうだとしても、片かた倉くら優ゆう樹きの手元には鯉が食べられそうな物はない。クーラーボックスの中に入っているのはアルコール類だけだ。

（……何か買ってこようかな……）

　水面が八月の太陽を反射する。左目を容赦なく射抜いたその光に、優樹は眉まゆをしかめた。

　貰もらった競艇新聞とクーラーボックスを持って立ち上がった時、第四レースの舟券販売を終了する音楽が鳴った。そろそろレースが始まる。なら売店の方は空いているだろう。考えた優樹はアプローチスペースから離れた。それにボートがよく見えるこの場所は、彼女の連れが近付けない。帰る時に捜せば問題はないが、帆ほ村むら夏か純すみを一人にしておくとどうも不安だ。もっともこの多た摩ま川がわ競艇場は夏純の方がはるかに慣れているのだが。

　舟券や出走表を握り締しめている人々の間をすり抜けて、優樹は舟券の販売や予想屋、売店のあるスペースまで戻ってきた。屋根はあっても冷房のないこの場所にも、多くの人間がひしめき合っている。彼らの熱気がこもっているためかなり暑いのだが、優樹は気にならない。そしてもう一人、この暑さをものともしない人物がいた。

「優さん、優さん、何買ったの？」

　オッズを表示している電光掲示板に顔を向け、出走表に何やら書き込み、それでも歩みと口は優樹の方に向いているという器用なことをしながら帆村夏純が近寄ってくる。そんなことをやっているのに、誰だれにもぶつからないのだからたいしたものだ。

「……夏純ちゃん、一つのことに集中しなよ」

「慣れてるから平気よ、で、何買ったの？」

「たい焼きなら、買って食べたけど」

　夏純は優樹の前で立ち止まると、帽子のつばを持っていた鉛筆で上げた。その右耳にはトランジスタラジオのイヤホンがはまっている。

「そーじゃなくて、あたしは舟券のことを聞いてるんだけど」

「そりゃ、あたしだって競艇場にたい焼き食べに来たわけじゃないからね……」

　ポケットから舟券を取り出すと、優ゆう樹きは自分が賭かけた艇の番号と金額を読み上げた。

「一─二、二─一、一─三に五百円、一─六に百円……どうしたの、夏か純すみちゃん、煙草タバコ吸いたいの？」

　夏純は眉まゆ根ねを寄せ、ベルトに付けたポーチの中から煙草を取り出すと口に咥くわえた。続いてライターを取り出したが、困ったように優樹を見下ろす。

「それもあるけど……」

「灰と吸い殻がらを落とさないんなら、吸ってもいいよ。携帯灰皿、持ってるでしょ？」

　夏純に歩き煙草を禁じたのは優樹だが、灰皿があちこちに点在しているこの場所で彼女にそれを要求するのは酷であるような気がした。だいたい二人の周囲には、灰や吸い殻が落ちないように煙草を吸っている人間など見当たらない。嫌煙家の優樹としては夏純にそんなマナーを見習ってほしくはないが。

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　ライターと携帯用灰皿をそれぞれ別のポーチから取り出すと、夏純は出走表を首と肩の間に挟んで煙草に火をつけた。優樹から顔を背けて吸い込んだ煙を吐いた時、今度は出走を告げるファンファーレが場内に響ひびく。

「あ、始まっちゃう。優さん、テレビ見えるところに行こ」

　優樹が肩にかけていたクーラーボックスを引っ張り、夏純はレースの模様を映す大型スクリーンが見える場所に移動した。その間にボートの番号と選手名を告げるアナウンスが淀よどみなく流れていく。

「優さん、電車の中で説明した通り、基本的にはここで一コース、つまり内側を取った奴やつが有利よ。……一、四、三、二、六、五ね。……でももちろんそれだけじゃないわよ。外からだって充分に入ってこれる人はいるんだから。あ、画面の隅っこに時計が映ってるでしょ。あれの白い針が赤いのと重なって、その赤いのが十二のところに来たらスタートよ。あの赤いのが十二のところに来る前にスタートしちゃったらフライングだから」

　煙草を吸い、画面を見て、出走表に書き込みを続けながらも口での説明は怠らない夏純に、優樹は少々感心した。そんな夏純を見ている方が競艇を見るよりよほど面白いような気がしたが、それでは競艇場に来た意味がない。優樹が画面を見ると、今まさにボートがスピードを上げてスタート地点らしい場所を一いつ斉せいに抜けたところだった。近くで見ると濁にごった水も、こうして画面上で見ると美しく感じられる。

　だがそんな優樹の的外れな考えを搔かき消すように、場内の至るところから自らが賭かけたボートへの思いをぶつけるような声援が巻き起こっていた。

「……うわ、四番、フライングよ」

　画面に『スタート判定中』の文字が映る中、夏純は煙草の灰を携帯灰皿の中に落とした。その灰皿は短い筒の形をしており、ライターと同じくＺｉｐｐｏのロゴが入っている。

「フライングだと、何か問題があるの？」

　第一ターンマークにボートが次々と進入していく中、四号艇のフライングが確定したことが観客たちに知らされた。優ゆう樹きのすぐ近くにいた男が忌いま々いましげに『馬ば鹿か野郎』と呟つぶやいている。フライングがそんなに怒るべきことなのか、優樹にはよくわからない。

「大ありよ。四に賭かけたお金が全部返へん還かんされるのよ。そうなると、配当が減るのよねえ。ま、負けなくてよかったって思う人もいるけど、あたしはつまんないわ」
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　灰皿に付いている紐ひもを自分の手首にかけながら夏か純すみが答える。

「ふーん、フライングしたらお金返ってくるんだ。いいことじゃない？」

「……優さんって、ギャンブル向きの性格じゃないわねえ。優さん、四買ってなかったから、関係ないけど」

　第二ターンマークを曲がって一周目が終わるのを横目に、優樹は周囲の人間たちを見回した。彼らを見ていた方がよほど面白い。競艇の女性人口は多くないのか、大半が男性だ。何やら日々の生活を賭けて勝負をしているような人間も見受けられるし、親子で来ているような人間もいる。彼らに共通しているのは、真剣にスクリーンに注目して一喜一憂し声を上げていることだ。例外ももちろんある。このレースはもうあきらめたのか、次のレースの舟券を買うためマークカードを塗り潰つぶす作業を始めている人間も見かけた。

「優ゆうさん、つまんない？　もう二周目半分過ぎちゃったわよ。勝負は最後までわかんないけど、たぶん三─一ね」

　三号艇がやや先行、それに遅れて一号艇が最後の一周に入っていった。それから二、五、六と続いている。

「一は抜けないかな」

　素人目ではあるが、両者の差は一挺身（という言い方を優ゆう樹きが覚えたのは数時間前のことである）しかないように見える。

「そりゃ三が次のターンで間違ったら、そういうこともあるだろうけど。でもそんなことないって」

　夏か純すみの言う通りであった。両艇は実に危なげなくターンし、その差は広がりも縮ちぢまりもしなかった。このままレースが終わるであろうことは、さすがに優樹にも理解できる。しかし未いまだに一号艇の勝利を期待する人間はいるらしく、『一─三！　一─三！』という声が少なからず聞こえてきた。

「夏純ちゃんは、三─一買った？」

「千円買ってある。今回はかたかったわー。本命は潰つぶれたとはいえ、予想の範はん囲い内だったし。うーん、優さんは残念だったわねえ。連単だから、一─三は外れよ。ところでさ、優さん。最低千円から舟券買ったら？　当たっても面白みがないじゃない」

「外れた時に、損しない方がいいでしょうが。千六百円の損で済んだし」

「何で外れること考えて舟券買うのよ。当たる！　と思って買った方が楽しいわよ。それに一─六の百円ってのは何？　選手は歳としいってるし、フライングはしてるし、エンジンはそうよくないし、試走だっていい出来じゃなかったじゃないの。そりゃ、当たれば結構いっただろうけど」

「人気なさそうだから、かわいそうだなあって思って」

「はは、そりゃすごく間違ってない理由よ、うん。そーゆー個人的趣しゆ味みに偏るのも悪くはないわよ。全然期待しないのがくると、喜びも配当もひとしおって奴やつよねえ」

　優樹と会話しながらも、夏純の目は画面から離れない。注意力が散漫していそうに見えるが、煙草タバコの灰は落とさないし、ラジオの音もちゃんと聞いているようだ。複数のことを同時にやることを夏純は得意としているが、それはこの競艇場で培ったものなのかもしれない。

「ほらほら、ちゃんと見よ。ゴールするわよ」

　一着、三号艇。二着、一号艇。白い水みず飛沫しぶきをあげてゴールを抜けていくボートを見届けると、観客たちが移動を開始した。賭かけに勝った者と負けた者が、見ただけでわかりそうな気がするところが、優樹には何となく面白い。

「払はらい戻もどし金きん二百六十円……ま、こんなところね」

「夏純ちゃんは千円買ったから、二千六百円になるんだね」

「うん、一ー三と三ー一を千円ずつ買った」

「一ー三に千円って、どうしてそんなに買ったの。外れたのに」

　優ゆうさんだって外れた舟券千六百円買ったじゃない……とは、夏か純すみは言わない。優ゆう樹きが賭と博ばくに向かない性格だということは何となくわかった。

「……そりゃ優さん、買う前は外れるかどうかわかんないし。いいのよ、ちょっとは儲もうかったんだから。とりあえず幸先は悪くない……っと。今日は勝率六割を目指すわ」

「六割ねえ……競馬だと七割八分の勝率とか言ってなかった？」

「ああ、親父おやじさんと組むとそれくらいいくんだけど。あの頃ころは生活かかってたから、二人でがんばったのよねー。今は親父さんすっかりひねちゃってるから」

　イヤホンを外してラジオの電源を切ると、夏純はまた画面を見た。次の第六レースの試走が始まっている。左手に持った出走表と見比べて首を捻ひねった。

「……考えるわよねえ、これは、うん」

　煙草タバコを半分くらいまで吸った夏純は、その先端を自分の頰ほおに押し付けて火をもみ消した。

「夏純ちゃん！　煙草は灰皿で消す！」

　押し殺した低い優樹の声に、夏純は『しまった』という顔をして煙草を離す。その頰に火傷やけどの痕あとなど微み塵じんもない。

「手が空いてない時はついやっちゃうのよ、ごめん優さん、もうしないから」

「誰だれも見てなかったからいいけど、人前でそういうことやったら駄目でしょうが」

「はーい」

　元気よく返事をする夏純を、優樹は麦わら帽子の下から見上げた。

　左目だけが、困った感情を湛たたえながらも笑っていた。




　静かだった。屋上や校庭に人はいるだろうが、夏休みの人口密度ときたら低いことこのうえない。廊下を歩く自分の足音が、はっきりと聞こえる。静かに開けたつもりの扉の音が、耳に残った。

「……何で、相あい川かわくんが教室にいるの？」

　安あん藤どう希のぞみは、今日が登校日ではないことを思い出した。自分の席に着いてノートと辞書を広げている同級生が部活に入っておらず、文化祭実行委員会にも所属していないことも知っていた。

「お前だってこのくそ暑い炎天下、よくもまあグラウンド走っていやがるじゃねえの」

　シャープペンシルをノートの上に転がすと、相川虎とら司じは椅い子すごと後ろの机に寄りかかった。ネクタイは少しゆるんでいるものの、ちゃんと制服を着ているところが彼らしいといえば彼らしい。制服と体操着以外の虎司の服装を、安藤は見たことがなかった。半はん袖そでのワイシャツから二の腕がむき出しになっているが、ほとんど日に焼けていない。まさか日焼け止めでも塗っているのだろうか。虎司が顔や腕に日焼け止めを塗りたくる姿を想像してしまい、安藤はおかしくなって笑いそうになった。

「何か、面白いことでもあったのかよ？」

「う、ううん……」

「しっかし、お前よお、そんな格好で走って暑くねえのかよ？」

　虎とら司じの言う『そんな格好』とは、左胸に名字が刺し繡しゆうされている空色のジャージのことだ。自転車通学の安あん藤どうは、学校で着替える手間を省くため夏休み中はジャージで登校している。

「見てたの？」

「そりゃ、見てたさ。俺おれ、毎日学校来てるしよ」

「……毎日？」

「おうともよ。あーあ、野球部の連中の熱い夏は終わっちまったなあ」

「相あい川かわくん、野球好きなのに野球しないの？」

　虎司が西せい武ぶファンであることは、一年生の時から知っている。野球のことを考えると、五月に親から貰もらった日につ本ぽんハム対西武のチケット二枚のことを思い出してしまう。平日のデーゲームであったため、学校をさぼらなければ行くことのできない試合だった。結局安藤は虎司にチケットのことを切り出せず、ただの紙切れと化したチケットは未いまだ捨てられずに彼女の財布の中に収まっている。

　あの時、学校も部活もさぼることを心に決めて虎司を誘っていたら、もっと仲良くなれたかもしれないのに。

「お前ならスティーブ・ダルコウスキーを超えられる！　とかキャプテンに言われたけどよー」

　自分の不ふ甲が斐いなさに憂ゆう鬱うつになりそうな安藤であったが、何とか持ちこたえて虎司との会話を続けようと努力する。

「……スティーブさんって誰だれ？」

「ああ？　気にすんな、俺も知らねえ」

　教室の入り口に立ったまま会話を続けるのは不自然な気がしたので、安藤は自分の席に着いた。机一個分の間隔を空けて、虎司の席がある。二学期が始まって席替えが行なわれれば、こうして虎司の近くにいることはできなくなってしまう。

　同じクラスなのだから、大した距離ではない。それでも、安藤は少し悲しくなった。

「夏休みの学校って楽しいよなあ。部活やってるところに乱入したり、図書室の蔵書整理手伝ったり、屋上で文化祭の連中が何か作ってんの手伝ったり、宿題やったりな」

　虎司がそんな安藤の感傷に気が付くはずもない。英和辞典を手にとり、和訳の続きを始める。

　会話が急に途切れた。虎司が辞典をめくる音とノートに文字を書く音が、蟬せみの鳴き声にまぎれて消えていく。

　何か話すことはないのか。安藤は必死になって話題を探そうとした。それとも、自分がここにいると虎とら司じの邪じや魔まになるのだろうか。そうだ、今日の部活はもう終わったのだから、昼食に誘ってみるのはどうだろう。と思ったが、あいにく持ち合わせが乏しい。虎司が弁当持ちだったら断られるし。だが、彼が弁当を持っているのを見たことがないから、きっと大丈夫だろう。たぶん。ああ、もう一時なのだから、虎司は昼食を済ませてしまったのかもしれない。いっそのこと、彼と一緒に宿題をしようと持ちかけたら、いいのではないか。これは名案だ。だが筆記用具も課題も家だ。こんなことなら、

「お前さあ、枝毛でもあんのか？」

「はい？」

　自分が三つ編みの毛先を丹念に調べていることを、安あん藤どうは初めて知った。同時に、虎司が手を止めて自分の方に体を向けていることに気が付く。

「ああ、なーんか違うなあ、と思ったら、三つ編みにしたんだなあ。あれ、お前髪の毛いつの間にか伸びてたんだなあ！　知らなかった、知らなかった」

　やけに感心したように言う虎司を、安藤は眼鏡めがねの奥から寂しそうに見つめた。終業式の時には既に三つ編みにしていたのに、彼は今の今まで気が付かなかったらしい。

「んで、枝毛は見つかったのか？」

「……ううん」

「枝毛かあ、俺おれあんのかなあ」

　三白眼が上向きに動いた。しばらく自分の前髪を見つめていた虎司だったが、すぐに飽きてしまったようだ。

「十本や二十本ならともかく、千本以上あるもん見てられっか！」

　何がおかしいのか、虎司は大きく口を開けると安藤に笑いかけてくる。白い歯とつやつやした歯茎がむき出しになるその笑い方を、安藤の友人は『下品』と言う。糸切り歯がまるで牙きばのように見えるので、『犬みたい』とも言う。安藤はそんな虎司がとても可愛かわいいと思うのだが、そう感じているのはどうやら彼女だけらしい。

「で、思ったんだけどよ、お前、眼鏡かけたまま走ってんのに、日焼けの痕あとになってねえのな？」

　虎司が自分の顔を見ている。急に恥ずかしくなった安藤は、かけていた眼鏡を慌てて外した。彼がどこを見ているかわからないので、恥ずかしい気持ちはかなり薄うすれる。根本的な解決にはなっていないが、安藤にとってはそれで充分だった。

「お、やっぱりなってねえなあ」

　その安藤の挙動を、虎司は『日焼けになっていないことを証明するために眼鏡を外した』と受け止めた。

「眼鏡って奴やつぁ、大変だな。消毒だっけか、そういうのしなきゃいけねえんだろ？」

「煮沸消毒しないといけないのは、コンタクトレンズ」

　手の中にある眼鏡めがねをいじりながら、安あん藤どうは色々なことを考えていた。夏休みはまだ長いのだから、どこか遊びに誘えないだろうか。五月に明治神宮に行った時は楽しかったが、あれは話の展開上何となく行くことになってしまっただけだ。あれ以来、虎とら司じと安藤が一緒に出かけたことはない。

　ここはまず、虎司の夏休みの予定から聞いてみよう。ついに決心した安藤は、眼鏡を握り締しめながら言葉を紡ぐために息を吸った。

「あ」

「安藤よお、お前、部活は終わったのかあ？」

「……うん」

　決心はあっさりと挫くじかれた。

「そか、んじゃ、俺おれも今日の宿題タイムは終わりにしとくか」

「え？」

　眼鏡をかけ直して虎司の方を見ると、彼は既に机の上にあった全すべての物をバッグの中に詰め終わっていた。安藤が次の言葉を探す前に、虎司はバッグを担いで立ち上がる。虎司の後に続こうとした安藤だったが、結局立ち上がることはできなかった。虎司が、彼女の頭を摑つかんでいたからである。安藤より小柄な虎司ではあるが、手は安藤より大きい。

　掌てのひらの熱が、頭髪を通して伝わってくる。

「お前を見下ろすことって滅めつ多たにねえからなあ、今のうちにやっとくか」

　虎司は彼女の頭を鷲わし摑づかみにすると、笑いながら前後左右に激しく揺らした。三つ編みと目が激しく回りながらも、安藤は抵抗できない。その動作は虎司が飽きるまで続けられ、彼が飽きる頃ころには安藤の思考はかなりおぼつかなくなっていた。

「……お、やりすぎたか？　大丈夫か、安藤」

　返事などできるはずもなく、安藤はしばらく虚空を見つめて意識の回復に努めた。

「……気分悪い」

　その言葉を口に出すつもりは安藤にはなかったのだが、つい口を滑らせてしまう。

「そりゃあ、悪かったな。頭回すとそのお下げも回るから面白くてよ、ごめんな」

　謝しや罪ざいの言葉が虎司の口からもれると、気の弱い安藤は自分が悪いことを口走ったような気がしてしまう。他人の弁当をつまみ食いしても、購こう買ばいで人を蹴け散ちらしてパンを取得しても、体育の授業でバレーボールをやった時にサーブを人にぶつけて鼻血を出させた時も、虎司は笑って済ませていた。彼が誰だれかに謝あやまった場面を、安藤は見たことがない。

　虎司が謝った。それだけで、安藤の内心は自責の念でいっぱいになる。

「う、ううん。いいの」

「お前なあ、嫌なもんははっきり嫌だって言った方がいいぜえ。んーなこと言ってっと、また頭回しちまうぞ」

　目を閉じて額ひたいを押さえている安あん藤どうの肩を軽くはたくと、虎とら司じはしばらく彼女を見ていた。

　三秒後、安藤が驚おどろいて顔を上げるほどの奇妙な音が虎司の体内から発せられた。

「あ、それ俺おれの腹の音」

「び、びっくりした……本当にぐうーって音だった……」

「おお、お前に悪いことしたからなあ、飯おごってやるよ。駅前に定食屋ができたろ。チキンカツ定食五百八十円を食う！　あ、キャベツお前にやるよ」

「うん」

　ジャージ姿は恥ずかしいが、虎司と一緒ならそんなことは気にならない。目が回ったことを綺き麗れいさっぱり忘れることにした安藤は、すっかり上機嫌になった。

　虎司がいったい何を見て空腹を覚えたか。それを知らない安藤は幸せだった。

　虎司が人間ではなく、人間を喰くったことを知らない安藤は、まだ幸せだった。




〝怪あやかし〟と呼ばれる生物がいる。人間ではない彼らは、人間とは違う容姿と能力を持っている。しかし日本国では彼らにも人権が認められている。人間と同じ姿をとれるアヤカシもいる。

　煙草タバコも吸えば酒も飲むし、競艇場にも足を運ぶ。

　片かた倉くら優ゆう樹きと帆ほ村むら夏か純すみという二人のアヤカシが多た摩ま川がわ競艇場で舟券を買ったところで、何の問題もない。一つ問題があるとすれば夏純の実年齢が二十歳はたちに満たないことだが、彼女が十一歳だと他人に証明することの方が難しいので、それは些さ細さいなことだった。

　二十代後半に見える夏純は、長身と細身、そして凜り々りしい顔立ちが合わさり、見目は良い。長い髪も手入れが行き届いているのか、艶つややかな黒髪となっている。しかし彼女の格好は、その見目の良さを十二分に発揮してはいなかった。

『竜りゆう』という一文字が入った黒いキャップ。Ｔシャツの上には、とある球団のロゴ入りスタジャン。足の線に合ったロングパンツは悪くはないかもしれないが、ベルトにはポーチが六つもついており、履はいているのはなぜか健康サンダルである。

　そんな女性が右手で煙草を、左手に競艇の出走表を持ち、真剣に第六レースの試走タイムをメモしている姿は、どうにも二昔前に流行はやった『親父おやじギャル』という単語を連想させた。

　夏純の隣となりでクーラーボックスから五百ミリリットルの缶かんビールを取り出している片倉優樹もまた、外見と実年ねん齢れいが合わなかった。夏純より二十センチ以上低い背丈に、少年のような短髪と童顔のせいで十代に見えるが、実は二十代半ばである。麦わら帽子の下には真っ白な髪の毛が隠されているが、今はあまり目立ってはいない。顔の右半分を隠している白い包帯の方が、はるかに存在感を醸かもし出していた。

「……次はねえ、進入固定のレースなの。進入固定ってのはね、コースが枠のまんまなのね。だから、普通は一から三の組み合わせだけでいいのよ。でもね、今回は四の選手がいいのよねえ。四からってのも、考えられるし。どうしよっかなー。優さん、どうするー？」

「さあ、どうしようか……」

　ビールを飲みながら、競艇新聞を眺めてみる。前勝率や現勝率の大きいのが良い選手らしい。わかるのはそれくらいで、最近の進入状況だの当地最近と平均タイミングだのに並ぶ数字はまったく理解できていなかった。夏か純すみが説明してくれたのだが、どうにも難しい。

「あ、優ゆうさん、あたし決めたから買ってくるわ。ついでにさっきの舟券払い戻してくる」

「いってらっしゃい」

「早めに買っとかないと、売り場混んじゃうからねー」

　缶かんビールを掲げてそれに応こたえながら、優ゆう樹きはまた競艇新聞を見た。インコースが有利なのだから、夏純の言う通り一から三の組み合わせでいいのかもしれない。だが結果が本当にそうなるかなど、終わってみなければわからない。

　一分迷ったすえ、優樹は一─二、二─一、一─三、三─一をそれぞれ五百円ずつ買うことにした。夏純がくれた競艇マークカードと鉛筆を取り出し、番号を塗り潰つぶす。その作業が終わり、ビールを半分ほど飲み終わったところで夏純が帰ってきた。

「ただいまー、どう？　優さん決めた」

「うん」

　マークカードを見せると、夏純は一度煙草タバコを口から離してから『うーん』と唸うなる。

「一は当たっても倍率低いわよー、こーいう時は、自分が『これだ！』ってのに、どーんと一万くらい突っ込んでみるもんよ」

「……夏純ちゃん、いくら買ったの？」

「気にしない、気にしない。ほら、荷物見てるから買ってきて」

　どうにもごまかされたような気もするが、優樹は競艇新聞をクーラーボックスの上に置いて舟券売り場に向かった。残っていたビールを一気に飲み、空き缶を途中にあったごみ箱に放り込む。売り場はさほど混んでおらず、優樹はすぐに舟券を買うことができた。発行された薄うすっぺらな舟券を無造作にポケットに入れると、優樹は夏純の元に戻ろうとした。




　左手が動いている。その動きを、左目が見ている。開かれた五指が、凶器のように見えた。

　自分の手なのに。

　人差し指と中指が、左目に触れる。眼球がほんの少し




　聞き慣れない携帯電話の着信音が、優樹の左手を唐突に止めた。夏純が楽がく譜ふを見ながら入れた、流行とは縁えんの遠い曲。どこかもの哀がなしいメロディ。

「………………」

　のろのろとポケットに手を突っ込んだ。携帯電話を取り出した拍子に舟券が落ちたが、優樹はそれを拾わずに疲れた目で液晶画面を見る。相手は赤あか川がわだった。前回の事件でまた携帯電話が壊こわれてしまったので、この電話番号を知っているのは赤あか川がわと夏か純すみだけしかいないのだが。

　赤川からの電話にろくなものはない。いっそのこと留守電に回してしまおうか。一いつ瞬しゆんだけそんなことを考えた優ゆう樹きだったが、結局は電話を耳元に運んだ。

「……もしもし」

　しばらく電話の向こう側が沈ちん黙もくした。

『巡査部長……今どこにいるんだ？　周りがうるさくて、聞き取りづらいんだが』

「多た摩ま川がわ競艇場です」

　優樹は音量をあげようとしたが、どうやって調節するか思い出せなかったので少し大きな声で答えた。

『……君が競艇をやるとは思わなかったな』

「夏純ちゃんに誘われましてね……で、何のご用ですか？」

『合同訓練の話だ』

「はあ……」

　優樹が勤務する警けい視し庁捜査第六課と対アヤカシを専門とする緊急捕ほ縛ばく部隊は、夏と冬、年二回の合同訓練を設立以来行なってきた。だが、今回は適当な場所が見当たらなかったので実施されないと優樹は赤川から聞いていた。

『場所が見つかった』

「……そりゃまた急な話で」

「ねーねー、優さん、誰だれと電話してんの？　予想屋の話でも聞きに行かない？　結構勉強になるわよ。とくにあそこのだみ声のおっさんはねー……」

「……ちょっと待ってね、夏純ちゃん……で、場所とかの説明は電話で済みます？」

『いや……ちょっと……』

　赤川にしてはやけに歯切れの悪い声だ。長い話になるのだろう。そしてそれは、優樹にとってはあまり良い話ではなさそうだ。

「そちらに出向きますか？」

『そうしてくれるとありがたい』

「今日、ですか？」

『……何しろ、実施日が二週間後だからな。早い方がいい』

「本当に急な話ですねえ……」

　側そばで聞いている夏純の顔がどんどん仏頂面に変わっていくが、優樹は彼女の顔を見上げただけで電話から口を離さなかった。

「じゃあ今から行きますよ」

『すまないな』

　いきなり夏純が優樹の手から電話を取り上げた。

「おっさんのばーか！」

　そう怒鳴って切ってしまうと、黙だまって優ゆう樹きの手に電話を返す。

「……夏か純すみちゃんねえ……馬ば鹿かはないでしょ、馬鹿は」

　優樹の咎とがめる視線から目を逸そらすと、夏純はまだ三分の一しか吸っていない煙草タバコを携帯灰皿にねじ込む。

「せっかく優さんと一緒に競艇に来たのに、ひどいじゃないの。まだ一レースしかやってないのよ！」

「これでお金を貰もらっているんだから、しょうがないよ。……第六レースは見ていくから、ね」

　その一言で、夏純の機嫌は少し回復したようだ。

「……ほんと？　また一緒に競艇やってくれる？」

「うん」

「一緒に住すみ之の江え競艇場行ってくれる？」

「ああ、いいよ」

　住之江競艇場が大阪にあることを優樹が知ったのは、少々先の話であった。

「……じゃあいいわ。でもせめてもう一つ、第七レースの結果くらい見てもいいでしょ？」

　優樹が落とした舟券を拾うと、夏純はうってかわってにこにこしながら言った。

「そうだね、事件ってわけじゃないんだから、もう一つくらい見てもいいね」

「そうそう、早く行こ」

　クーラーボックスを持った夏純は、優樹を先せん導どうするようにスクリーンの方に向かって歩き出す。苦笑いをしながらその後に続いた優樹だったが、ふと気になって右目の包帯を撫なでてみた。

　右頰ほおにかかった包帯の下に、何かが浮き上がっていた。




「うん、誰だれもいないな」

　渋しぶ谷やにある捜査第六課を訪れた大おお田た真さね章あきは、物だけはある部屋を見回すと一人で頷うなずいた。自分の言葉を聞く者がいなくとも、彼の口が閉ざされることは皆無に等しい。

「では、勝手に何か頂いてしまおうかな」

　自分が抱えてきた落花生をテーブルの上に置き、大田は机の上にのっている小型冷蔵庫に近付いた。よく冷えた缶かんコーヒーを取り出し、ついでに優樹の机から今日の朝刊を取る。

「いや、今日も暑い」

　大田はソファーに腰掛けた。その前にあるテーブルにはエアコンのリモコンが置いてあるが、結局大田はそれに手を出さなかった。

「暑いと言うとそのぶん暑くなるというのは本当だろうか？」

　アヤカシとしてかなり長く生きている大田だが、それを実際に試したことはなかった。だから、彼は実行した。

「暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い暑い」

　一息で十回『暑い』を連呼した大おお田たは、「なるほど」と呟つぶやく。

「つまりは気持ちの問題だ」

　いきなり扉が開いた。

「問題なのは、お前の馬ば鹿か思考だ」

　低く太いその声の持ち主を大田は知っていた。振り向く必要はなかったが、それも礼れい儀ぎに反するような気がしたので、立ち上がって扉の方を見る。

「やあ、ゲンさん」

　そう呼ばれた男は、背をかがめ体を横向きにしながら部屋に入ってきた。彼にとって、この扉は小さすぎる。彼がスムーズに行き来できる扉では、人間には大きすぎるのだが。

　彼は、異常なまでに大きかった。その身長は二メートルを軽く超えている。天井に頭が着きそうなほどだ。背をかがめているために本来の身長よりは低く見えているのだが、それでも彼を見下ろすことのできる人間はいないだろう。

　背が高いだけではなく、その体に付いた肉の量も尋常ではない。どんな環かん境きようで生きてきたら、これほど太くぶ厚くなるものか。腕や足回りは常人のヒップ並の太さを持ち、その腹ときたら胸以上に出っ張っている。それでも、肥満した人間にありがちな『ぶよぶよ』を彼から感じることはない。引き締しまっている、とは到底言い難いが。

　そんな巨体の上に鎮ちん座ざする頭も、これまた大きかった。その顔半分は髯ひげに覆おおわれており、むさくるしいことこの上ない。頰ほおや顎あご、口回りに生えた白髪混じりの髯はもみあげと一体化している。中途半端に伸びた髪の毛はぼさぼさだ。髯と髪に隠れて造形のわかりにくい顔だが、両目もまた異常に量の多い眉まゆ毛げに隠れてほとんど露ろ出しゆつしていない。ちゃんと物が見えているかさえ、わかりづらい目だ。

「……俺おれの名前は巌いわおだ。音読みするな」

　八や牧まき巌は、その鷲わし鼻ばなから外見に相応ふさわしい大きな鼻息を吐いた。

「君にはゲンさんの方があっているよ。……今日も腹が見えているね」

[image: ]

　八牧が着ているタンクトップは確かに大きいのだが、はちきれんばかりの腹全部を隠すことはできずにいる。毛が苔こけのように生えた腹がタンクトップの裾すそから見え隠れしており、腕も長なが袖そでの黒いセーターを着ているかのように毛深い。太ったその肉体と毛深さが織おり成す見苦しさは、他人に不快感を与えることは疑いようがなかった。

　八牧は黙だまったまま特注であろうスニーカーを脱ぐと、スリッパかけから自分が昔使っていたスリッパを取って床に投げた。彼の足に比べるとそのスリッパはあまりにも小さい。足を半分ほどスリッパからはみ出させたまま、八牧は大田を無視して自分の机に近付く。

　そして、自分の椅い子すがないことに気が付いた。彼自身が作った特大の椅子だけではない。机の上にあったはずの木彫りの鯉こい、熊くま、鹿しか。数十本に及ぶ彫刻刀。糸いと鋸のこ。紙やすりの束。全すべてがなくなっていた。無言で立ち尽くす八や牧まきを見て、大おお田たが声をかける。

「優ゆう樹きが片付けたんじゃないかな。きっと物置だよ」

　八牧は隣となりにある大田の机を見た。本と落花生しか置いていないところはまったく変わっていない。

「どうして俺おれの机だけ片付けてあるんだ」

「三ヶ月間、一いち朗ろうくんが使っていたからだろうね」

　ここで『いちろうって誰だれだ？』と聞き返そうものなら、大田の愚にもつかない話が延々と続く。それがわかっている八牧は、黙ったまま大田が座っているソファーの横までやってきた。床にあぐらをかいてもその頭の位置は大田より高い。

「で、君がここを訪れた理由を僕ぼくは推測できるわけだが、どうだろう？」

「………………」

「落花生食べるかい？」

「いらん」

「そうやって会話をぶつ切りにするのは良くないと思う」

「知るか」

「今日も夏か純すみは元気だよ」

「雨が降ってないからな」

「夏か純すみはここにはいないよ」

「そんなものは見ればわかる」

「で、君は夏純を捜しに来たんだろう？　だいたい君が競艇や競馬や野球に行きたがらないから、いけないんじゃないのかな。君ときたら、『人間の娯楽なんかやるもんじゃない』とか説教をするから、夏純は遊び相手に不足しているんだよ？　そのうえ『六課に出入りするな』はひどいんじゃないかな。虎とらくんにも似たようなこと言ったんだろう？」

　八や牧まきの頰ほおが、髯ひげと共にひくついた。と同時にいきなり立ち上がるとテーブルの上にあった落花生の山をその大きな手で摑つかむ。髯が大きく裂けたかと思うと、そこから現われた彼の口に落花生が殻からごと注ぎ込まれた。嚙かみ砕く音は聞こえなかった。

　山から平地になってしまった落花生をほんの少しだけ悲しそうに眺めると、大おお田たは八牧の髯面に顔を向ける。

「俺おれはそんなことを言った覚えはない……帰る」

　落花生を全すべて飲み込んだ八牧は、来た時と同じように窮きゆう屈くつそうにドアをくぐって出ていった。

　彼の足音が完全に聞こえなくなった後、大田は眼鏡めがねを外してレンズの汚れ具合を確かめる。

「たかが三年、されど三年。結局僕ぼくたちが戻る場所は、ここなのかな？」

　眼鏡をかけ直し、残った落花生に手を伸ばす。一粒だけ口に運ぼうとした時、電話が鳴った。それこそが、終わりつつあった〝彼らの三年間〟に本当の終止符を打つ音だった。




　変な女がいる。

　いつものように喫煙所にやってきた木き島じまが、最初に思ったのはそんなことだった。本当に変な女だ。まず態度がよろしくない。ソファーの上にサンダル履ばきのままあぐらをかいている。右手に煙草を、左手に競艇新聞を持ち、足元ではやたらと大きなクーラーボックスがその存在を主張していた。

　緊急捕ほ縛ばく部隊の中にはたとえ事務員でもこんな奴やつは絶対にいないし、部外者にしては服装があまりにも雑だ。だいたいスタジアムジャンパーを着て、ここに来ること自体どうかしている。近寄りたくないが、煙草を吸うためには彼女の側そばに行く必要があった。

（俺が遠えん慮りよする理由はないよな）

　ポケットから煙草を取り出しながら、灰皿へと歩み寄る。一いつ瞬しゆんだけ女が自分の方を見たが、すぐに新聞へと視線を戻した。

　煙草に火をつけて壁かべによりかかると、木島は帽子の下にある女の顔を盗み見した。この妙な女に興きよう味みがないと言えば噓うそになる。きつめだが、顔は悪くない。スタイルもいい。煙草を吸う口元を見つめてしまう。赤い唇が艶なまめかしい。白い煙がその口からもれる様を、木島は何となく見ていた。

「捕ほ縛ばく部隊の人？」

　煙草タバコを咥くわえたまま唇が動いて、その言葉が発せられた。それが自分に向けられていることに、木き島じまはすぐには気が付かなかった。彼女の目は新聞に向けられたままで、自分のことを見ている気配はない。だが周囲には、自分と彼女以外に誰だれもいない。

「はい、そうです」

　敬語を使ってしまった自分が、ちょっとだけ情けなくなった。彼女が怖そうに見えたとか、態度が大きい相手にはつい下手に出てしまうとか、そういう理由では決してない、と思いたい木島である。

「そう」

　短い会話だった。




　そんな会話をしている場所からほんの少し離れた応接室では。

「……どうして一か月も前の羊よう羹かんがまだあるんですか？」

「すまん、持って帰るのを忘れていた。冷蔵庫に入れておいたし、賞味期限は切れていないから大丈夫だ」

　前回の反省を踏まえてか、既に皿の上には丁寧に切られた羊羹がのっている。冷蔵庫から出したばかりのそれはひんやりと冷たく、暑い季節にはちょうどよい。羊羹と熱いお茶を目の前にして、優ゆう樹きは麦わら帽子を脱ぐとソファーに腰掛けた。

「それにしても、君の格好は夏向きじゃないな」

「どうもおっくうで……甘い羊羹ですねえ」

「辛い羊羹を食べたいのか、君は？」

「言ってみただけですよ……」

　優樹はテーブルの上にのっている小冊子を見た。二冊用意されているうち一冊は、何度も読み込まれたものらしく一部が擦すり切れている。裏返しにしてあるため表紙は見えないが、それらに今度の合同訓練について書かれてあるのだろう。赤あか川がわが座るのを待ってから、聞いてみる。

「それが今度の訓練についてのしおりですか？」

「修学旅行ではないのだから、しおりはないだろう……」

　苦笑混じりに言いながらも、赤川の表情は暗い。目がどこか泳いでいるし、優樹が入室した時からしきりに顎あご髯ひげを撫なでている。

「いったい、何がそんなに言いづらいことなんですか？　確かにえらく急だから、きっと私にとって嫌なことが色々とあるんでしょうけど」

　二つ目の羊羹を口に運ぶ。羊羹の中に入った栗くりの塊が、歯にまとわりついた。舌で歯を舐なめながら、お茶に手を伸ばす。甘い物を食べると酒が欲しくなるのは、自分だけだろうか。

「……話すことが多すぎて、何から言えばいいのかわからない」

　正直に話す赤あか川がわを、優ゆう樹きは羊よう羹かんの甘さに気を取られながらぼんやりと見ていた。気を引き締しめなければと思うのだが、最近はどうも物事に集中できない。頭の中に、蜘蛛くもの巣が張り巡らされているような、曖あい昧まいな気分だ。

　何か、大事なことを忘れているような。

「ところで、君の右目はまだ具合が悪いのか？」

　右目。包帯の下にある右目。痛くも痒かゆくもないし、違和感さえもうない。まるで本当に自分の右目みたいで、それが恐ろしい。

　自分の目ではないはずなのに。

「……体の調子が良くないのか、巡査部長？」

　三つ目の羊羹に楊よう枝じを突き刺したまま動かない優樹を見て、赤川が不ふ審しん気げに眉まゆをしかめる。口は半開き、隻せき眼がんは羊羹に注がれている。右手は楊枝を持ったまま微動だにしないが、膝ひざの上に置かれた左手の甲には太い紫の血管が浮かび上がっていた。

「片かた倉くら巡査部長！」

　応接室の淀よどんだ空気が、赤川の声で吹き飛ぶ。脳さえ揺らしたその一いつ喝かつで、優樹はやっと自分の左手から血が流れていることに気が付いた。赤川が立ち上がり早歩きで出ていくのを左目で見た優樹は、眼球を横移動させて手の甲を見た。ねっとりとした血は傷口の上で凝ぎよう固こを始めており、急速に固まっていく。

（腐ったグレープジュースみたいな色）

　場違いなことを考えた優樹は、血の塊に右手の人差し指で触れた。完全に固まってしまったそれは、触れただけで粉となって優樹の膝の上に落ちる。優樹はごみ箱まで歩くと、膝に付いていた乾いた血の粉をはたいた。ごみ箱の上に左手を翳かざし、右手で手の甲を擦こする。かさぶたのようになっていた血はすぐに落ちていき、その下からは傷一つない皮ひ膚ふが現われた。

　その左手で、自分を殴った。殴った左拳こぶしよりも、殴られた左頰ほおが数十倍も痛みを感じる。

　その〝痛み〟だけが、自分が自分であることを証明してくれた。

「嫌だなあ……」

　口からもれた言葉が何に対する嫌悪の言葉なのか、それさえもわからなくなってくる。

「狂ってるのかなあ……」

　もう一度、殴った。口の中が切れて、血の味が広がる。それと共に、自分の意思が回復したような気がした。




　応急処置をするために色々と抱え込んで応接室に戻った赤川が見たのは、優樹がミニボトル片手に資料を読み込んでいる姿だった。ボトルを持った左手には、血の痕あとさえ残っていない。

「ああ、赤川さん、もう固まったから大丈夫ですよ。すいませんね、お手数かけて」

「いや……」

　無駄になってしまった道具を部屋の片隅に置くと、赤あか川がわは優ゆう樹きの向かいに座った。本当に彼女はいつもの片かた倉くら優樹なのか、しみじみとその表情を見る。どこか血の気が失うせているが、自分の知っている巡査部長であるような気もする。

「……最近、情緒が不安定でして。疲れてるんですよ、きっと」

「そうか」

　彼女の言葉を額面通りに受け取るほど、赤川は素直ではない。だが口に出して何か言うことはなく、優樹を呼んだ用件の話題に移ることにした。

「それを読んだなら、だいたい理解できただろうが……今回の訓練は大規模なものになった。我々警けい視し庁のＥＡＴだけではなく、北海道警、大阪府警の部隊も参加する」

　緊急捕ほ縛ばく部隊は、全県に配備されているわけではない。一都一道一府四県、全国七か所にのみ存在する。その中でも甲種指定生物を相手にした訓練を行なっているのは警視庁の部隊だけであり、他ほかの部隊では甲種を見たことさえないという隊員の方がはるかに多かった。そういう事情を考えれば、いつかは他県の捕縛部隊との訓練も行なわれるであろうことは優樹にも予想できていた。

　だが、優樹にとっての不安要素は別の箇所にあった。

「どうしてＳＢＨＲＴが出てくるんです？　緊急捕縛部隊は警察ですけど、あっちは軍隊じゃないですか。それが一緒に訓練するなんておかしいですよ」

　ＳＢＨＲＴは米軍特殊部隊の一つであり、その知名度は高いものではない。秘匿されているわけではないが、一般人が知る必要もなければその存在をアピールするような事件に対処したこともないのだから、当然だ。日本語に訳すと、特殊生物災害対応部隊となる。

　生物災害バイオハザード。アヤカシは米国にそう認識されている。ＳＢＨＲＴとは対アヤカシを専門とする部隊であり、その点においては緊急捕縛部隊と似ているかもしれない。

　だが優樹は彼らについて赤川以上の知識を持っていた。ＳＢＨＲＴの装備には、捕縛部隊のように非致死性の物はない。軍と何ら変わることのない火器。アヤカシとの白兵戦せん闘とうを想定した特注のナイフ。それらを用いて、彼らは常にアヤカシを殺す訓練をしている。北米大陸でアヤカシらしき生物が発見されたことなど、過去に一度もないのに。

「……私もそう思うよ。この件は春頃ごろから決まっていたらしい。上の連中ははっきり言わないが、向こうから言い出したんだろうな。場所はここにしようって」

　訓練の場所に設定されたのは、東京から千キロ以上南に位置する面積約二十平方キロの島である。先の大戦において島の形が変わるほどの激戦が繰くり広げられたという土地で、一般住民はいない。現在は自じ衛えい隊の施設があるくらいだ。

「ま、広いし、普通の人がいないし、訓練にはうってつけと言えばうってつけですが……。広すぎますよ。この島の中を私が仮想敵として逃げ回るってのは、ぞっとしませんね」

　それも緊急捕縛部隊だけではなく、ＳＢＨＲＴも参加するとなると警戒心が働く。アヤカシのサンプルを持たない米国は、何度か自国にアヤカシを運び込もうと画策している。この機会に腕一本くらい持っていかれるのではないか。米国の陰いん謀ぼうを体験している優ゆう樹きはそんなことを考えてしまう。

　大阪条約を批准すれば、法に則のつとってアヤカシを他国から借りることもできる。しかし未いまだ米国は条約を批准できていない。米国内でアヤカシは生物災害と思われている。その生物災害を自国に入れるような法律では、反発もあるだろう。まずはアヤカシに対する理解を深めることから始めればいいのに。

　などと、他国の心配をしている場合ではない。

「……で、君に一つ提案があるのだが……」

　ボトルに口を付ける優樹を見て、赤あか川がわが眉まゆをしかめる。いつもなら一言注意が入るところだが、彼は口には出さずに本来の話題を続けた。

「君の元同僚たちにも参加してもらえないだろうか」

　警けい視し庁刑事部捜査第六課。内閣公認甲種指定生物だけで構成されたその部署は、アヤカシを一か所に集めておくためだけに創設されたはずだった。彼らが実際に刑事として事件に対処した事例は、数えるほどしかない。しかし彼らが動いて解決できなかった事件は皆無であり、一部の人間たちもその優秀さには内心で驚きよう愕がくしていた。現在は一人しか構成員がいないとはいえ、迷宮入り寸前の事件捜査を六課に依頼したいと考えている警察官は潜在的には多い。

　それが表面に出てこない理由が、人とアヤカシの間にある溝だ。その溝が、今の六課に優樹しか残っていない理由でもある。

「……気ままに暮らしている皆を、わずらわしいことに引っ張り出すのは嫌ですよ」

　ボトルの中を覗のぞき込みながら答える。赤川の方は見なかった。今も大おお田たには結構世話になっているし、最近は夏か純すみにも気を遣わせてしまっている。これ以上面倒なことに関かかわらせたくはない。だが、と思う。優樹が頼めば、少なくとも虎とら司じと夏純は来てくれるだろう。一人でその島に乗り込むよりははるかに心強い。

「連絡先を教えてくれれば、私が頼む。君からは言いづらいだろうからな。……帆ほ村むらが来ているんだったな」

「いいですよ、私から言いますから」

　今回だけは、皆の力を借りよう。米国が関わっているからといって必ず何かが起きるわけではないが、用心しておくにこしたことはない。精神、肉体、共に不安定な今はなおさらだ。

「……じゃ、この資料は貰もらっていきます」

　ボトルをしまって帽子を被る優樹を見て、赤川は先に立って扉を開ける。

「どうも……」

　優樹が部屋を出ると、赤川も一緒についてきた。

「帆村には悪いことをしたから、一言挨あい拶さつくらいしておこうかと思ってな……どうせ喫煙所でジタンを吸っているんだろう？」

「ええ、まあ」

「賭かけ事はする、煙草タバコは吸う、まったくしょうがない奴やつだな、帆ほ村むらは」

　喫煙所に向かって歩きながら、赤あか川がわは口を歪ゆがめる。その両方とも赤川が毛嫌いするものだ。

「いっそのこと、相あい川かわのように学校に行かせてみたらどうだ？」

「無理ですよ。本人に行く気がないんですから。虎とらくんは学校大好きですけど」

　赤川の後ろを歩きながら優ゆう樹きが答える。この時優樹は、六課の面々のことを考えていた。もっとも多い時には総勢七人いたこともあったが、今は優樹一人だ。残り六人のうち、二人は現在どこにいるのか優樹は知らない。あと四人の中で大おお田た、虎とら司じ、夏か純すみとは最近会ったが、八や牧まきとは三年間一度も会っていない。人並み外れた巨漢で、ぶっきらぼうで、そして人間嫌いの八牧。元気なのは間違いないだろうが、今はいったい何をやっているのやら。

「あ、おっさんだ」

　皮の破れたソファーの上で、サンダルを脱ぎ足を伸ばしていた夏純が、赤川を見てどこかどすの利いた声で言った。

「おっさんのあほ」

　煙草を吸いながらまたも低い声で言うと、夏純はそっぽを向いてしまう。

「夏純ちゃん、駄目だよ。赤川さんのことをおっさんとか馬ば鹿かとかあほとか言ったら」

「わざわざ君が繰くり返して言うことはないだろう……帆村、今日は悪かった。君の娯楽を邪じや魔ましてすまなかった」

「そう思うなら、ジタンちょうだい。あ、優さん、元気？」

　赤川の後ろから顔を出した優樹を見て、夏純は少しだけ表情を和らげる。

「ご用終わった？」

「うん、まあね。ちょっと話があるから、渋しぶ谷やまで来てくれる？」

「行く行く」

「帆村、ここに木き島じまがいたな？」

　灰皿にたまった大量の吸い殻がらを見ていた赤川が、眉まゆをしかめて言う。優樹も気が付いたがその吸い殻は二種類あり、一つは夏純が吸っている銘柄でもう一つは違う。ここに夏純以外の誰だれかがいた証拠だ。

「名前は知らないけどいたわよ。おっさんが来る何秒か前に、走ってったわ」

「……そうか、ありがとう。巡査部長、大田の電話番号は私も知っている。私の方から話を通してみる」

「そうですか……無理しなくてもいいですよ」

「なになに、また喧けん嘩か？」

「違う……では、よろしく頼む」

　赤あか川がわが去っていくのを見送ってから、夏か純すみは勢いをつけて立ち上がった。

「で？　何があるの？」

「それは後で話すよ。じゃ、帰ろうか」

「はーい」

　元気よく歩き出す夏純の後に続きながら、優ゆう樹きは手に持った資料を見た。十ページほどめくったところに、赤い染みがべったりと付いて文字が読めなくなっている。

（………………）

　両手を見ても、傷きず痕あとはなかった。

　もう何が何だか、わからなくなってきていた。




　帆ほ村むら夏純が住むのは、国こく分ぶん寺じ市にある二階建てのアパートである。駅から歩いて十五分ほどかかるが、近くに大きなスーパーがあるので不便ではない。多た摩ま川がわ、江こう東とう区、渋しぶ谷やと移動を続けた夏純は、午後七時を過ぎた頃ころにそのスーパーでマッチを買い込んでいた。ライターも好きだが、マッチで熾おこす火も夏純は大好きなのだ。放ほう火か魔まと間違われそうなほどの大量のマッチを抱え込んだ夏純は、レジに向かう途中で見覚えのある人間に出会った。

「こんばんは、帆村さん」

　そう話し掛けてきた女が誰だれかを思い出すのに、夏純は三秒かかった。

「あ、お隣となりの学生さんの奥さん。こんばんは」

　私の名前は田た中なかです、まだ同どう棲せい中だから奥さんじゃありません、それに彼は二年前に卒業したからもう学生じゃありません。という説明は、田中の口の中で消えた。

「……いつもマッチ買ってるのね、帆村さん」

「いやあ、マッチが好きで。それじゃ」

「あ、もうちょっとで買い物終わるから、一緒に帰ってくれない？　……アパートの前に、怪しい男がいるの。もう怖くて！」

　声を潜めて囁ささやく田中を、夏純は不思議そうに見つめた。アパートの前に誰がいようと、どうでもいいことではないのかと思ったが、とりあえず正しい近所付き合いのために、その怪しい男とやらのことを聞いてみることにする。

「どれくらい怪しいんです？」

「身長が三メートルくらいある髯ひげ面づらのでぶよ」

　身長二・四メートルの毛深いでぶなら、夏純の知り合いに一人いた。

「ああ、きっとあたしの知り合いだから大丈夫ですよ。ちょっと見てきますわ」

「……帆村さんの知り合い？　あれが？」

　不ふ審しんそうに夏純を見上げる田中にマッチと代金を押し付けると、早歩きでアパートに向かう。府ふ中ちゆう街道から少し外れたその場所は、人通りの多い方ではない。そんな薄うす暗い夜道に、ぬっと立っている大男がいれば人が恐れおののくのはある意味当然ともいえる。しかし夏か純すみはそういう常識とは縁えんがないため、アパートの前に立つその男に平然と話し掛けることができた。

「あ、やっぱりヤマさんだ。どうしたの？」

　街灯に照らされた髯ひげ面づらの八や牧まきは、夏純の姿を認めるとのっそりと動き出して彼女の前に立つ。背の高い夏純でも、八牧の前だと小さく見えてしまう。

「……ふらふらと遊び歩くな。競艇だの競馬だのをやるんじゃない」

　ただそれだけを言うと、八牧は夏純の横を通り過ぎて帰途に着こうとした。八牧が一言言うためだけに自分や虎とら司じの家に来るのは珍しいことではない。普段なら適当に返事をして八牧を見送るのだが、その日は違った。

「ねえねえ、ヤマさん。亜米利加アメリカとかおっさんとかに喧けん嘩か売りに行くんだけどヤマさんも行かない？」

　立ち止まって夏純を振り返った八牧の目には、いつもとは違う光がこもっていた。しかし彼の眉まゆ毛げはその光を完全に隠し通していた。




　かつて、その島では多くの人間が血を流した。

　そして今、その島で人間と人間以外の生き物が血を流す。
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『浦うら木き、お前ネジに何か命令したか？』

　飯いい田だ敦あつ彦ひこが内閣府にある特とく遺い生物管理委員会の委員長室に電話をかけてきたのは、ある暑い夏の日のことだった。

「いえ、何も」

『……質問を変えるぞ。お前はネジがどこに行ったかを知っているか？』

「ええ、知っていますよ」

『それを早く言え』

　受話器の向こうで苛いらついているであろう飯田の顔を想像し、浦木は顔と内心で笑った。

『笑うんじゃない。で、どこだ』

　声はまったく出さなかったのに、飯田は浦木の笑いを察知したようだ。たいした鋭するどさである。

「小お笠がさ原わら村に属する、とある島ですよ」

　具体的な地名を出さずとも、そこで何が行なわれるかくらい飯田も知っている。米軍特殊部隊、緊急捕ほ縛ばく部隊、そして捜査第六課。この三者による合同訓練。

『訓練か。やること自体は別に構わんさ。……で、何でネジが……』

　飯田が唐突に黙だまった。

「ご理解いただけましたか？」

『……ああ、だがネジ一人で行かせたのなら心配だ。誰だれか行かせた方がいいかもしれん』

「その必要はありませんよ。我らの主がネジの復ふく讐しゆうを見届けてくださいます」

　再び飯田が黙り込んだが、その沈ちん黙もくは先ほどのものとは少し質が違っていた。

『……あの方がどういうお方か、俺おれは知っている。無駄な回り道をなさるのも、わからんでもない。だが俺は気に入らん。[image: Ω]オメガサーキットも、現時点では何の役にも立っていないどころか、俺たちの害にしかなっていない。……本当にこのままでいいのか、俺たちは？』

「悪かったら、どうだというのです？　主に進言しますか？」

　彼らの会話は、そこで終わった。




　その部屋に元からある物品は少なかった。マットレスと敷しき布ふ、薄うすっぺらな枕まくらと毛布等で構成された簡易寝具が五つだけだ。しかしこの部屋に五人が持ち込んだ荷物はかなりの量にのぼる。十畳近くある部屋のうち、三分の一の面積は荷物だけで占領されていた。その残りの面積に、彼らと彼女ら五人がいる。ひしめき合っているわけではないが、そのうちの一人が異様にビッグサイズであるためにかなり狭く感じられる。冷房は備わっているが、誰だれもつけないため室温が高い。換気扇はずっと動いているが、この部屋に広がる煙草タバコと酒の臭においが消えることはなかった。

　しかし部屋にいる者たちの中で、そんなことを気にする者はいない。

「なー火ひ蜥蜴とかげよー、麻マー雀ジヤンやらねえの？」

　相あい川かわ虎とら司じが座布団を抱えながら帆ほ村むら夏か純すみに声をかける。その鼻先には麻雀牌パイが散らばっており、彼の荷物の中には雀ジヤン卓たくがあった。面子メンツさえ揃そろえば、すぐにでも麻雀ができる。だが夏純は先ほどから煙草を吸うことだけに専念しており、片かた倉くら優ゆう樹きは大おお田た真さね章あきとオセロで対局している。八や牧まき巌いわおはドアのすぐ横の壁かべに寄りかかり、微動だにしない。

「ヤマの大将ー、二人でいいから麻雀やろうぜえ」

　八牧はその髯ひげを揺らして拒否の意思を示す。虎司は面白くなさそうに立ち上がると、丸い窓から外を眺めた。

「あー、海ばっか。それに船って結構揺れやがるんだなあ」

「……そういうこと言わないで」

　夏純が煙と共に、うめくように言葉を吐く。虎司はそんな夏純の顔を気の毒そうに眺めると、彼女の正面に座り込んでその肩を叩たたいた。本人は慰なぐさめているつもりのようだが、それは煙草の灰を落とすことしかできなかった。虎司が素早くガラス製の灰皿を移動させて、絨じゆう毯たんが焦げるのを防ぐ。その大きな灰皿には、既に六十本以上の吸い殻がらがあった。

「沈まねえって。だいたい万が一にも沈んだって、お前や鳥とり頭あたまは飛べるじゃんかよ。俺おれとかヤマの大将とか団長の方が大変なんだぜえ？　ま、俺には東シナ海横断ってえ輝かがやかしい経験があっから……」

「ジタンとジッポとマッチとオイルが使い物にならなくなっちゃうでしょ！　だいたいあたしの初代ジッポを東京湾に落としたのは誰のせいだと思ってんのよ！」

「俺とヤマの大将で見付けたじゃねえかよ……」

「そういう問題じゃないの！　親父おやじさんに買ってもらったのに……」

「お前、ライターのこと未いまだに根に持ってるくせに、自分が火傷やけどしたことは気にしてないのな。……水に落ちて火傷ってのは、言葉としちゃあ間違ってる気もすっけど」

「……あれは痛かったわよ……」

「夏純ちゃん、大丈夫だって。船ってのは沈むようにはできてないんだから。虎くんも夏純ちゃんを不安にさせないの」

　オセロ盤ばんから顔を上げて、優樹が夏純に声をかける。

「そうだよ、夏純。船底に穴が開くとか、大きな嵐あらしが来るとか、限界積載量を超えて物品を載せるとか、そういうことがなければ沈まないよ。まあそういう事態になったら……」

「先生、あおらないでくださいよ……」

「優ゆうさん！」

　突然夏か純すみが優ゆう樹きの側そばににじり寄って、ジャケットの裾すそを引っ張った。その拍子にオセロ盤ばんが揺れて白と黒の駒が絨じゆう毯たんの上に落ちる。

「沈まないわよね、この船！」

「大丈夫、沈まないから……」

　子供をあやすように背中を軽く叩たたいてやる。どう見ても年下の優樹が背の高い夏純を励ましているのはギャップがあるが、微笑ほほえましい光景といえないこともない。

「それにしてもよー、船で二十時間以上かかるってのは遠いよなー。飛行機で連れてってくれりゃあいいじゃんかよ。あ、ヤマの大将がいるから落ちるか。エレベーターに乗れない体だもんなー」

　虎とら司じの失礼な言い草にも、八や牧まきはまったく反応を示さない。

「自じ衛えい隊との折り合いが付かなかったんじゃないの？　あちらさんにはあちらさんの都合があるわけだし」

　夏純の頭を軽く撫なでてやりながら優樹が答えた。

　片かた倉くら優樹を筆頭にした刑事部捜査第六課のメンバー（優樹以外は全員〝元〟だが）は、現在合同訓練の舞台である島に移動中である。その島までは船で一日近くかかるという結構な距離だ。緊急捕ほ縛ばく部隊の面々も同乗しているが、ＳＢＨＲＴは独自のルートで行くそうだ。現在の時間は午前十一時三十二分。到着は明日の午前五時近くなのだから、まだ先は長い。

　もっとも、優樹や大おお田た、八牧は〝待つ〟ということに苦痛をそう覚える方ではないので問題はない。虎司も周囲に仲間たちがいれば、我慢ができる。しかし残る一人、夏純はそうではない。彼女にとって海は鬼門だ。

「……飛んでいけばよかった……」

　震ふるえる手で煙草タバコを吸う夏純の背中を優しく撫でてやると、優樹は焼しよう酎ちゆうの一いつ升しよう瓶びんを引き寄せた。なるべく倹約して飲んでいるつもりだが、既に一本空になっている。二本目も三分の一くらいまで減ってしまった。結局優樹は瓶を元の場所に戻すと、崩れたオセロ盤を見た。大田が駒の配置を元通りに直している。先ほどまでの配置を全すべて覚えているのだから、さすがである。現在七対三くらいの割合で黒の方が多い。優樹が白、大田が黒だ。優樹が負けているわけだが、負けることには慣れているので悔しくはない。

「なー、麻マー雀ジヤンやろうよ。団長、カレー作って」

「……材料がないよ」

　虎司は麻雀をやりながらカレーを食べることが好きだ。というより、カレーは麻雀をしている時にしか食べない。彼の頭の中には『麻雀をしている時はカレーを食べなければならない』というルールがあるらしい。優樹は麻雀ができないので、いつも彼女がカレーを作る羽目になっていた。

　考えてみると、優ゆう樹きはここ三年間カレーを作ったことがなかった。カレーは一人で食べるために作る物ではないという偏見が、自分の中にはあるようだ。何となくカレーの作り方を思い浮かべていると、急に八や牧まきが立ち上がった。天井は二メートル近い高さがあるが、八牧には低すぎる。それでも彼は天井に頭をぶつけるような間抜けなことはしない。前かがみになってドアを開けると、腹を引っ込めながら部屋の外に行ってしまった。彼が何も言わずにどこかに行くのはよくあることなので、四人とも気にしない。

「優樹、並べ終わったよ。続きをやろう」

「オセロなんて二人だけじゃねーとできねえだろがよ。雀ジヤン卓たくに雀ジヤン牌パイにモノポリー担いできた俺おれの苦労はどうなる」

「そんなことを言ったら、一いつ升しよう瓶びん十本と缶かんビール五百ミリ一ケースを担いできた優樹の苦労はどうなるんだ？」

「でも途中から八牧さんに持ってもらいましたから、楽でしたよ」

「あ、団長ずりーな。ヤマの大将、俺おれの荷物持ってくれなかったぜ？　俺だって生肉二十キロにカルビパックを十ほど持ってきたから、結構重いぞ」

「クーラーボックスだけで三つだからねえ……」

「ゲンさんは、鍋なべにカセットコンロにボンベにその他の食材も持ってきていたからね。君より重いぞ。僕ぼくだって落花生五袋に、カシューナッツ五袋、それと保存食として納豆も持ってきてある。かさばるが、あまり重くはないな」

「あたしは煙草タバコ六十箱持ってきたけど、軽かった」

「六十って……それ多すぎない？」

「もう三箱空になっちゃった。だってその島ってジタンないでしょ？」

「そりゃあないだろうね……」

「火ひ蜥蜴とかげよー、煙草って不味まずくねえ？　肉の方が美味うまいぜ？」

「食の好みは人それぞれだよ、虎とらくん」

「煙草は食じゃねー」

　四人の会話が続く中、八牧が戻ってきた。その左手には紙でできた弁当箱が五つ重なって載っている。普通なら両手でないと持てないところだが、彼の巨大な手ならば可能だ。

「どうしたんですか、八牧さん」

　四人を代表して優樹が聞く。

「捕ほ縛ばく部隊の人間がくれた」

　短く答えると、八牧が一人ずつ弁当と箸はしを配っていく。

「こういう弁当ってさあ、基本的に不味いんだよなあ。……飯に梅干に鮭さけに小ちっこいコロッケにキャベツに……何で昆布巻きなんか入ってんだよ。……うわ、やっぱり不味いわ。団長、キャベツと昆布巻き食ってくれねえ？　その代わり鮭食ってやっから」

「それ、あたしの方が損してる気がするんだけど……ご飯が冷たいしねえ。鮭さけの味も濃こいし……先生は食べないんですか？」

「あまり僕ぼくはこういう物は好きじゃないな。優ゆう樹きや虎とらくんにあげようか？」

「鮭とコロッケだけなら貰もらってやってもいいぜ」

「虎とら司じ、米は無理して食べなくてもいい。後で鍋なべに入れる」

「あ、ヤマの大将鍋作ってくれんの？　さっすが鍋大将！」

「鍋奉ぶ行ぎようだよ、虎くん。……しかしゲンさんには奉行よりは大将の方が似合っている気がする。……鍋大将か、なかなか面白い言葉だ」

「夏か純すみちゃん、少しは落ち着いた？　お弁当食べる？」

「食べ物はいいわ。煙草タバコ吸ってた方が落ち着くから」

「六十あれば大丈夫だろうけど、残りの量には気を付けてね。……少し寝たら？　寝てる間は煙草吸わなくて済むでしょ……あ、八や牧まきさん、焼しよう酎ちゆう少し飲みます？」

「……酒の配分に気を付けろ、優樹。ピッチがかなり速い。その二本目で今日の午後六時までもたせろ」

「こんな揺れるところじゃ寝られないわよ。……ああ、揺れる……」

「夏純、そう気にするものではないよ。揺れると思うから揺れるんだ。揺れていないと思えば、揺れないかもしれないじゃないか。要は気持ちの問題だよ」

「……虎くん、いつの間にキャベツと昆布巻きあたしの弁当箱に入れたの」

「へっへっへ、油断しやがったな、団長。……うおっ、どうして俺おれの方に梅干とキャベツがまだ残っていやがんだ!?　……あ、ヤマの大将、入れやがったな、こんちくしょう！」

「油断するお前が悪い」

　どうということはない、ただの会話。それなのに、優樹は楽しくてしかたがない。三年前まではこれが当たり前の光景だったのだ。虎司が吼ほえ、夏純が煙を吐き、大おお田たが説教をたれて、八牧が時たま呟つぶやいてその存在感を示す。

　懐なつかしい日常だった。楽しいことを思い出すと、つらいことを忘れられる。つらいことを思い出さないようにしているわけではない。思い出しても、以前ほどにはつらくなくなっただけだ。まだ彼と昔のように話すことはできないだろう。

　しかし。彼が変わってしまったような気がするのは自分だけだろうか。初めて会った時と今の彼は、本当に何も変わっていないのだろうか。違う気がする。

　誰だれかに似てきたような気がした。

「優樹」

　虎司がうめきながらキャベツを食べ、大田がオセロ盤ばんを眺め、夏純がマッチを取り出してその炎を見ている時、八牧は優樹の包帯を見ていた。毛に隠れてどこを見ているかわからない目ではあるが、優樹にはわかる。

「午後六時になったら鍋を作ってやる。その時は次の焼しよう酎ちゆうの封を切っていい」

「はい」

　今だけだが、昔のように楽しくやろう。優ゆう樹きは空になった弁当箱を脇わきに置くと、オセロ盤ばんに向かう。しかしやけをおこした虎とら司じが駒をばらし、大おお田たが再び並べ直す作業をしていた。

「俺おれは麻マー雀ジヤンしながらカレーが食いてえんだよお！」

「オセロに八つ当たりしてはいけないよ？　だいたい材料がないじゃないか」

「鳥とり頭あたま、一っ飛びして買って来いやあ！」

　かつてよく見た光景に、優樹は笑った。一緒にいて楽しい連中は、やはりこの面子メンツしかいなかった。




　同じ船内の別の場所では。

「先せん輩ぱい、具合悪そうですね」

「……悪い。吐きそうだ」

「山やま崎ざき、木き島じまの面倒を見てやれよー。いつも木島に世話になってんだろ」

　そう言ってまた寝てしまった先輩たちを横目に、山崎太た一いち朗ろうは青ざめた顔をしている木島の背中をさすってやった。

「船、弱かったんですか？」

[image: ]

「……いったい何時間乗ったと思ってんだ……普通はこうなる」

　木き島じまの言うことはもっともだが、他ほかの面々はまだまだ元気だ。先ほど配られた弁当も、木島以外全員残さず食べている。

「煙草タバコ……吸いたいな……」

「吸えばいいじゃないですか。ここじゃまずいですけど」

「そこまで行く気力がない……」

「しっかりしてくださいよ。明日船着いたら、すぐ訓練ですよ？　しかもあのくそ暑い服着て、装備だって担ぐんですから。……まあ、自分たちには改良型支給されましたけど、あれだって充分熱いし。それに向こうは日中気温、三十度超えるそうですよ。だいたい先輩は通信手なんだから無線機も持たないといけないんですよ」

「……どうして船なんだ、ちくしょう……入いる間まからなら飛行機で三時間なんだぞ」

「知りませんよ……でも海上保安庁から船借りられただけいいじゃないですか」

「お、木島は相変わらずへばってるな」

　木島と同輩の浪なみ野のが彼らのいる部屋に戻ってきた。部屋といっても倉庫のようなところで、照明以外には窓もないというさびしさだ。そこに比較的図体のでかい男たちが簡易寝具を頼りにひしめき合っている様は、あまり楽しい光景ではない。この巡視船は大型で最大搭載人数は百人を超えているが、客船とはわけが違うためゆったりとした環かん境きようなど望めるはずもなかった。

「なあ山やま崎ざき、俺おれ白髪頭以外の甲種って初めて見たんだけど、本当に見た目からして人間じゃなかったぜ」

　白髪頭、という言葉に太た一いち朗ろうは少しだけ反応した。しかし彼は木島が万が一にも吐いた時のためにビニール袋を用意することに忙しかったため、黙だまって浪野の次の言葉を待った。

「あの捜査六課の連中に弁当を配る役、俺おれになったからさ。気合入れて行ったのよ。そしたら、扉の前に二メートル以上ある毛むくじゃらのでぶが立ってたから、もうびっくりしてそのまま転進しそうになったぜ。でも俺も緊急捕ほ縛ばく部隊の一員、勇気出して『弁当です』っつってそいつに渡したよ。顔見たけど、それがまた毛だらけなんだぜ！　いったいどこに目があるかわかったもんじゃないってくらいにさ。そいつ黙って弁当受け取って部屋に戻ってったよ。ああいうのを見ると、白髪頭の見た目なんかまともだよなあ」

　どこか興こう奮ふん気味に話す浪野の言葉を、木島はろくに聞いていなかったが太一朗は聞いていた。同じ船に優ゆう樹きが乗っていると知っていても、だからどうしようという気にはならない。少しは自分も落ち着いたようだ。今ならこの船内や訓練中に会ったとしても、『こんにちは』と普通に挨あい拶さつできそうな気がする。

　それに優樹のことより気になることが、現在の太一朗にはあった。

「浪野先せん輩ぱいは合同訓練に参加したことあるそうですけど、どんな感じなんですか？」

「訓練って言っても、実弾を使用しないことを抜かせば実際の捕縛と変わらないな。怪け我が人も少しは出る。軽い擦すり傷きずや打身だけどな。冬の時、俺おれも白髪頭に銃口向けたんだけどさ、いくら頭でアヤカシだってわかってても見た目があれだから、結構引き金引きづらいんだ。……そういう意識をなくすためにもこの訓練はあるんだろうな」




　自分は、引いた。あの時、何の迷いもなく、引き金を引いた。

　自分は、あの時狂っていたのだろうか。

　そして、今もその狂気は続いているのか。

　なら、今の自分もまた狂っているのだろうか──。




「でも今回はちょっと違うな……だいたいどうして実弾の携帯が義務付けられているんだ？　かさばるだけなのによ」

　浪なみ野のの言葉に、太た一いち朗ろうは現実に引き戻される。米軍の特殊部隊が訓練に参加するのも、実弾を持たされているのも、例年ではないことだ。そして太一朗は、米国がアヤカシを欲しがっていることを知っている。

　三月に起きたあの事件を忘れてなどいない。彼もまた、当事者の一人なのだから。

「……これは小耳に挟んだことだが……」

　壁かべに寄りかかっていた木き島じまが、浪野と太一朗の方に顔を向ける。黙って人の話を聞いているより、自分も参加した方が気が紛れると判断したようだ。

「今回六課の連中は、白髪頭以外に四人いるらしい。小さながきと細い男と髪の長い女とさっき浪野が見たでかい男だ……」

　小さながきと細い男というのは、相あい川かわ虎とら司じと大おお田た真さね章あきのことだろうと太一朗は考えた。長髪の女というのは、七月の渋しぶ谷や駅で優ゆう樹きと一緒にいた中日ファンの女だろう。確か〝カスミ〟とか呼ばれていたような気がする。

「……このうち、訓練に参加して俺たちの仮想敵になるのは二人だけらしい……。がきと大男だとかいう話だが……詳しいことは俺も知らないけどな」

　彼ら隊員に充分な情報を与えられていないため、出所不明の噂うわさが流れていた。情報規制の理由は〝より実戦に近い訓練のため〟だ。アヤカシの容姿や能力が事前に判明することなど、実際は皆無だからだ。

「……よし、俺は煙草タバコを吸いに行くぞ……」

　話すことによって少し気が紛れたのか、木島がふらふらと立ち上がる。だが立った瞬しゆん間かん、彼の顔が情けないほどに歪ゆがむのを、太一朗も浪野もしっかり見ていた。

「山やま崎ざき、袋！」

「はい！」

　木島の口から消化されていない米が、胃液と共に吐き出される。それを自分の目で確認してしまった太た一いち朗ろうは、少しだけ泣きたくなった。

　乗り物酔いなど縁えんがないはずなのに、吐き気がした。




「一人、同胞が死にました」

　そう言った片かた倉くら晃こうの顔に、とくに感情は含まれてはいなかった。しかし布袋入りの木刀を握った彼の手には、必要以上の力が込められている。だが、視力の弱い千せん堂どう昭あき子こにはそれが見えない。

「いつものことじゃない。いつもの場所に搬入してくれればいいのよ。最後のお別れをしておきなさい」

　自分の声がいつもと同じように平坦であることに、ほっとする。利害が一致する以外には、彼と彼女の間に何の関係もない。彼の仲間が死のうと、自分が心を痛める必要などない。

「殺されたんじゃありません、死んだんです」

　眉み間けんの皺しわを空いている手の指で伸ばすと、晃は千堂を見た。その老ろう眼がん鏡きようはやや色が濃こいものの、彼女の窪くぼんだ瞳ひとみを隠す役目ははたしていない。老眼鏡をかけていても彼女は五メートルほど離れた場所にいる晃がよく見えていないようだった。去年喜寿を迎えた老ろう婆ばなのだから、当然だろう。だが、意外に彼女は若く見える。髪の毛や眉まゆ毛げはだいぶ薄うすくなっているが、白髪の総量はかなり少ない。顔のしみ、額ひたい、眉間、目じりの皺、たるんだ首の皮。それらは老人の証あかしではあるが、肌や唇の色は五十代並みに健康的だ。ふっくらした頰ほおと垂れた目が彼女を温和に見せているが、かなりの激情家であることを晃も彼の同志の上うえ村むら鈴すず香かも知っていた。夏だというのにカーディガンやゆったりとしたロングスカートを着ているため、かなり着き膨ぶくれしている。百四十センチをやや超えた背丈と曲がった背骨が合わさり、千堂はどこか〝まるまっちい〟印象を他者に与えていた。

「死因は？」

　千堂が腰をかける大きな椅い子すは、スプリングの強さや高さ、肘ひじ掛け、背もたれの位置などが調節できるようになっている。尻しりの下に置いてあるクッションの位置が、彼女の身じろぎで少しずれた。

「……わかりません。彼が寝た翌日、起きてこないので見に行ったら死んでいたそうです。心臓も脳も動いていませんでした。外傷はありません」

「そう」

　晃の同胞たちが病気などにかかっていないことは、千堂も知っている。今現在まで、彼らの肉体から未知の病原菌が発見されたという報告もなかった。ならば原因はただ一つしか思い付くことができない。

「彼は最年長でしたか？」

「……はい、十五歳でした」

「そう、ならあなたも死因の想像は付きますね？」

　晃こうの返事はない。キマイラのリーダーとして、彼がそれを認めたくないのはわかる。だが千せん堂どうは、クロスブリードの三角を担う者として彼に宣告しなければならなかった。

「老衰ね」

　七十七歳の老ろう婆ばが、孫よりも若い少年の死を〝老衰〟と断言する。現実には到底ありえない事態が、この小さな部屋で起きていた。

「……解剖して死因を調べるけど……期待はしない方がいいわ」

　そして、千堂は再び残酷な言葉を紡がなければならなかった。

「あなたも覚悟はしておきなさい」

　そんな覚悟ができるものか。老衰は自分にとっては理想の死に方だ。だがそれは七十年以上生きた千堂だからいえることであり、まだ十年しか生きていない晃にできるものではない。

「はい」

　しかし晃は返事をした。その表情が見えなくとも、彼の〝死に対する不安〟は千堂にもわかる。寿命で死ぬ覚悟ができているとはいえ、あと十年は生きられると彼女自身は楽観している。だが晃は違うのだ。彼が明日死ぬ可能性を、誰だれ一人として否定できない。

「千堂さん、もし僕ぼくが死んだら」

「あなたが死んだら」

　自称〝電話だと四十代に間違われる〟という千堂の声が、一段と大きく上ずった。

「私は手を引くわよ。鈴すず香かさんが死んでも同様です。……それと私が死んだ時のために、少しお金を残しておくわ。家族に残す分はもう遺い書しよに書いて決まっているから、大した額は残せないわよ。偽の名義だとばれた時に家族が迷惑するから、現物を用意してあります」

「僕が死んだら、僕の同胞たちのために金を出せない、ということですか？」

「そうです。あなたほど冷静に物を考えられない人たちに出すお金はありません」

「……はい」

　千堂昭あき子こは、十年ほど前までは栄えい養よう剤や健康食品なども扱っている巨大な製薬会社を経営していた。彼女は決して傀かい儡らいの取締役ではなく、大局を見る視野もあれば求心力もあり弁舌も優れていた。高こう齢れいを理由に一線を退いたが、株を大量に所有する株主であることは何ら変わりなく、会社に対する発言力も健在である。

　その彼女が現在投資しているのは、クロスブリードという組織に対してである。投資に対する見返りは、その危険に比較して少ない。それでも彼女は投資を続ける。利益などはなから見込んではいない。投資家としては失格だ。

　そんな彼女を動かしているのは、ただの〝逆恨み〟であった。

「あなたのお仲間は、私のことを〝金だけ出して何もしない〟と言ってるけど」

　晃は黙だまっている。彼自身はそんなことを思ってはいないが、彼の同胞たちは常にある死の恐怖から逃れるために他者に対して感情をぶつける。その相手は彼ら自身の敵ではなく、千せん堂どうやアヤカシである上うえ村むら鈴すず香かたちであることの方が多い。

「私がそのお金を得るためにしたことがあなたのお仲間たちにはできないということを、彼らはわかっているのかしら？」

「わかっていません」

　自分たちのことを考えるのに手一杯な彼らが、千堂の苦労などわかろうとするわけがない。

「……命は金で買えるし、金は命で買えるのよ」

　恐ろしい言葉を聞いた気がした。この老ろう婆ばは低血圧の激情家だが、伊達だてに長生きをしてきたわけではない。

「嫌味はここまで。それにあなたに言ってもしかたのないことだものね」

「はい」

　晃こうの口数は少ない。彼は千堂が苦手だった。彼女は間違いなく彼の同胞たちを利用して利益をあげている。だが千堂が本気になれば、今以上の利益をあげられる。しかし千堂はそれをしない。『あまりやりすぎると他ほかのところに目を付けられる』というのが千堂の語る理由だ。だから、彼女は晃の同胞の死体を用が済めば返してくれていた。埋葬する場所も提供してくれた。

　冷れい徹てつの中にあるほんの小さな優しさ。それが晃にとってはありがたくもあり迷惑でもある。

　いざという時、千堂に同情してしまう。それだけは避さけたかった。自分たちの関係に利害以上のものを持ち込みたくなかった。

「情報がなければ、あなたたちが動けないことはわかっています」

「はい」

「私の方で少しやってみたから、結果が出るのを待っていてちょうだい。鈴香さんに会ったら、そう言っておいて」

「はい」

　千堂にできることは、情報を誰だれかに渡し誰かから情報を得ること。それは地味なようで、実はクロスブリードにおいて多大な影えい響きよう力りよくを持つ。その内容が何か、晃は聞かない。千堂が何も言わない時は、その内容を晃が知るべきではない時だ。

　だが、千堂の方から自らの目もく論ろ見みを話し始めた。少し疲れたのか、背もたれによりかかって半ば眠るような姿勢で目を閉じる。

「鵺ぬえ、を知ってるわね」

「ええ」

　鵺のネジ。人に化ける術を知らず日本政府の仕事に携わっているわけではないので、特高の中では比較的自由に動いているアヤカシだ。

　京都で会ったあの時、彼女を殺さなかった。殺せなかった、という方が正しいのかもしれない。殺しておけばよかったのか、とも今さらながらに思う。しかし彼が持つ対アヤカシ用武器〝鬼おに斬ぎり〟は、アヤカシを殺してその血を吸うごとに〝生長〟する。そして持ち主との一体化をはたした時。

　持ち主は、死への道を歩き出す。

「五年前、違う鵺ぬえが緊急捕ほ縛ばく部隊に殺された。もしその殺した人間が、人目に付かない場所に移動したら、残された鵺は敵討ちのためにそこに行くんじゃないかしら？」

「……そうでしょうね」

　千せん堂どうが誰だれにどんな情報を流し、どんな取引を持ちかけたのか、晃こうは理解した。

「ネジを僕ぼくたちではなく米軍かＥＡＴに捕まえさせるつもりですね？」

　クロスブリードでは、ネジを殺すことはできても捕まえることはできない。ネジを生かしたまま捕まえて特高の内情を聞き出すことができれば、貴重な情報源になる。しかも成功しようと失敗しようと、クロスブリードの懐ふところや人員が痛むことはない。

「あの国は、捜査六課のアヤカシも狙ねらっているわよ。その辺は私たちには関係なさそうだけど。……馬ば鹿かな連中。この国で好き勝手やって、傷も負わないで済むと思ってるのかしら」

　後半部分は、自前の歯が数本残っている口の中で消えた。

「鈴すず香かさんには言わない方がいいかもね」

「そうですね」

　鈴香たちアヤカシは、最大の敵である〝主〟以外のアヤカシには敵対心を持っていない。他ほかのアヤカシの身に危険が及ぶのを、鈴香が決して快く思っていないことを晃は知っていた。

「どんな結果が出ても、私たちが損をすることはないわ」

「そうなることを願っていますよ」

　彼女の瞼まぶたが完全に閉じるのを見て、晃は会話が終わったことを理解した。軽く一礼すると、扉ではなく窓を開けてそこから出ていった。彼と彼女の関係は、他者に知られていいものではない。

　晃がいなくなってから数分後、千堂はゆっくりと目を開けると卓上の電話に手をかけた。受話器を取り上げる、記き憶おくの片隅から番号を引っ張り出しながらボタンを押す。相手は一回目の呼び出しで出た。

「……私よ。面白い物が手に入ったわ」

　そう言った自分の喉のどが震ふるえていることを、千堂は認めたくなかった。




　午後七時になった。配られた弁当をそれぞれ嫌いな具を押し付け合いながら食べてから、一時間が経過している。八や牧まきを除く四人は睡眠を取ることも独自に遊ぶこともあったが、彼だけはドアの脇わきに陣取ったままほとんど動くことがなかった。彼が万が一の時にはすぐに動き出してくれることを、他の四人は知っている。一年間ずっと寝ていたかと思えば一年間起き続けていることもできるので、八や牧まきが寝なくとも誰だれも心配しない。

　その彼がゆっくりと立ち上がり自分の荷物をあさり始めたのを見て、優ゆう樹きは『ついに来た』と思った。虎とら司じは『大将の荷物の中にトマトはねえだろうな』と思った。大おお田たは『暑気払いに鍋なべを囲むのはよいことだ』と思った。夏か純すみは『煙草タバコがあと五十箱』と思った。

「なあヤマの大将、鍋作んのか？」

　虎司が代表して八牧に声をかけた。

「ああ」

　カセットコンロ、ガスボンベ、鍋、水が入ったペットボトル数本。この時点で既に十キロを超えているが、彼の巨大リュック四つの中からはまだまだ出てくる。豚肉、白菜、豆腐、春菊、糸いと蒟こん蒻にやく、キムチ。その量は、どう見ても五人が食べるには多すぎた。

「キムチ鍋にすんの？　辛えじゃんよお。美味うまいけど俺おれ苦手なんだぜ。それに白菜や春菊はいらねえよ」

「なら食うな」

　しかし本当に虎司が食べなければ、『俺の鍋が食えないって言うのか』という理不尽な発言が八牧の口から飛び出すことを八牧以外の全員が知っていた。

　虎司のふてくされた顔を無視して、八牧の用意は進んでいく。まな板や包丁、五人分の取り皿と箸はしを用意すると、部屋の中央にコンロを置いた。この瞬しゆん間かんから、八牧はこの部屋を支配する鍋大将となったのだ。彼が鍋を作っている間は彼がルールであり、誰もそれに逆らうことはない。

　夏純が半分ほど吸った煙草を消し、ジタンの箱とライターをしまった。大田と優樹は散らかった部屋を片付け始めた。虎司は『生肉が食いてえ』と叫ぶこともなく、コンロを中心にした円上に五人の座布団を置く。誰も何も言わないうちに、それぞれの座布団の上に座った。箸はしと皿が四人の手に渡ったのを見ると、八牧が大きく頷うなずいた。

「では鍋を作る」

　まずは一安心だ。四人の内心が見事に一致する。あとは八牧が鍋に材料を入れて彼が「食べろ」といった物を食べれば、何の問題もなく終わる。鍋に関することに逆らわなければ、八牧は何も言わないのだから。

「さて、もう八月になったわけだが、夏純、誕たん生じよう日おめでとう。歳としを重ねることは悪いことではない。生きたということは、それだけ知識も増えたということだ」

「誕生日ってめでたいの？　あんまりそうは思えないけど」

「俺ぁ冬に生まれたことは覚えてっけど、何月何日ってえのは知らねー。日にちって奴やつを気にするようになったの、こっち来てからだしよー。でも決めといた方がいいぜえ。学校の連中に誕生日聞かれるもんよ。履り歴れき書に書く時とかもよ。俺は一応十二月十二日にしといた。覚えやすいし」

「夏か純すみちゃん、あたしが八月一日にドラゴンズのポロシャツをあげたの、誕たん生じよう日びプレゼントだってわかってた？」

「……ああ！　優ゆうさんが珍しくああいうのをくれたのには、そういう理由があったの！　おめでとうって言うから、優さんに何かめでたいことがあったのかと思ってた！」

　鍋なべの水がお湯に変わり、ついに八や牧まきが材料の載った皿と彼特製の長く太い箸はしを構えた。ここで彼が材料を入れる順番に疑問を持つ者は大おお田たしかいない。優ゆう樹きも夏純も虎とら司じも、鍋に対する好奇心は低いようだ。

「ゲンさん、キムチ鍋ってキムチを先に入れるんじゃないのかい？」

「先に入れると、見た目がよくない」

　八牧の答えは簡かん潔けつだが、鍋を前にした時の彼は普段の数倍饒じよう舌ぜつである。

「見た目なんかいいじゃんかよ……」

　いつになく虎司の台詞せりふが弱々しいのは、彼の大好きな生肉が鍋の中に入ったからだ。

「そのまま食いてえなあ……」

「でも火が通った方が食べやすくない？」

「あたしは熱ければそれでいいけど」

「ところで豆腐は木も綿めんのようだね」

「鍋に絹ごし豆腐は普通入れん。今度湯豆腐作るから、お前は昆布でも食ってろ」

「八牧さん、焼しよう酎ちゆう開けますよ」

「ああ」

「え、酒を鍋の中に入れんのか？」

「入れない入れない。あたしと八牧さんが飲むだけ」

　そうやって他愛のない会話を続けていた彼らだが、八牧が『よし』と言った瞬しゆん間かんは全員沈ちん黙もくした。白菜、春菊、豆腐、肉、糸いと蒟こん蒻にやくが見目よく並び、キムチから染み出した赤が沸ふつ騰とうした湯と混じっている。鍋周辺に漂うキムチの匂においとその色が、いかにも〝辛さ〟を主張していた。

「虎司、肉だけ食うな。野菜も食え。生じゃないんだからな。大田、豆腐ばかり食うな。優樹、酒を飲むのと鍋の中身を食うのと、バランスを取れ。夏純、コンロに手を突っ込むな。それと最後に飯を入れて雑炊にするが、辛い飯食いたくなければ具を残しておけ。……よし、食え」

「いただきます」

　八牧以外の全員の声が唱和した後、それぞれが鍋に箸を伸ばす。食べる順番に対してはさすがに八牧も文句を付けない。鍋の中身が足りなくなる前に、八牧が随時補充していくので問題はない。

「辛ぇ……辛ぇよ……それに熱いじゃねえか」

　肉をほおばった虎司が、あらかじめ八牧が用意しておいたコップの水を飲む。

「どうして俺おれがいることがわかってんのにキムチ鍋なんかにするんだよ……せめてすき焼きならいいのに……だいたい俺おれ、おもいっきり猫ねこ舌じたなんだぞ」

「焼いた肉だって食べられるじゃない……辛いけど、お酒と一緒だと美味おいしいね」

「あたしは熱ければいいから、味はどうでもいいわ。辛いも甘いもよくわかんないし」

「夏か純すみ、虎とら司じ。お前らの食は極端すぎる」

「極端じゃいけねえのかよ」

「嫌なら、大陸の山奥にでも引っ込んでろ」

　優ゆう樹きの白菜を摑つかむ箸はしが止まり、大おお田たが取ろうとした豆腐が箸の上から滑って鍋なべの中に墜落する。キムチ鍋らしく真っ赤になった汁がほんの少しだけはねた。

「やっぱりこれくらい熱くないと、口の中が火傷やけどしちゃうわ」

「俺はふーふーせんと食えねえよ」

　虎司や夏純に、八や牧まきが言葉に隠した本音などわかるはずもない。だが優樹と大田にはわかってしまう。彼がどれほど二人の若いアヤカシを心配しているかということを。そして、〝人間社会〟が虎司と夏純に悪影えい響きようを与えることを恐れている。

「大田、一度箸を付けた物は自分で食え。その白菜の上に載ってる豆腐だ。優樹、俺にも焼しよう酎ちゆう一本よこせ」

　しかし八牧はその話題を引き摺ずることはなく、目の前の鍋に再び注意を向けた。良くも悪くも彼は鍋大将なのである。

「あ、団長、俺のやった鯖さばは持ってこなかったのかよ？」

「鯖じゃなくてサーバー。だってかさばるじゃない」

「それが焼酎十本担いできた奴やつの言う言葉かよ」

「ねーねー優さん、あの缶かんコーヒーに付いてるシール集めてる？　二十枚でジャンパーが当たるんだけど」

「……興きよう味みないから捨てちゃった」

「もったいないー」

「ジャンパーくらい自分で買えばいいじゃないか。夏純はもうお金がなくなったのかい？」

「俺もそろそろバイトしよっかなー。ところで進路相談って奴やったんだけど、来年も高校生やりたいって言ったら笑われた。大学って金かかるしなー」

「三連単はね、当たると六十万くらいになったりすることあるのよ」

「当たることを前提に考えてはいけないよ？　夏純」

「鳥とり頭あたまよー、お前はいったい毎日毎日何やってんだよ？　暇じゃねえの？」

「お前ら、バランスよく食え」

　こうして、彼らの鍋なべ時間は鍋大将に仕切られながら過ぎていった。




　あと五時間、というところで木き島じまはとうとう我慢ができなくなった。海面はそれほど荒れているわけではないのだが、彼にとって船の揺れはひどいものであった。体を横にしても、頭から足の先までがシーソーに乗せられているようで気持ちが悪くなる。それにスペースが狭いため、満足に寝返りもうてない。彼の右隣どなりでは太た一いち朗ろうが左頰ほおの傷を露ろ出しゆつさせて眠っており、左隣では浪なみ野のが寝息にしてはやけに大きな音を鼻から出していた。

　長時間乗り続けなければならない乗り物は総じて苦手であった。学生時代に新幹線で吐いたのは、あまり思い出したくない出来事である。

　空腹感はあるが、今食べればそのまま便所に流すことになるのは間違いない。木き島じまは体を起こすと、煙草タバコとライターを持っていることを確認してから立ち上がった。現在は午前零時十二分。全員が体を縮ちぢこまらせて眠っている。島に着いて少し休きゆう憩けいを挟んだら苛酷な訓練が始まるのだから、体力は温存しておかなければならない。

　だが木島は、横になっている隊員を踏まないように扉に向かって歩き出した。何度か柔らかいものを踏んでしまったが、非難の声はあがらなかったので放っておく。部屋を出た木島は、そのまま洗面所を目指した。喫煙所はあるのかもしれないが、この船の構造など知らないし船員に聞くのも気が引ける。幸いにも誰だれともすれ違わなかった木島は、洗面所の扉に手を伸ばす。

　その扉が勝手に開いた時、最初は木島も別段驚おどろきはしなかった。だが、中からやけに黒い大きなものが出てきた時は吐き気を忘れてしまうほどに息が止まった。

　一気に木島の記き憶おくが、小学校時代の怪談話に繫つながる。夜中にトイレから出てくるもの、それは──。

「どけ」

　片手に濡ぬれた鍋なべを持った八や牧まきが、洗面所の中から顔を出していた。彼ほどの巨体になると、扉の前に誰かいるだけで邪じや魔まになるのだ。膂りよ力りよくではね飛ばすことはもちろん可能だが、何の警けい告こくもせずにそこまでするほど彼は無分別ではない。

　一方の木島は、八牧のあまりの大きさと太さと毛深さに圧倒されていた。背を屈かがめて顔を出しているのだが、その体面積は完全にドアの大きさを凌りよう駕がしている。腹は見苦しいほど出ており、黒い剛毛が腕や腹に生えている。夜中のトイレからいきなりこんなのが出てきたら、心臓が止まりかねない。

（……こいつが浪野の言ってた毛むくじゃらのでぶか……）

　人間、ではないことはわかったが、それでもこの大きさには驚く。しかしいつまでも驚いていても、事態は進展しない。とりあえず壁かべ際ぎわに張り付いてみる木島であった。『道を譲ゆずった譲られた』を気にするほど、木島も子供ではない。

　ドアをくぐって、八牧がゆっくりと廊下に出た。背筋をしっかり伸ばすと頭が天井にぶつかってしまうので、彼にとっては前傾姿勢が基本になる。その巨大さと毛深さと姿勢はゴリラによく似ているが、本人はあまり気にしていない。人間が自分を見て驚くのも気にしない。だが木島の前を通り過ぎる時に、彼から漂ってきたある種の臭においがほんの少し気に障った。

「煙草タバコ臭いな、お前」

　それが自分に向かって投げかけられたことに木き島じまが気付いた時には、既に八や牧まきの巨体は彼の視界から消えていた。

「……でかかったな……」

　他ほかの甲種指定生物も、あんなに巨大なのだろうか。それとも白髪頭のように少しはまともな外見をしているのだろうか。ほんの少しだけ、木島は他の捜査第六課の連中を見てみたくなる。他のことを考えていたおかげで、吐き気のことを忘れられたし。

　……思い出してしまった。そして思い出すと、吐き気も戻ってくる。木島は口を押さえると、重い足取りで洗面所の中に入っていった。彼が煙草タバコを吸えるようになるには、まだ時間を必要とするようだった。

　その頃ころ、八牧巌いわおは困っていた。この船は第三管区海上保安本部が保持する船の中ではもっとも大型の巡視船である。客船とはわけが違うのだから、部外者にわかりやすいようにできているわけでもない。それに彼は自分たちがいた部屋の扉をよく見ていなかった。つまり、彼は迷ったのである。

　しばらくうろうろしているうちに人間ともすれ違ったが、彼はどうしても『道を尋ねる』ことができなかった。ただでさえ人を寄せ付けない雰囲気を持つ八牧は、その内面からして人間嫌いであった。人から彼に話し掛けられることもなければ、彼の方から人に話し掛けることもまた皆無である。こうして十分ほど意味もなくぶらついていた八牧だったが、何を間違ったのか階段を上りきって上部デッキまで来てしまった。

「………………」

　夏とはいえ、夜中の海上は肌寒いものがある。吹き抜けていく潮しお風かぜが、彼の長い毛にまとわりついて気持ち悪い。それでも彼は二、三歩前進し、手すりの側そばまで歩み寄ると下を覗のぞき込んだ。暗い海だった。船ふな縁べりにぶつかる波は白く泡となって漂い、そこだけは目立つほどに白い。

　エンジン音は船が動き出した時から聞こえているので、今さらうるさいとも思わない。だが人間の気配には敏感な八牧は、先ほど自分が上ってきた階段から誰だれかの足音が近付いてくるのに気が付いた。今度こそ聞いてみようか、珍しく八牧が逡しゆん巡じゆんしているうちに足音が止まる。

「八牧じゃないか、巡査部長が捜していたぞ」

「……赤あか川がわ、か」

　警けい視し庁緊急捕ほ縛ばく部隊長、赤川大だい介すけ。八牧は彼の昔を知っていた。彼がかつてアヤカシを殺したことも、自分たちを忌み嫌っていたことも知っている。過去のことだ。八牧は彼のことが好きでも嫌いでもない。おおよそ全すべての人間を『嫌い』と断言する八牧には珍しいことだ。

「鍋なべを洗いに行ったまま帰ってこない、だと。意外と方向音おん痴ちなんだな」

　赤川が八牧の隣となりに立った。赤川も日本人の基準からすればかなり大きい方なのだが、八牧と比べれば大人おとなと子供以上の差がある。

「また少し毛が伸びたんじゃないか？」

　八や牧まきは答えない。ただ海を見つめている。

「……あれから、人を殺したのか？」

　視線を海から赤あか川がわに移す。

「お前は、アヤカシを殺したのか？」

「……いや」

　短い会話だった。普段ならここで八牧が何も喋しやべろうとせずに、会話が終わる。それは赤川も重々承知していたので、彼との会話をこれ以上期待していなかった。だが接することの滅めつ多たにない海が八牧の心情を狂わせたのか、彼は赤川との会話を継続させた。

「俺おれは人を殺し、お前はアヤカシを殺す。それは当然だ。俺がアヤカシを殺し、お前が人を殺すようになったら、俺もお前もおしまいだな」

「そうか」

　殺伐とした会話だった。

「君に聞きたいことがあったんだ。私が知っているアヤカシたちの中で、人を殺したことがあるのは君だけだからな」

　それは違うな、と八牧は内心で思う。虎とら司じは大陸で一人殺しているし、大おお田ただって長く生きているのだから、百人や二百人くらい殺しているのではないか。大田は『手』ではなく、その『言葉』で人を殺すことができるかもしれない。生かすこともできるだろうが。

　八牧が人を殺すのは、腹が減った時と邪じや魔まな時だ。もちろん罪悪感を持ったことなどない。

「君は人を殺した後、そのことを悔やんだことはあるか？」

「ない。蚤のみや蚊かを潰つぶすのと大して変わらない」

「もし君がアヤカシを殺したとしても、か？」

「……いや、俺おれはアヤカシを殺したことはない。そういう機会には、あまり巡り合いたくはないな。もしそうなったら、気に病むだろう。墓くらい立てて、墓参りをするかもな。お前も人を殺したら、それくらいするだろう？」

　別に答えなど期待していないが、つい聞いてしまった。赤川が黙だまっているので、八牧は絡まっている左腕の毛をほどくことにした。櫛くしを通すと少し痛いので、地道に自分の指でやった方がいい。『剃そった方が早ぇんじゃねえの？』と虎司は言うが、剃ると寒いのでそのままにしてある。硬くなって棒状になった毛を柔らかくするのは、面倒で時間がかかる。しかし優ゆう樹きが自分を捜しているのなら、下手へたに動くよりはじっとしていた方が見付けやすいだろう。だから彼は、優樹が来るまでここで毛をほどいているつもりだった。赤川がいようといまいと、ここから動くつもりはない。

「私の部下は」

　左手で鍋なべを持ち右手で左腕の毛をほどいている八牧は、赤川が再び話し始めた時も彼の方を見ようとはしなかった。

「私の部下は、アヤカシでも人でもない生き物を殺した」

　毛をほどく指が止まった。八や牧まきはゆっくりと顔を上げると、赤あか川がわをはるかに超えた髯ひげ面づらを向ける。そのどこにあるかわからぬ目が、赤川の方を見ていた。

「彼は半分人殺しで、半分アヤカシ殺しだ。しかし彼には、後悔している様子がない。私が見たところ、ごく普通に生活しているように見える。……どうしてだろう？　私はアヤカシ殺しで君は人殺しだ。私の意見と君の意見が一致するか、私は確かめたい」

「そうか」

　人でもアヤカシでもない生物、二重雑種ダブルブリツド。八牧はそれを二人知っていた。彼の友人である片かた倉くら優ゆう樹きと、その友人を殺そうとした高たか橋はし幸こう児じ。三年前、八牧は高橋を殺すことができた。殺しても何の支障もなく、むしろたった一人を除いて誰だれもがそれを望んでいた。しかし、結局八牧は彼を殺さなかった。虎とら司じにも夏か純すみにも殺させなかった。あの時は、生き延びさせた方が高橋が苦しむから、だから生かしておいたと思っていた。

　しかし、本当は違ったのではないか。八牧は今、その可能性に思い至った。自分はアヤカシの血が半分入った〝二重雑種殺し〟になりたくなかった。若い虎司や夏純に、その責を負わせたくなかった。

　そうかもしれない。自分たちが負うはずだった不安や罪悪感から、無意識のうちに自分たちの心を守っていたのかもしれない。〝二重雑種殺し〟というのは、アヤカシさえもが恐れる禁きん忌きなのかもしれない。

　だが、それを人間がやった。何の悔いも、心に傷を負うこともなく。

　つまり〝彼〟は。

「赤川、お前はどう思っている」

　そう訊たずねたものの、八牧は返ってくる答えがわかっていた。それは赤川も同じだったのだろう。一つしかない答え、一つしか見付けることができなかった答え。本当にそれ以外に答えがないのか、赤川は確かめたかったのだろう。だから、〝人殺し〟の八牧に訊ねた。〝アヤカシ殺し〟の自分と彼の意見が食い違えば、赤川にとってはまだ希望も残っていた。

　しかし希望は〝希望〟だけで終わることになるらしい。

「八牧、私は」

　いきなり八牧が鍋なべを持った左手を高く掲げた。鍋の底に残っていたわずかな水滴が、赤川の頭に降りかかる。赤川が抗議の言葉を上げる前に、八牧は手すりから離れて階段の方へと歩き出した。一段下りたところで立ち止まる。

「八牧さん、迷子にならないでくださいよ……」

　階段の下の方から、声が聞こえてくる。姿は見えなくとも、そこにいるのは片倉優樹であることが赤川にはわかった。

「別に迷子になったわけじゃない」

　八や牧まきはその場から動かない。彼が自分と優ゆう樹きを鉢はち合わせさせたくないことを理解した赤あか川がわは、すぐにその場から離れる。その階段を使わなくとも自分の部屋に戻れる道筋を、赤川はちゃんと知っていた。

　赤川が離れていくのを確認すると、八牧は階段を下り始めた。階段の下にいた優樹は、迫り来る八牧の巨体を見上げると、彼のために後退する。

「お鍋なべ洗いに行って帰ってこないから心配しましたよ」

　優樹が八牧の顔を見るためには、首を限界まで後方に傾ける必要があった。二人の間には一メートル近い身長差があるのだ。左目だけで見上げてくる優樹を、八牧は眼球の動きだけで見下ろした。

　三年振りに会った彼女は、少し変わっていた。腕時計をしなくなった。どこか表情に陰がある。そして、包帯の下に隠された右目。

　何かがおかしい。自分も大おお田たも虎とら司じも夏か純すみも、何も変わっていないのに、彼女だけは変わってしまっている。

「他ほかの連中はどうしている」

　だが八牧の口から出たのは、彼の内心を完かん璧ぺきに隠し通すものであった。もともと毛の生えてない面積の方が少ない八牧である、その表情は非常にわかりづらい。

「先生が虎くんの麻マー雀ジヤン牌パイでドミノをやろうとして、虎くんが癇かん癪しやく起こして先生の落花生一キロ食べて、夏純ちゃんが私の焼しよう酎ちゆうを温めて飲んで、火を少し吐いてます。で、私は八牧さんを捜しにきました」

「……麻雀でドミノができるのか？」

「できませんよ……まあ先生のやることですから」

「ただの馬ば鹿かだ、あいつは」

「そんなことないですよ」

　そう言いながら、優樹は自分たちの部屋に向かって歩き出す。八牧のような大男が背を目一杯屈かがめて、小さな優樹の後を小こ股またでちょこちょこついてくるのは、滑こつ稽けいを通り越して異様だ。

「誰だれかを驚おどろかしたり、張り倒したりしませんでしたか？」

「向こうが勝手に俺おれを見て驚くだけだ」

　優樹がほんの少しだけ肩を震ふるわせて笑う。

「しかたないですよ、八牧さんは相撲すもう取りより大きいんですから。……ところで、赤川さんと何話してたんですか？」

　やはり気が付いていたか。しかし八牧は、自分のそんな内心をまったく表面に出さない。優樹の感覚が優れていることは知っているし、耳がいいからといって細かい会話の内容を立ち聞きするような〝二重雑種ダブルブリツド〟ではないこともわかっている。

「人を殺すことについてだ」

　だから八や牧まきは、平然と言ってのけた。そんな彼を、優ゆう樹きが歩きながら振り返る。

「またそんな物ぶつ騒そうな話を……」

　優樹の顔には困ったようなあきれたような表情が浮かんでいる。その右目を覆おおう包帯さえなければ、八牧が心配するようなことは何もない。

　だが、あれの下には〝何か〟がいる。〝生〟の力に溢あふれ、〝死〟を撒まき散らすもの。それが何かは、八牧にはわからない。だがいざとなれば。

　八牧の大きな掌てのひらが、一度大きく広がると拳こぶしを形作る。人の頭ず蓋がいを簡単に砕き、アヤカシの内臓をも潰つぶす巨大な拳。

　誰かの顔半分を抉り飛ばすことくらい、この拳は容易に可能とする。

「優樹、いい加減人間の犬はやめたらどうだ？」

　しかし八牧の口から出たのは、三年前に捜査六課を去る前に彼が優樹に言った言葉だった。

「山にでも引っ込んで、五、六年寝て過ごすのも悪くないぞ。……冬眠をするには皮下脂肪が足りないが」

「私はそこまで長時間寝られませんよ……。それに、まだやめるわけにはいきませんし」

　それが何なのか、優樹には




　おまえに


りかいできるわけがない



　　　　　　　　　　　　　なぜなら




「お前は……」

「何か言ったか」

　目の前を歩く優樹が急に立ち止まったので、八牧もまた立ち止まらざるをえない。何か優樹が言ったような気もするが、彼には聞き取れなかった。

「……ああ、何でもありませんよ。ちょっと酒が切れただけです。八牧さんも少し飲みます？」

　答えた優樹の声が本当にいつもとさして変わらないものであったため、八牧は別段心配しなかった。

「お前、酒を飲むのは構わんが、帰りの量を考えろ。足りなくなって大おお田たにでも運ばせる羽目になったら、あとでうんざりするぞ」

「そうですね、ちゃんと配分は考えますよ。夏か純すみちゃんの煙草タバコも気を付けないといけませんね」

「足りなくなったらお前の焼しよう酎ちゆうを温めて、奴やつの胃に放り込めばいい」

「そんな無茶な……」

　優ゆう樹きは口元で笑い、顔の左側だけを八や牧まきに向けた。だから八牧には見えなかったし、優樹にも見えはしなかった。

　彼女の右頰ほお、その皮ひ膚ふの下から本当に細い血管が盛り上がっていることを。それは糸のように細く、目立つようなものではない。だが包帯の下から現われたそれは、優樹の柔らかい頰を侵しん蝕しよくし、今なお少しずつ長さを伸ばしていた。




　もう駄目かもしれない。片かた倉くら優樹はこの時、少しだけ希望を失った。




　この日、彼女とその周囲にいる者たちは多くのものを失う。

　時間と共に取り戻せるものが、その中にはあった。決して取り戻せないものが、その中にはあった。




　太陽が昇る。長い一日が始まる。

　この日の出が見納めになることなど、考えてはいなかった。

　だから、日の出を真剣に見ようとはしなかった。

　それを後悔することもできなかった。




　そのときは　もう　おそかったから。
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　人と鉄の臭においがする島だった。

　土を掘ったら、骨が出た。

　腹が減ったから、食べてみた。

　不味まずかった。




　対特とく遺い生物戦用防ぼう護ご服が重いのには、それなりの理由がある。かつてアヤカシは現在以上に不可解な生命体であり、彼らが持っているかもしれない未知の病原菌が空気によって感染する可能性を無視できなかった。そして、アヤカシと戦い傷を負う場合も当然考こう慮りよに入れる必要があった。気密性と強度、その双方を重視した上で造られた防護服は、重い、動きづらい、夏に着るとサウナ並、ついでに見た目が格好悪い等の理由から、不人気第一位の座を隊員たちから授与されていた。

　その防護服に、やっと新式が採用されることになった。現在に至るまで、接触以外の手法によりアヤカシが人間に病気を感染させた事例は、少なくとも日本では発見されていない。そのため改良型は気密性を無視、強度のみを重視されて造られた。アヤカシとの戦せん闘とうにおいて、隊員たちの負傷箇所は上半身に集中している。乙種指定生物の知能では、足や腕、頭部などの部位を意図的に狙ねらうことはない、というのが警けい察さつ上層部の見解だ。

　使う方にとっては実用性さえあればそれでいい、と山やま崎ざき太た一いち朗ろうは思う。現在彼が着用しているのは、耐熱、難なん燃ねん性に優れたノーメックス製の迷彩服に、首回りから下腹部までを保護するケブラー製ボディ・アーマーである。追加装甲としてセラミックプレートを入れ、衝しよう撃げきを緩かん衝しようするためのパッドをケブラー繊せん維いとの間に入れてある。重量九・五キロ、決して軽くはない重さだ。もう少し金をかければ軽量化できたそうだが、あまり贅ぜい沢たくを言える立場ではないのでしかたがないのだろう。以前に比べれば軽くなったし動きやすい。有毒な細菌を撒まき散らすアヤカシが相手の場合は、何の役にも立たないが。

　それに素直に『軽くなった』とは喜べない。ヘルメットやゴーグルはもちろんのこと、背中には携帯食料や応急処置セット、その他ほかの予備品の詰まった背はい囊のうが、手にはゴム散弾が装そう塡てんされたレミントンＭ８７０散弾銃がある。予備の弾薬も用意してある。

　そして、予備の弾薬と同数の実弾も所持していた。万が一の事態が発生した場合は、実弾の使用が許可されているという。何が『万が一』、なのだろうか。たとえ元は警察に所属していた甲種指定生物とはいえ、アヤカシはアヤカシでしかない、ということか。

　面白くないことだ、と太た一いち朗ろうは思う。そしてこの島の暑さも、太一朗をうんざりさせていた。午前五時に上陸し、小休止の後訓練場所に移動、天幕を設営、現在はその下で赤あか川がわの話を聞いている最中だ。

　亜熱帯気候に属するこの島の、今日の日中気温は三十一度。雲は出ているが、太陽を隠すまでには至らない。乾いた土の上に点々と生えた草を、太一朗は何となく摑つかんだ。赤川の話を聞いていないわけではない。ちゃんと耳に入っている。ただ疑問の多いことばかりであり、そのことの方がよほど気になった。

　それに彼の位置からでは見えないが、赤川の後ろには片かた倉くら優ゆう樹きが控えている。その隣となりには、あの背の高い女が帽子を深く被かぶって周りをじろじろと見ていた。まるで周囲の人間全すべてを敵と思っているかのように見える。

「……以上だ。では続いて……」
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　赤川がそう言った時、太一朗は訓練のことを考えていた。この島の中央部には森が広がっており、訓練はその中でのみ行なわれる。森、というよりはその気候上ジャングルと言った方がいいのかもしれないが。その森には二人のアヤカシが徘はい徊かいしており、それを捕ほ縛ばくするというのが訓練内容だ。内容は、事前から説明されていたので、何の問題もない。だがここに集まっているのは緊急捕縛部隊の面々ばかりであり、共に訓練をするはずのＳＢＨＲＴの姿がない。ＥＡＴとＳＢＨＲＴが共同で捕縛、もしくは捕殺を実際にすることなどありえないのだから、協力の必要はない、というのが向こうの言い分らしい。それでは何のための合同訓練なのか、わかったものではない。

「……捜査第六課の片かた倉くら巡査部長より、甲種指定生物二名の説明がある。……巡査部長」

　太た一いち朗ろうが顔を上げた時、赤あか川がわの後方に立っていた優ゆう樹きが進み出てメガホンを受け取っているのが見えた。細かいところはよく見えないが、相変わらず麦わら帽子を被かぶっていることだけはわかった。北海道と大阪の面々の様子は太一朗の位置からではわからないが、初めて見るであろう甲種指定生物に彼らはどんな感想を持ったのだろう。

「こんにちは、捜査第六課の片倉です。既にこの森の中には、二人の甲種指定生物が待機しています。甲種、といっても現在二人とも人型をしていませんが。普通の哺ほ乳にゆう類を大きくしたような外見です。一人は三メートルくらいありますが、大きいだけです。よく見れば可愛かわいいかもしれません」

　太一朗は、巨大な鷲わしのような姿をした大おお田たを見たことがある。あの時は急いでいたし暗かったから、細部までは覚えていない。だが可愛かっただろうか。あの大田のどこをつつけば『可愛い』などという言葉が出てくるのか、謎なぞだ。と、そこまで考えて彼が鳥であることに思い至る。あの相あい川かわ虎とら司じと、少しだけ見かけたドラム缶かんのような男が仮想敵であることを、太一朗はこの時確信した。

「私も今まで訓練に参加してきましたが、今回参加している二人は私の何倍も強いです。もちろん知能も乙種指定生物より優れていますが、訓練であることを考こう慮りよして二人には少し知能を落としてもらっています。自分たちの痕こん跡せきを消したり、皆さんの銃器や持ち物を狙ねらって攻こう撃げきするということはありません。しかしただ逃げるだけでは訓練になりませんので、二人から皆さんに奇き襲しゆうをしかけることもあります。周囲への注意を怠らないようにしてください」

　誰だれも何も言わない。北海道や大阪の部隊の面々は甲種指定生物との訓練を前にして、そして警けい視し庁の部隊は『白髪頭より強いアヤカシ二人』が捕ほ縛ばく対象であることに、緊張が走っているのだ。彼らのかく汗は、決して暑さのためだけではない。

「攻撃をかけるといっても、大したことはしませんから安心してください。それと万が一の事態が発生した時は、彼らに話し掛けてください。……アヤカシは、獣けものとは違います。ちゃんと意思の疎通も可能です……以上です」

　優樹はメガホンを赤川に渡すと、後ろに下がって夏か純すみの隣となりに並んだ。結局、言いたいことは言えず、言いたくもないことを言ってしまった。虎司や八や牧まきが頑がん丈じようとはいえゴム弾でも当たれば痛いのだから、せめて目や耳等への集中的な銃撃はしてほしくない。『アヤカシが獣とは違う』などという当たり前のことを言いたくない。『万が一』の事態など、少なくとも虎司や八牧の方からは決して起こしはしない。

「……優さん、また難しい顔してるけど、どうしたの？」

　煙草タバコを咥くわえた夏純は、一応小さな声で話し掛けてくる。彼女にもとりあえずは分別があるので、こんなに人間がたくさんいるところで普通の声で話したりはしない。

「いや……言いたいことが言えないってのは、ちょっとつらいなって思っただけ」

「何でー？　あたしはいつも言いたいこと言ってるのに」

「まあ、立場とか、周りとの兼ね合いとか、そういうことを考えないといけないから」

「難しいのねー。……あ、終わったみたい」

　どうやら、いよいよ訓練が始まるらしい。班ごとに列を作って天幕を出ていく緊急捕ほ縛ばく部隊の面々を、優ゆう樹きはぼんやりと見ていた。

　右目が痒かゆくなった。包帯の上から搔かいてみる。この暑さで蒸れているのだろうか。かなり強く巻いているとはいえ、そんなことはないはずなのだが。

「でもさー、喧けん嘩かするならあたしもやるのに。ヤマさんも優さんも止めるのね。煙草タバコ吸ってもいい？」

「……いいよ」

　ライターを取り出して煙草に火をつけていた夏か純すみは、その優樹の動作を見ていない。

「夏純ちゃんが出たら、森も人も燃えるでしょうが」

　搔いても搔いても痒みはなくならない。面倒になったので、優樹は皮ひ膚ふ感覚そのものを遮断してしまった。

「大おおさんが言ってたわよ。連中が着てるメックとかいうのは二百度くらいでも平気だって」

「ノーメックスじゃなかったっけ」

「何か難しいこと言ってたわ」

「……帆ほ村むら、煙草を吸うな。周囲へのしめしがつかん」

　少し離れていた場所で他ほかの隊員と話していた赤あか川がわが、怒ったような顔と声で夏純に注意する。しかし夏純は帽子のつばをあげると鼻から白煙を勢いよく吹き出してみせた。

「私が煙草を吸っていいって言ったんですよ。まあ、許してあげてください」

「おっさんなんかに許してもらわなくても、いいもん」

　首から下げている携帯灰皿に灰を落とすと、夏純は捜査第六課のために用意されていた長机に近寄りその上に腰をかけた。折り畳み椅い子すの背もたれに足をのせる。その机の周りには五人の荷物が山を作っていた。

　優樹は麦わら帽子に手をやり、夏純に注意すべきか赤川に謝あやまるべきか、少し迷った。

「やあ、優樹に夏純。元気だったかい？」

　大阪の緊急捕縛部隊長や隊員数名と共に、ＳＢＨＲＴの本部に行っていた大おお田たが帰ってきたようだ。ＳＢＨＲＴに虎とら司じと八や牧まきの説明をするよう赤川に頼まれた優樹であったのだが、英語が喋しやべれないので大田に頼んだのだ。日差し避よけのために頭に巻いていた手て拭ぬぐいを肩にかけると、大田は八牧の荷物から水の入ったペットボトルを取り出す。夏純が足をかけていない椅子に座ると、ペットボトルに直接口を付けてらっぱ飲みを始めた。

「いや暑い。僕ぼくは暑いのは少し苦手でね。優ゆう樹きや夏か純すみは暑さに強くていいね」

　そんな大おお田たの隣となりの椅い子すに腰掛けると、優樹もまた机の下から焼しよう酎ちゆうの入った一升瓶びんを持ち上げる。こうしていると彼と彼女らは間違いなく浮いていた。この天幕はパイプを組んで屋根を支えただけの簡単だが大きめの物で、本部として設営された。部隊長、各班からの通信を受けるための通信機や通信手、救急班等二十名ほどが待機しているすぐ近くで、煙草タバコを吸ったり酒を飲んだり落花生を食べたりしているのだから、場にそぐわないことこの上ない。

　夏純はともかく、人の常識を知っている優樹や長年生きている大田はその辺の事情を理解できるが、理解できるからといって遠えん慮りよしないのがアヤカシである。優樹は一応気を遣ってらっぱ飲みではなくコップに注いで焼酎を飲んでいるが、『酒を飲んでいる』事実に変わりはない。

「……優樹、ＳＢＨＲＴの彼らは少しおかしいよ」

　落花生の袋を優樹に渡しながら、大田が声を小さくして言った。

「……どの辺りがですか？」

「どの辺りだと思う？」

　大田は自分の知っていることをすぐには答えず、まず相手に考えさせようとする。虎とら司じや夏純、優樹相手に対してはその傾向がとくに強い。それが大田の癖くせであることは知っていたので、優樹は自分で少し考えてから答えを出した。

「人数が、やけに多いとか」

「逆だ。少ないんだよ。数えられたのは三十一人までだけど、どうもそれ以上の人数がいる気配がない。それに彼らが持っていた銃器なんだが、普通に米軍が使用しているライフルだったよ。中に何が入っているかはわからないが、あの口径の通常弾なら八や牧まきの皮ひ膚ふを貫通できない。虎くんは少し危ないかもしれないけど、よほど集中的に撃うち込まれない限りは致命傷にはならないよ」

「……そうですか」

　優樹は、米軍が八牧や虎司を殺してその死体を持ち去ることを懸け念ねんしていた。人間がいなくなったならともかく、アヤカシがいなくなったところで少なくともこの場では大した問題は発生しない。捜索隊が結成される可能性も低い。

　浦うら木きに問い合わせてみると、彼の返答は『その可能性は充分にあります』だった。断ってもいい、と彼は言ってくれたが、優樹にはそれができなかった。浦木を通じて断ったとしても、いつかは同じことが起こる。ならば米国政府にわからせてやればいい。アヤカシをこの国で捕ほ獲かくすることが、いかにハイリスク・ローリターンであるかを。

　自分は、こんなに攻こう撃げき的だったのだろうか。

　焼酎に口を付けて、落花生の殻からを剝むいた。

「……八牧さんや虎くんは、大丈夫でしょうか」

「彼らが、あの銃器だけを使用するなら、ね。しかし、僕ぼくは彼らの銃器にもう一つ疑問を持った。さて、何だと思う？」

「私は、あまりそういう物には詳しくないんですが」

「僕ぼくだってそうは詳しくないさ」

　一度言葉を切ると、大おお田たは夏か純すみの方を見た。彼女は持ってきたラジオをチューニングしており、届くはずのない電波を探すのに夢中になっている。

「人がアヤカシに対抗するために必要なこと、まず目や耳、鼻などの感覚を鈍らせることだ。そのために、彼らはスタン・グレネードや催涙弾を持つ。手で投げるタイプと銃器で射出するタイプがあるわけだが、もちろん銃器で射出した方が遠くまで飛ぶし、着弾も正確だ。まあこの密林ではどうだかわからないけどね。とにかくグレネード・ランチャーは、対アヤカシには必ひつ須すと言っていいだろう」

「……それを、彼らは持ってたんですか？」

「いいや。彼らのライフルは銃身の下にグレネード・ランチャーを装着できる仕様になっているはずだが、装着しているライフルは一つもなかった」

「つまり、ＳＢＨＲＴの装備は対アヤカシを想定したものじゃないってことですか？」

　なら結構なことではないか。そう思った優ゆう樹きだが、大田は肯定の意思を示さない。

「少ない人数、仮想敵と相対するには頼りない装備。これが何を意味するか、わかるかな？」

　大田は眼鏡めがねを外すと、胸のポケットからケースを取り出してしまった。猛もう禽きんを思わせる鋭するどい目が優樹の隻せき眼がんを射抜く。

「……伏兵が、いる、と？」

　絞り出すような優樹の言葉に、大田は言葉では返さない。少し考えるように目を閉じると、落花生を五粒だけ口に運ぶ。

「あー、ラジオが聞こえないー！」

　突然夏純がぼやいてラジオをベルトのポーチにしまい、別のポーチからＭＤプレイヤーを取り出した。イヤホンを耳にはめて再生を始める。こんなところではラジオの電波が受信できない、ということをあらかじめ夏純に教えておいた方がよかったか。優樹が夏純を見てそんなことを考えている間に、大田が落花生を食べ終わった。

「……もし彼らが前まえ以もつてあの森の中に陣を敷しいているとしたら、少々血が流れることになるかもしれない」

　コップに半分ほど残っていた焼しよう酎ちゆうが、優樹の不自然な左手の震ふるえによって机に散った。焼酎に濡ぬれたその左手は痙けい攣れんといっていいほどの動きを大田に見せているのだが、優樹本人にはそのことに気が付いた様子はない。

「優樹、君は知っているのかな？」

「何をですか？」

「焼酎が零こぼれているよ」

　優ゆう樹きの隻せき眼がんが自身の左手に向けられた途端、その痙けい攣れんは収まった。酒臭くなった手を疲れた視線で見やると、その手を拭ふこうともせずに焼しよう酎ちゆうの瓶びんを持ち、中身のなくなったコップに新たに注ぐ。

「……おかしいんですよ、私」

　コップの中身をあおると、優樹は机の上に左手を置いた。大おお田たが知っている優樹の手には、指にまで浮かび上がるような青黒い血管は見えないはずだった。しかし、現在彼女の手にはそれがある。

「そうだね、君はおかしくなった。その原因全すべてが君にあるとは言わないが、僕ぼくはとても悲しいよ」

　大田は優樹の憂いに満ちた顔を見た。左手と同じような血管がその右頰ほおに浮き上がっているのを彼は見たが、そのことに対してはもう言及しなかった。

「ねえねえ、優さん、ヤマさんと虎とらくん、人間相手に喧けん嘩かしてるんでしょ？　二人が勝ったら、あたしたち帰っていいの？」

「ん……？　いや、勝ち負けはないよ。喧嘩じゃなくて訓練なんだから」

　夏か純すみのような年少者を前にすると、優樹は虚勢を張る傾向がある。暗い表情をすぐに消して微笑ほほえみ返すと、夏純の方に体を向けた。

「似たようなもんじゃないの？　全員張っ倒しちゃえば、終わりじゃない？　ヤマさんと虎くんなら、すぐにぼこぼこにできるでしょ」

「いや、そうでもないよ」

　立ち上がった大田が、先ほど緊急捕ほ縛ばく部隊の面々が入っていった森を指差した。

「この島の広さは、東京二十三区のうち一区ほどの面積しかない。そして訓練の舞台であるところのあの密林は、その半分もない。口で言うのは簡単だが、意外に広いものだよ。それに平地ではないのだから、この中で何かを探すというのはアヤカシも人も結構大変だ」

「この木、全部ぶっ倒したら、平地になるわよ」

「……そんなことしたら、東京都に怒られるでしょうが。他ほかのところからも怒られると思うけど」

「まあとにかくだ。僕たちは何かあるまでここで遊んでいていいわけだ。優樹も麻マー雀ジヤンのルールくらいこの機会に覚えたらどうかな？　まあいきなり三人でというのもなんだから、誰だれかその辺りで暇そうにしている人間に入ってもらおうか」

「……いいです、難しいから」

「大おおさんは目と記き憶おく力がいいから、洗シー牌ハイの時にどの牌を誰だれが持ってるか覚えちゃうから嫌なのよねー」

「最近の雀ジヤン荘そうは、機械がやってくれるから見えないよ。というわけで、まずは牌の種類と名前から覚えてみようか」

　虎とら司じの荷物を勝手に開け始めた大おお田たを苦笑混じりに眺めると、優ゆう樹きは既に空からになっているコップに再び焼しよう酎ちゆうを注いだ。

　自分の記き憶おくから〝何か〟が欠落していることを、この時の優樹は知らなかった。




　人の気配が増えていく。

　鉄の臭においも増えていく。

　木に果物がぶら下がっていたので、食べてみた。

　小さな虫が付いているように見えたが、気にしなかった。

　今まで食べた物の中で、一番甘かった。




　太陽の光は木々に遮られているがその熱気までは遮られることはない。彼らの敵はどこにいるかもわからないアヤカシだけではなく、仮想敵のもたらす緊張や暑さでもあった。警けい視し庁緊急捕ほ縛ばく部隊第一班八名は隊列を組み、アヤカシの残した痕こん跡せきを求めてジャングルを進んでいた。聞こえるのは自分たちが土と草を踏み締しめる音、自分たちの呼吸音、彼ら自身が発した音ばかりであった。

　その隊列の先頭を歩きながら、太た一いち朗ろうは主に前方と上方に注意を払っていた。鬱うつ蒼そうたる密林では木の枝を伝って敵が移動している可能性もある。見たところ人一人が乗っても耐えられないような枝が多かったが、敵はアヤカシなのだから用心に越したことはない。

（……敵、か）

　ドラム缶かん男と相あい川かわ虎司。前者はともかく、後者はあまり敵という気がしない。『普通の哺ほ乳にゆう類を大きくした』という説明だが、哺乳類といっても色々と種類はある。やはり名前どおり虎司は『虎を大きくした』感じのアヤカシなのだろうか。それなら少しは可愛かわいいかもしれない。だがゴム弾とはいえ、自分は虎司を撃うてるのだろうか。

　とりあえず硬い部位を狙ねらって撃つことにしよう。太一朗が持つ散弾銃に装そう塡てんされているのはゴム製の一粒弾で、周囲に弾が散らばるタイプではない。難度は高いが部位狙いも充分に可能だ。だがどの辺りが硬いのか。腹や顔以外ならまあ大丈夫だろうか。

　そんなことを考えているうちに、左頰ほおの傷が痒かゆくなった。銃身から左手を離すと、太一朗は口と鼻を覆おおうフェイスマスクの上から頰を搔かいた。後方に控える隊員が持つ擲てき弾だん発射器には、催涙弾が詰まっている。その被害を自分たちが受けないためには、フェイスマスクとゴーグルが必要だ。それは理解できるが、こう暑いと息が詰まる。弱音を吐く気など毛頭ないが、集中力が普段より減退しているようだった。

　最初にそれに気が付いたのは、太一朗の隣となりにいた班長、柳やなぎだった。彼が左手をほんの少し上げると共に、第一班総員の足が止まる。上がった左手が横に軽く振られると共に、八人はやや散開した。道なき道、木々が密に生えたこの狭い空間では、そう散らばることもできないが、それでも彼らは間隔を少し空けた。

　太た一いち朗ろうは腰を落として片かた膝ひざを地面に着けると、注意深く散弾銃を前方に構える。この時には太一朗も、木々が不自然に擦すれる音が前方から聞こえるのに気が付いていた。全員が各々の役割を果たすべく、武器を構える。

　前方が見えづらい森とはいえ、その姿はちらりちらりと彼らの視界に入ってきた。蛇だ行こうしながら前進するそれは大きな四足獣じゆうらしき影を垣かい間ま見せ、音を立てながら彼らの方に接近してくる。しかし、急に音が変化した。地面と同じ位置から聞こえていた音が、上方からの音へと変化し、枝や葉を乱暴に落としながら彼らの頭上に迫る。

「撃うて！」

　という柳やなぎの号令と、黒いそれが太一朗に襲おそいかかったのはほぼ同時だった。

　太一朗はその黒い獣けものを見ていた。漆黒のビロードのように美しい光沢を放つそれを、最初彼は黒くろ豹ひようだと思った。しかしその獣の正体をはっきりと彼が確認する前に、後方から発射された催涙弾が獣に直ちよく撃げき、白いガスが周囲に広がっていく。

　目に対する刺激性を持つＣＮクロルアセフエノン催涙弾だ。ゴーグルとマスクで保ほ護ごしている隊員たちはともかく、アヤカシには間違いなく効果を発揮する。

　だがそのガスの中から突き抜けた獣の黒い前脚が、太一朗をヘルメットの上から殴打した。それは加害者からすれば手を抜いた一撃だったのかもしれないが、装備品を含めて百キロ近くある被害者をあっさりと地に伏させる力を持っていた。

　地面を四回転ほどした太一朗は、木の幹に背中からぶつかることにより五回転することを阻止した。背はい囊のうのおかげで衝しよう撃げきは軽く、彼は三秒で立ち上がることができた。咄とつ嗟さに抱え込んでいた散弾銃の銃床を地面に突いて膝立ちになる。広がりながら消えつつある白いガスの中に、柳ともう一人が散弾を撃ち込んでいた。その後方では擲てき弾だん発射器に次弾を装そう塡てんし終わった二名がガスの中を見み据すえ、残り二名が他のアヤカシの奇き襲しゆうに備えて周辺を警けい戒かい、そして木き島じまが吹っ飛ばされた太一朗に向かってじりじりと歩み寄ってくる。もちろん散弾銃を彼らの敵がいる方向に構えて、警戒を怠らない。

「大丈夫か、山やま崎ざき」

「……はい」

　木島の背囊を見つめながら、太一朗はゆっくりと立ち、

　ガスの中から飛び出した獣けものが木島に飛びかかるのを見た。

　木島が散弾銃の引き金を引き、ゴム弾が獣に当たるのを見た。

　その衝撃を完全に無視して、獣が木島を太い前脚で押し倒すのを見た。

　太一朗は散弾銃を構えて、その獣の眉み間けんに狙ねらいを付ける。距離は約五メートル、当てる自信があった。

　この時、太一朗は初めて自分の仮想敵が〝どのようなものか〟を確認した。豹かと思ったそれは、黒い地毛にやや薄うすい黒の縞しまを持つ虎とらだった。色はともかく、その縞模様と形は間違いなく虎である。がっしりとした体格と短いが太い首、上半身の肩幅は広く下半身はしなやかだ。目の周りだけが白い毛で縁ふち取られているのが、印象に残った。その目からは目やにが大量に出ており、美しい毛皮を汚している。三メートルほどの体長と一メートル近い尻尾しつぽを持つ獣けものは、右前肢だけで木き島じまを地面に押さえ付けていた。口から犬歯を覗のぞかせて周囲を威い嚇かくするその姿は、『森林の王者』と呼ばれることのある虎そのものであった。

　だが、彼は虎ではなくアヤカシなのだ。そして太た一いち朗ろうは、その口から自分でも思いも寄らない卑劣な言葉を放つ。

「相あい川かわ！」

　黒虎の動きが止まり、声の方向を見てしまった。それはこの黒い猛もう獣じゆうがあの相川虎とら司じであることを証明する行動であり、大きな隙すきを作ることとなった。

　その眉み間けんではなく顔の大きさのわりには狭い額ひたいに、太一朗はゴム弾を撃うち込んだ。ゴム弾とはいえ至近距離からの銃弾がもたらした衝しよう撃げきに、虎の頭が仰のけ反る。跳ね上がった銃口を再度構え直し、仰け反ったその胸元にもう一発撃ち放った。その隙に今度は木島が、黒虎の下から散弾銃を構えて腹部に銃口を押し付ける。反動を逃がすために銃床を地面に着け、引き金を引いた。

　散弾銃による零ゼロ距離射撃。たとえ弾が非致死性であるとはいえ、その衝撃は人の皮ひ膚ふであれば貫通し充分に死に至らしめる威力を持つ。

　虎の口から洩もれ出た唸うなり声を聞いたのは木島だけだったが、その次に放たれた〝言葉〟はその場にいる全員が聞いた。

「……こんの、ザキ野郎！　よくもやりやがったな、痛えじゃねえかよ、こん畜生がああ！」

　少しだけくぐもったその声は、相川虎司を知る者ならすぐに彼と同じ声であることに気が付いただろう。もっともこの場に虎司を知る人間は太一朗しかいないが。

　虎司が言葉を放ったことにより、訓練の緊迫感がほんの少し薄うすれる。その薄れた空気を完全に霧む散さんさせてしまったのは、虎司に対する太一朗の返答だった。

「……悪かったな。虎だからお前かなって思って声かけちゃったんだよ。木島先せん輩ぱいが危なかったし。お前の名前を呼んだのは、卑ひ怯きようだった。すまない」

　自分でも不思議に思うほど、体がスムーズに動いた。相手が虎司であることがわかっていたはずなのに、指は引き金を引いたし狙ねらいも正確だった。




　その行動に何の躊躇ためらいもなかったことに、太一朗は本当に一いつ瞬しゆんだけ恐怖した。

　しかしその恐怖はすぐに消えた。つまりはそれこそが──。




　木島の胸の上にのせていた前脚を下ろすと、虎の姿をした虎司は地面を腹立たしげに二度叩たたいた。その勢いで土が跳ねて木島の顔を汚す。

「危ないっつったって、怪け我がはさせてねえだろ！　俺おれだってこれが訓練だってこたあ聞いてんだから、乱暴なことはしてねえだろがよ！　……ああ、目が痛え。涙が出るじゃねえかよ、畜生。……お前も腹に撃うってんじゃねえよ。ちっと体重かけただけで、骨が折れたりはしてねえだろ？　転がってねえで、さっさと立て！」

　不機嫌そうな虎とら司じの声に、木き島じまが弾はじかれたように立ち上がる。彼らのやり取りをしばらく呆ぼう然ぜんと見ていた柳やなぎだが、ここでやっと虎司に話し掛けた。

「……相あい川かわくん、と言ったね。我々は君を捕ほ縛ばくしなければならないが、この場で仕切り直すとどうもお互いにやりにくいから、君は移動してくれないか？」

　そう言った柳を三白眼でねめ付けると、虎司は左前脚で顔を拭ぬぐった。目やにを取っているその仕草はまるで巨大な猫ねこで、可愛かわいらしいと言えないこともない。

「そりゃあなあ。他ほかの連中相手の訓練って奴やつをまだやってないしよ。馴なれ合っちまうとうまくいかねえから、この場は俺の方が引いてやらあ。でもまた奇き襲しゆうかけにくっからな、覚悟しとけよ！　……ああ、痛え」

　そんな会話の中、木島は自分の荷物からタオルと目薬を取り出していた。

「目薬、ささないか？　少しは楽になると思う」

　三白眼を細めて木島を見た虎司だったが、黙だまって顔を上げる。一メートルより高い位置にある彼の顎あごを震ふるえた手で押さえると、右手に持ったタオルで目やにを綺き麗れいに取り去った。その後で、木島は緑と黒の眼球に目薬を垂らす。

「……しみるな、くそう」

　目を何度か瞬しばたたかせていた虎司だが、少しは楽になったようで目からやには出なくなった。

「礼なんか言わねえぞ。お前らのせいなんだからな……。ザッキーよお、あんまり馬ば鹿かだと俺も怒るぜえ。この貸しは肉で返せよ、肉で。んじゃあな」

　それだけ言い残すと、虎司は密林の奥へと消えていった。

「変なアヤカシだったな……」

　柳が洩もらした一言は、第一班八名の総意でもあった。

「山やま崎ざき、浪なみ野の、薬やつ莢きようを拾え。木島、通信機の用意、本部に連絡だ。他ほかの者は周辺の警けい戒かいを怠るな」

　班長の指示に従い、各々が動き出した。自らが撃うった薬莢を拾いながら、太た一いち朗ろうはそっと木島に話し掛ける。

「……大丈夫でしたか？」

「ああ、ちょっとびっくりしたけどな。……でも何か悪いことした気がする」

　本当にすまなそうな声を出して言う木島を、太一朗は不思議に思う。木島は決してアヤカシを快くは思っていないはずだ。太一朗以上に猜さい疑ぎ心を持っているはずの彼がそんなことを言い出すとは。

「……何だよ、その顔は」

　ゴーグルとフェイスマスクに隠されているはずなのに、木き島じまは太た一いち朗ろうの表情の変化に気が付いたようだ。

「先せん輩ぱいからそんな言葉を聞くとは思いませんでした」

「だって、可愛かわいいじゃないか」

「……はあ？」

「猫ねこみたいで。毛皮がつやつやしてて綺き麗れいだし。素手で触ってみたかったな、あの顎あご。本当は喉のどを触ってみたかった。ごろごろって鳴らないかな」

　木島の趣向がわかった気がした太一朗であった。




『一イー萬ワン』から『九チユー萬ワン』までの牌ハイを『萬ワン子ズ』、順にイーワン、リャンワン、サンワン、スーワン、ウーワン、ローワン、チーワン、パーワン、チューワンと呼ぶことを覚えた。正確には覚えさせられたわけだが、夏か純すみが熱心に教え込もうとするのでつい付き合ってしまった優ゆう樹きである。

「はい、じゃあこれは何て牌？」

「……ウーワン」

「よくできました！　じゃ次は筒ピン子ズいってみよ。萬子のワンがピンに変わるだけだから、イーピン、リャンピン、サンピン……って続くの。この丸い模様が一個あるのがイーピンで、九個あるのがチューピン。簡単でしょ？」

「……まあね」

「じゃあこれは？」

「……えーと……パーピン」

「そうそう！」

　夏純が煙草タバコを吸って一息ついている間に、優樹は五百ミリの缶かんビールを開けた。コップは焼しよう酎ちゆう用なので缶の縁ふちに口を付けてそのまま飲むことにする。そこそこ冷えていて美味うまいのだが、何か物足りない気がする。

「一通り牌ハイの呼び方を覚えたら、実際に遊びながら覚えてみようか」

「……もういいです。疲れました」

　本当に疲れたような顔をして麦わら帽子を深く被かぶる優樹を、大おお田たは笑って見下ろした。

「これくらいで疲れていてはいけないな……ところで、何かあったようだね」

「そうですね」

　通信機器の周囲に人間たちが集まって何やら話しているのを見れば、何か異変があったことくらいすぐにわかる。耳をすませばどんな会話が交わされているのか優樹にはわかるが、あまりそういうことはしたくない。

「……無事に済むと、君は本当に思っているのかい？」

「そう、願っています」

「願うだけなら、誰だれにでもできるよ。優ゆう樹き。君は自らの願望をかなえるために、自ら動いたことはあるかい？」

　大おお田たの口調にはどこか諭さとすような優しげな響ひびきがあった。その大田を左目で見上げた優樹は、彼の質問に答えようとした。

　口は動いたのに、そこから声が出ることはない。




　銃で撃うたれることが、どれくらい痛いかということを相あい川かわ虎とら司じは初めて知った。背中や額ひたいはともかく、胸や腹に当たると痛い。毛に隠れて見えないが、人の姿に戻ったら痣あざでも残っているかもしれない。

（ゴム弾であれだけ痛いんだったら、本物で撃たれたらもっと痛えんだろうなあ）

　そんなことを考えながら、虎司は地面の臭においを嗅かぎながら森の奥に進んでいく。この辺りには人間がいた臭いがするが、もう移動したようだ。とりあえず、近くにあった太い木で爪つめを研いでおく。一回研いだだけで木の幹が抉えぐれてしまった。

　撃たれたのは痛かったが、虎司はそれほど不機嫌というわけでもなかった。こうして元の姿で走り回れるのは気持ちがいい。人の皮を被かぶって学校に行くのも楽しいが、たまには思い切り走ったり跳んだりしたい。都内でやってもいいのだが、彼が気にしなくとも人間たちが気にするのが問題であった。『登録甲種指定生物に関する規則』でも禁じられている。その辺りの規則を虎司は煩わずらわしく思ってはいるが、人間が彼を見ると驚おどろくのでしかたがない。

　自分が初めて本物の人間を見た時も驚いたものだ。色々あって結局その人間を殺して食べてしまったが、かつてないほど不味まずい肉と骨だった。八や牧まきは結構美味うまいと言うのだが、いったいどこが美味いのか虎司にはわからない。

　それでも学校に行って腹が減ると、同級生たちを見て『こいつは喰くったら美味いか不味いか』などと考えてしまうことがある。考えるだけで実際に食べようなどとは思っていないが。

　三十メートルほど歩いたところで、虎司は木の幹を齧かじってみた。犬歯だけ使って一部分を齧り取ると、地面に吐き出す。こうやってわざわざ痕こん跡せきを残して歩くというのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、訓練なのだからしかたがない。少し痛いことを除けば、結構楽しいし。しかしあの催涙弾は目がしょぼしょぼするので、あまり食らいたくないものだ。いっそのこと目を閉じて突進してみようか。

　虎司はアヤカシであったが、その外見どおり獣けものに近い生き物だった。しかし十年近く〝野生〟から遠ざかっていた彼は、この島でしなければならないはずの警けい戒かいを怠っていた。『臭いを嗅げ、耳をすませ、気配を読め。銃を向けられたら、まず動け。当たりさえしなければ、銃は恐ろしくない。だが、当たると痛い。当たりどころが悪ければ、死ぬ。気を付けろ』と、無口な八や牧まきが珍しく長い言葉で忠告した。いつも口うるさい大おお田たが、『久しぶりに全力で走り回ることができるとはいえ、ここには君以外の人間がいる。それを忘れないように』と珍しく簡かん潔けつに言った。優ゆう樹きは『危ないと思ったら、すぐに逃げてね』と言いながら酒を飲み、夏か純すみは『も、どーんといっちゃって、どーんと』と言いながら煙を吐いた。

　仲間たちの言葉を、虎とら司じは決して忘れたわけではなかった。ただそれを実践していない。彼は人間相手に負けたことがなかったため、人間に対する警けい戒かい心がかなり薄うすれていた。人間が自分に奇き襲しゆうをかけることなどあるわけがない、と思っていた。この近辺に人間がいたことはわかるが、少なくとも半径五十メートル以内に大きな生き物は動いていない。

　自信があった。

　確かに〝半径五十メートル〟の中には人間はいなかったのだから、虎司の感覚は間違っていない。だが、この時二百メートルほど離れたところに、人間はいた。

　木々が密に生えたこの森林の中でも、二百メートル先にいる体長三メートルの獣けものを見ることは決して不可能ではない。そして〝見る〟ことができるということは、射線が通ることもまた可能である。




　その音を虎司が聞いた時、彼の右後脚が吹き飛んだ。




　決して止まらず動き続けることこそが、銃の狙ねらいを外すことに繫つながる。止まったら、駄目だ。猟銃に狙われ、鉛弾を何発もその毛皮に食い込ませたことのある八牧の、それが銃器に対する防御策であった。鉄や火薬や人の臭においには敏感に。なるべく低い体勢で歩く。それらを全すべて実行している八牧は、自分の痕こん跡せきをまったく残さない。草や土を踏むことにより跡が残ったら、それを目立たないように偽装することを忘れない。虎司のように爪つめ痕あとや嚙かみ痕を残すこともしない。たとえ訓練とはいえ、そんなことできるはずがなかった。

　今から一時間ほど前、八牧は八人の人間が自分のすぐ近くを通っていくのを見送っていた。自分から手を出す気など毛頭ない。これが緊急捕ほ縛ばく部隊の訓練であるなら、八牧にとっても人間に見付からないように潜伏するための訓練なのだ。優樹に噓うそをつかせたことには少しだけ気が引けたが、それは本当に少しだけだった。

　そんな彼は、現在虎司の臭いを探して森の中を移動している。八牧は西部から、虎司は南部から森の中に入ったので、距離的には結構離れている。彼としてはなるべく早く虎司と合流したかった。人間と長く接している大田、人間に何度もひどい目にあわされている優樹は、人間の恐ろしさを知っているから、自然と用心深くなっている。だが人間をよくわかっていない虎司や夏純は、人間に対する警戒を怠りがちだ。

　それが八牧にはひどく不安だ。人間はアヤカシより弱いが、その数と知恵を寄せ集めればアヤカシを殺すことも可能にする。八牧はそのことを知っていた。

　現在、自分の近くに人間たちがいる。人数は五人以上、十人以下、距離は百メートルくらい離れているが、銃の射程を考えれば決して遠くではない。森の中では射線が通りにくいことはわかっているが、周囲に催涙ガスを撒さん布ぷされることも考えられる。緊急捕ほ縛ばく部隊やＳＢＨＲＴの装備は一応赤あか川がわや大おお田たから聞いているが、その情報を八や牧まきは鵜う吞のみになどしない。何を隠し持っているか、わかったものではないのだから。

　その用心は決して無駄なものにはならなかった。

　ひゅっ、という軽い音がしたかと思うと、八牧の五メートルほど目前で何かが破裂して周囲に白煙が広がった。八牧は咄とつ嗟さに大きく息を吸い込むと、地面にぴたりと伏せてじりじりと動き始める。

　この時、八牧の頭の中で計算と予測が回転を始めた。

　敵は既に自分の大まかな位置を把は握あくしている。木が視界を閉ざしているとはいえ、自分は体温を持った生き物だ。赤外線映像装置でも使われれば、木とは明らかに違う熱源があることはすぐにばれる。この催涙弾は、いぶり出しのために放たれた物なのだろう。

　発射音が聞こえた、ということはこの催涙弾は手ではなく擲てき弾だん発射器によって放たれた物だ。普通の擲弾発射器の最大射程は四百メートルくらいだろうが、有効射程となればもっと距離は短くなる。しかもこの森の中だ。どんなに離れていたとしても、敵との距離は百メートルくらいか。

　煙を吸い込まないように注意深く動いていた八牧だが、すぐに第二弾が来た。今度も直ちよく撃げきこそなかったものの、また白い煙が拡散していく。しかし、八牧も馬ば鹿かではない。音の方向から敵がどちらから撃うっているかくらいは推測できた。どうせこのまま動かなければ、三弾、四弾と催涙弾が射出され、呼吸がろくにできなくなることは目に見えている。

　だから八牧は息を止めて目も閉じたまま、その方向に向けて走り出した。彼の行く手を遮ったのはまず煙であったが、一跳ちよう躍やくで煙の及ばぬ範はん囲いに出ることはできた。だがここで止まることはできない。八牧が煙に耐えかねて飛び出してくるところを、敵が見逃すはずがないからだ。

　案の定、彼が地じ響ひびきを立てて着地した瞬しゆん間かん、彼の巨体に当たる物があった。発射音も閃せん光こうもなく降り注いだその銃弾は、彼のぶ厚い皮ひ膚ふと脂肪と筋肉にめり込み、弾はじけ、毛を彼自身の血で染め上げていく。神経に伝わる痛み、抉えぐれる肉、飛び散る血の生温かさ。これがゴム弾などであるわけがない。間違いなく実弾だ。

　周囲に満ちているのは殺気、弾に込められているのは殺意。

　この時、彼は確信した。これは訓練ではない。

　戦争だ。

　戦争ならば、容赦などできるはずもない。




　装弾数二十発を五人が撃うち尽くした。標的との距離は五十メートル。障害物はあるものの標的が巨大であったため、狙ねらうのはそう難しいことではなかった。弾倉を交換し、動かなくなった標的を観察する。

　十分が経過した。標的は動かない。

　頭部への狙いは避さけたので、自然とその背中に弾丸が集中した。途中で標的がうずくまってしまったので、狙いが付けやすくなった。おそらく六十発はその背中に命中しただろう。これで生きていたら化け物だ。もっとも相手は本物の怪物モンスターだから油断はできない。それでも彼ら六名は、標的の死を半ば確信していた。

　少しずつ距離を詰める。死んでいようと生きていようと、本部に連絡して搬送の準備を始めなければならない。別働隊に連絡して、ＥＡＴがこの付近に近付かないようかく乱する必要もある。最初に催涙弾を発射した一人が携帯式無線機で連絡を取っている間、他ほかの五人が少しずつ標的へと近付いた。

　この場に大おお田た真さね章あきがいれば、加害者たちが着用している装備が緊急捕ほ縛ばく部隊とはもちろん、彼の見た特殊生物災害対応部隊の装備とも明らかに違うことを指摘できただろう。着用する野戦服やボディ・アーマーの色や形が異なるのはむろんのこと、彼らの持つ銃器と顔面に装着している物もまた特殊だった。

　小さな双そう眼がん鏡きようのようなゴーグルは赤外線暗視装置であり、夜間であろうと薄うす暗い森であろうと目標を識別することができる。撃うち込んだ催涙弾はＣＮクロルアセフエノンではなくＣＳクロルベンジルマロノニトリル催涙弾、目や鼻を刺激するだけではなく、嘔おう吐とを引き起こすガスが詰まっている。

　そして、彼らが持つのはＡＳ消音アサルトライフル。特殊部隊用に開発されたその突撃銃アサルトライフルは、レシーバーから銃口までを大型の消音器サイレンサーでカバーしてあり、発射音と発射炎を出さないようにしていた。その銃口から発射される亜音速弾は、五ミリの鋼鉄板さえも貫通する。

　そんな弾で肉を撃ったらどうなるか。その結果が、彼らの目の前にあった。

　三メートルほどの小山のような獣けものだった。元は茶に赤味がかった色をした毛皮は、黒く変色した赤い液体に塗まみれて汚れている。弾丸が高速で貫通したことによって生まれた着弾の痕あとは、大きく丸かった。それがざっと見て四十以上はある。体内に何発も入り込んだ弾は、肉と神経をずたずたに引き裂いているはずだ。これだけ背中に集中して撃ち込んであれば、当然背骨にまで弾が侵入しているだろう。もし死んでいないとしても、動けるはずがない。

　彼らが初めて見た怪物は、熊くまに似ていた。四百キロは超えているであろうその巨大な毛の塊には、彼らの胴体以上の太さを持つ脚が四本生えている。肉体の全すべてが太い造りをしている鈍重そうなその獣は、最期のあがきか前脚で地面を掘り、できた穴に自らの頭を突っ込んでいた。頭を隠すようにしてのせられている前脚の面積は人の頭の一・五倍ほどあり、その五指の先端には長さ三センチほどの太く鋭するどい爪つめが伸びている。

　まったく動かない怪物の生死を、確かめる術すべは彼らにはない。だから生きていた時のことを考えて麻酔薬を注入し、脚の腱けんを切断しておかねばならない。これほどの大きさになると腱の正確な場所がわからないので、足首ごと切断した方が安全かもしれないが。

　一人がゆっくりと接近し、残り五名が銃を怪物に向けている。少しでも動いたら、また銃弾を撃うち込む用意はできていた。

　しかし。

〝人が引き金を引くより速く〟動くことのできる生き物がいたら、その用意も無駄に終わる。




　体重が四百キロ以上あっても、見た目が鈍重そうに見えても、八や牧まき巌いわおは俊敏なアヤカシだった。彼が自らの顔を上げ、肺の中に溜ためていた空気を大音量と共に吐き出した速度は、人が引き金を引くよりも〇・五秒ほど速かった。

　空気を震ふるわせて放たれたその音は、木々を揺らして葉を落とし、地面の草をもなびかせる。へルメットに若干隠れていたとはいえ、彼の半径五メートル以内にいた人間たちの鼓膜は、その音に脳を揺らし五秒近い失神状態に陥るはめになった。

　一秒あれば、八牧は一人の人間を殺すことができた。

　五秒あれば、八牧は五人の人間を殺すことができる。

　しかし、まず彼はその巨体を立ち上げることから始めなければならなかった。彼は普段は四足歩行で行動しているが、二本足で立つこともできる。前肢を地面に叩たたき付けて立ち上がるのに、彼は二秒の時間を要した。残り三秒。背中に食い込んでいる幾つもの鉛弾のせいで、鈍痛がひどい。しかし彼のあまりにもぶ厚い皮下脂肪と強きよう靱じんさが彼を守り、行動に大きな影えい響きようを与えることはなかった。背骨にまで弾が達すれば危なかったかもしれないが、全すべての銃弾は肉の中で止まっている。そしてこれくらいの痛みなら我慢することが八牧にはできた。

　こうして立ち上がると、彼の頭は四メートルの高さに位置する。短い毛に覆おおわれた丸い耳に少し長い鼻とつやつやした黒い鼻先は、確かに熊くまに見えた。だが、その鼻の下にある口の大きさとはみ出した牙きばの鋭するどさは鯱しやち並である。それだけでも彼はただの熊とは一線を画していた。その大きさも、熊の大きさではない。

　巨大で、肉厚で、皮や脂肪が弛たるんで見える彼は、銃器で狙ねらう分には狙いやすい標的だ。だがその大きさゆえに、八牧は頑がん強きようで豪力でもあった。そして大きさに見合わぬ素早さを持ち合わせている。

　右と左の前肢を同時に動かし、自分よりだいぶ低い位置にある人間の頭を摑つかんだ。彼の前脚は獣けものよりは器用にできており、細く小さい物ならともかくそこそこの大きさを持つ物ならしっかりと握り締しめることができる。

　力を込めた。

　ケブラー繊せん維い強化プラスチックで作られたヘルメットが音を立てて割れ、その中にある人間の頭ず蓋がい骨もまた腐った林りん檎ごのように潰つぶれた。ぺき、と、ぐしゃ、が混じり合った音と共に、ゴーグルとマスクに覆おおわれた顔の中から、血と肉が水鉄砲のような勢いで周辺に飛び散る。八や牧まきが手を離すと、大きさが半分くらいになった頭を持つ二つの死体が地面に倒れた。摑つかんで離すまで一・五秒。

　残り三人は彼の近くにいるが、一人だけ通信機を持った人間が少し離れたところにいた。八メートルほどの距離が、〝雄お叫たけび〟の影えい響きようを低下させており、その人間はいち早く行動不能状態から立ち直ろうとしていた。

　彼が構えているのは他ほかの人間とは異なる銃砲だった。六十センチ強の長さを持つ筒のようなそれの名が新嘉坡シンガポール製の擲弾発射器グレネードランチヤー、ＣＩＳ４０ＧＬであることなど、八や牧まきが知るはずもない。だが彼の多くはない知識でも、それが榴りゆう弾だんを発射するための銃砲であることは理解できた。

　だから、まずはそちらから始末することにした。背中に突き刺さった銃弾は痛いだけで済むが、感覚を狂わされると自分には不利だ。一度前脚を地面に下ろすと、その男の方に向かって駆け出す。頭を低く下げて八メートルの距離を助走すると、その腹辺りに頭突きを食らわしてやる。後ろにあった木の幹に、そのまま押し付けた。

　大人おとなが一抱えできそうなほどの太さを持つ幹と、四百キロを超える八牧の体重にサンドイッチされた彼の内臓は、いともたやすく破裂した。ボディ・アーマーや背負った背はい囊のうが少しは衝しよう撃げきを緩かん和わしたかもしれないが、それは即死できなかった彼には苦痛以外の何物でもない。彼の口からどろりとした血が吐き出されていくのを、八牧は見ようともしなかった。

　五秒が経過した。彼が殺した人間は二人。もう少し密集していれば全員殺せたのに。歯は軋ぎしりしながらも、八牧は失神から回復しつつある三人へと向き直った。それと同時に横っ飛びをする。天を見上げて必死に呼吸をしていた瀕ひん死しの男に、三十発近い銃弾が降り注いだ。

　穴だらけになって、男は絶命した。

　四つの脚で森の中を旋回する八牧に、銃弾が飛んでくる。木と背中の傷のせいで全速力を出せない八牧だが、その木が防御壁へきにもなってくれていた。狙ねらいも付けにくいし、いかに貫通力に優れた銃弾でも、木を貫通した後では当たってもただの豆鉄砲でしかない。疾走、といっても自転車と同じくらいの速度だが、八牧は大回りしながら再び人間に接近する。食らった銃弾の数を考えると、彼らの持つ銃器の装弾数は二十から三十発だ。無限に撃うち続けることはできない。弾倉交換にどれほどの時間がかかるかは知らないが、隙すきはある。

　だが、敵も馬ば鹿かではなかったようだ。効果のない銃撃をすぐに中止すると、散開して身を伏せた。こうなると、八牧の目からは彼らの位置は把は握あくできなくなる。音が出ないのだから、聴覚では方向を特定できない。そして八牧はどんなに体を縮ちぢこまらせても、完全に隠れることはできない。

　狙い撃ちされる。

　しかし散開したのならば、一人ずつ殺していけばいい。目や耳ではわからなくとも、彼には鼻がある。忘れようもない人と鉄の臭におい。重い足音を響ひびかせ、まずは一番近くにいる人間の方に走る。銃弾が飛んでくるが、かすめたり木に当たるだけで八や牧まきに決定的なダメージを与えることはできない。

　迫り来る怪物に、伏せて狙そ撃げきしていた男は匍ほ匐ふく姿勢のまま移動を開始する。だが自分の周りが、突然密林の天井が生む影よりさらに黒い闇やみに覆おおわれた時、彼は頭を上げて頭上を見てしまった。

　空を覆い尽くす、四百キロオーバーの獣けものが浮いていた。それが彼の見た最後の光景だった。

　八牧は四肢を揃そろえてその背中に飛び降りる。背はい囊のう越しに、背骨が折れる音と感触が八牧に伝わった。一応、二、三度足踏みしてとどめを刺しておく。背骨だけではなく、肋ろつ骨こつや腰骨が砕け、内臓が潰つぶれる。

　八牧の下でひしゃげた人間が絶命する頃ころ、他ほかの二名の臭においが唐突に遠ざかっていくのを八牧は感じた。逃がすわけにはいかない。鍋なべは熱いうちに食べる、敵は目の前にいるうちに殺す。それは八牧の常識だった。

　別々の方向に逃げていく人間たちのうち、まずは近い方から追いかけた。体重は人間の方が軽くても、足の多い八牧の方が速く走ることができる。細い木を半ば薙なぎ倒すようにして駆ける八牧は、すぐに人間を体当たりの射程内に入れた。

　腹の底に響ひびく足音に彼が振り返ろうとした時はもう遅く、八牧の体当たりが腰骨に衝しよう突とつした。倒れたその足首に、八牧が牙きばを立てる。ブーツの上から、上顎あごと下顎に力を入れて嚙かみ砕く。靴くつと、靴下と、肉と、骨が、八牧の大きな口の中に入った。ろくに嚙まずにそれらを飲み込んでしまうと、もう片方の足首も嚙み千切って歩けないようにしておく。ついでに男の手から離れた突撃銃の銃身を嚙み潰した。

　くぐもった悲鳴を後にして、八牧は最後の一人を追って駆け出した。地面の臭いを嗅かいでいる暇はないが、耳をすませば足音が聞こえる。その足音を頼りに、五十メートルほど森の中を駆け抜けた。追っていた足音が途中で止まる。どうやら敵は、八牧を迎え撃うつ覚悟を決めたらしい。

　いい度胸だ、などと八牧は思わなかった。どうあがいても自分に勝てるわけはないのだから、逃げればいいのだ。もっとも、逃がす気など毛頭ない。逃げる敵を放っておけば、敵は増えていく。少ないうちに叩たたいておいた方が、後が楽になるというものだ。

　敵が見えた。中腰で銃を構え、狙ねらいを定めている。胴体に撃っても大した効果がないことを理解したのだろう、頭部を狙っている。もちろん八牧の方もそれは承知していた。目や耳、鼻にでも直撃したら、さすがに無事ではいられない。直進をやめて狙いが付けにくいように、木々を盾にしながら走る。それでも敵は、八牧がいる方向に冷静に銃口を動かしていく。

　自分が飛びかかる時に撃つ気か。相手の意図を八牧は察知したが、止まることはできない。〝雄お叫たけび〟で相手を怯ひるませることはできるが、そのためには一度立ち止まって肺に空気を溜ため込む必要がある。止まったところを狙そ撃げきされてはたまったものではない。

（……やってやる）

　距離が縮ちぢまっていく。邪じや魔まな木々の合間をぬって八や牧まきがその人間の目の前に飛び出した時、男の銃口は正確に八牧の眉み間けんを狙ねらっていた。彼の指を見ていた八牧は、その引き金が引かれるまでに自分が男を殺すことができないことを、冷静に計算していた。

　だからその指に力がこもった途端、頭を咄とつ嗟さに低くして弾を避よけようとした。

　引き金が引かれた。消音器を装着しているとはいえ、これだけの近距離では音が聞こえる。その音が、八牧の丸い右耳を貫通した。ぱっと血が飛び散り、その血が少しだけ自身の目に入る。それでも八牧は止まらなかった。
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　そして、決着はついた。次弾を撃うたせることなく跳びかかって押し倒すと、右前脚をその顔面に叩たたき付けた。ゴーグルと共に人間の鼻骨が潰つぶれる。次に脚の位置をずらして、首の上に置いて力と体重をかける。

　首はボディ・アーマーで覆おおわれていたが、一秒で折れた。

　ぶらぶらするその首の辺りを嚙かむと、八牧は足首をなくした男の元に戻ることにした。耳の傷は痛いが、外耳だけなので聴覚はそう狂ってはいない。前脚を舐なめてその部分の毛で傷口を何度か撫なでると、もう気にならなかった。

　ずるずると土や草に痕あとを残しながら、死体を引き摺ずる。どうせ辺りには彼と人間が戦った痕こん跡せきが山ほど残っているのだ。その全すべてを消すことはもう不可能である。

　最初に殺した二人が転がっている場所まで戻ってくると、八や牧まきはそこに最後に殺した男の死体を置いた。その近辺にあった二つの死体も同じ場所に集めると、八牧は走ってまだ生きているであろう男の元に戻った。

　男は足首を布で縛しばり生き延びるための算段をしていたが、近寄ってくる八牧の姿を見ると傍らに用意してあった拳けん銃じゆうを持って構えた。だが、敵が構えて撃うつまでを悠長に待っているほど八牧は馬ば鹿かではない。銃の引き金に指がかかった時には、八牧は男の前まで跳ちよう躍やくしていた。前脚の一いち撃げきが、銃を手から弾はじき飛ばす。左前脚を胸部にのせて動けないようにしてから、八牧は男の手を嚙かんだ。手袋が付いたままの親指と人差し指と中指を引き千切ると、今度はちゃんとよく嚙んでから胃の中に入れる。こうして口の中で嚙み砕いてみると、少々骨が太いようだ。彼は日本国内から一歩も出たことがない。彼が食べてきた日本人とは骨の質が違う気がする。

　こいつは日本人ではない。ということは緊急捕ほ縛ばく部隊の人間ではないということか。もう片方の指も三本まとめて喰くい千切ると、八牧は爪つめの先で男がしているゴーグルのバンドを切った。その下から現われたのは、大きく目を見開いて恐怖と怯おびえと痛みに必死に耐える若い男の顔だった。その瞳ひとみは青い。

　八牧の黒い瞳と、男の青い瞳がぶつかった。

「お前、どこの国の人間だ」

　耳は聞こえているし、意識もまだあるはずだ。だが返答はない。白色人種であることは肌の色でわかるが、顔を見ただけでどこの国の人間かわかるほど、八牧は人間を見ていない。大おお田たならわかるかもしれないが、この男を引き摺ずって戻るわけにもいかない。

　たとえ殺されそうになったとはいえ、八牧は既に五人の人間を殺している。人の法に従えば、八牧は間違いなく特別保健所送りだ。殺したことに罪悪感など欠片かけらも覚えないが、自分の仲間たちに迷惑がかかるのは困る。

　ほんの少し考えた八牧は、彼なりの拷ごう問もんをこの生き残った男にほどこすことにした。ふくらはぎの辺りをわざと牙きばを立て、しかし嚙み千切らないように加減して咥くわえると、彼の仲間の死体が積み重なっている場所まで引き摺っていった。

　もうろくに動けない男を地面に放置すると、彼によく見える位置に一つの死体を置いた。八牧の頭突きを食らい、その後仲間の銃弾を受けて死んだ男である。

「お前が俺おれの言葉を理解しているかどうかは知らんが……俺の質問に答えたら生きて帰れるかもしれない。お前はどこの組織に属して、誰だれの命令で俺を殺そうとした？」

　心にもない噓うそだが、八牧はそう言った。だが彼は一言も発しない。言葉が理解できているのか、わかっていて無視を決め込んでいるかは不明だ。

「……答えないと、お前を生きたままこういう目に合わせるぞ」

　八牧は既に死んでいる男のブーツを爪と牙で取り去ると、その足首に嚙み付いた。ふくらはぎ辺りまで口の中に入れると、歯に力を入れる。簡単に千切れたその足を、八牧は男に見せつけるように、そして嚙かんで飲み込む音がよく聞こえるようにしてやった。時たま口の中を開けて、彼の唾液にまみれてぐちゃぐちゃになった肉と骨を見せてやることも忘れない。

　おぞましい光景に目を背けようとする男の顔を前脚で固定すると、顔を近付けてほどよくこなれた肉と骨の残ざん骸がいを顔の上に吐き戻した。ほぼ液状といってもいいそれが頰ほおにかかった時ついに男が何か叫び始めたが、それは八や牧まきには理解できない言葉だった。

「日本語を喋しやべれ」

　八牧の声が聞こえているのかいないのか、男は自身の母国語で喋り続ける。

「日本語だ、日本語。俺おれには貴様の言葉がわからん」

　だが、一分経たっても彼は日本語を喋ることはなかった。言語による意思の疎通ができない以上、彼から情報を引き出すことはできない。とりあえず外国人であることはわかったので、まあよしとしようか。八牧はあっさりと納得する。

　使い道がない以上は殺すしかないのだが、ここで八牧はほんの少しだけ慈悲の心を起こした。楽に死ぬ殺し方で殺してやろうと考えたのだ。しかしそんなことを考えたのは久しぶりで、しかも彼は『痛くない殺し方』というのを研究したことがなかった。

　三十秒間考えた八牧は、結局首を折ることにした。何も見えない方が恐怖心が薄うすれるかもしれないと思ったので、目の辺りに右前脚を置いて左前脚を首の上に置いた。自分が持てる最大の力を一気に入れた。

　死んだ。苦しんだかどうかはわからないが、とにかく死んだ。

　周辺に人間の気配がないことを耳で確認すると、八牧は自分が次にしなければならないことをすることにした。死体の処理である。彼らが誰だれかは持ち物を漁あさればわかるかもしれないが、こういう輩やからは身分を証明する持ち物を持っていないことが多いものだ。そのため、八牧は荷物を無視して死体処理にかかる。

　ただ土に埋めた程度では掘り返されるだろうし、燃やすには火種もない。だいたい煙で自分のいる場所が敵にわかってしまうし、森の木に火が移ったら厄やつ介かいだ。夏か純すみがいれば死体を蒸発させることくらいやってくれるだろうが、ここに彼女はいない。

　そのため、彼が選んだ手段は全すべて彼の腹の中に収めてしまうことだった。六人は少々多すぎるが、今度の冬眠のために脂肪を付けておくのは悪くない。骨まで喰くうのは時間がかかり過ぎるので、肉を喰ったら骨は埋めることにした。幸いこの島は、先の大戦で多くの人間が死んでいる。その遺い骨こつは島中に散らばり、その全てが見付かったわけではない。骨だけなら、それにまぎれてわかりづらくなるだろう。新しさがまるで違うが、そこまで気にしていたら骨まで喰わねばならなくなる。歯や頭ず蓋がい骨からその人間の身元を特定する方法があるというから、頭部だけは骨も食べてしまおう。身元がわかったところで、八牧は構わないが。

　先ほど足半分を喰った男を、改めて食べ始める。服を脱がすのは面倒なのでそのまま食べるが、金具は残すことにした。鉄も食えないことはないが、不味まずいし胃がもたれるので残しておくことにする。

　一人目の下半身は、なぜか骨ごと食べてしまった。だいぶ動いたし、背中にも傷を負って体力を消耗していたようだ。この調子なら、全すべての骨も食べてしまえるかもしれない。

　そこまで考えて、八や牧まきは虎とら司じのことを思い出した。彼らは人間のわりには強敵の部類に入る。人間と殺し合いをしたことのない、銃で撃うたれたことのない虎司では、勝てないかもしれない。

　少し心配になった。食べるスピードに拍車を掛ける。

　その彼の心配が既に現実のものになっていることを、まだ八牧は知らなかった。




　八牧が一人目の人間を食べ終わった時、虎司は自分の後ろ脚一本がなくなっていることを知った。腿ももの付け根からは血が滴り落ち、地面に赤い染みを広げていく。少し離れたところに、見覚えのある自分の脚があった。もっと長く大きいはずなのに、妙に寸足らずだ。その足りない部分が爆ばく散さんしてしまったことに、彼はまだ気が付いていない。

　痛い。痛いのだが、あまりにも突然なことなので、痛みと怒りを通り越して虎司は呆ぼう然ぜんとしてしまった。それが、彼の命運に大きな影を落とす。

　音は聞こえたのだ。だが耳で聞き、脳がその音を危険と判断した時には危険は彼のすぐ隣となりにいた。ガスが目の前で広がり、それを虎司は吸い込んでしまった。

　目やにが出るどころではない。鼻水が出た。気持ちが悪い。吐き気がする。虎司は今朝けさの食事を思い出した。八牧が作ってくれたすき焼き。卵をたっぷりつけて、牛肉を食べた。しらたきも食べた。しかたなく葱ねぎも食べた。最後に八牧が鍋の中にうどんを入れたが、そこに自分が持ってきたカルビを入れようとしたら怒られた。虎司は猫ねこ舌じたで生肉が好きだが、冷たい生肉よりは少しくらい温かい方が美味おいしい。そう主張したら、夏か純すみがカルビの入ったパックごと温めてくれた。夏純が何かを温めようとするとたいてい失敗して、良くて焦がし悪くて蒸発させてしまうものだが、今日は珍しく成功した。夏純が胸を張り、優ゆう樹きが『夏純ちゃんは器用になったねえ』と感心し、大おお田たが『何か悪いことの前触れかもしれないね』と一人で頷うなずいていた。

　その悪いことが、今虎司の体に起こっていた。胃から、液状になった酸っぱい物が込み上げてくる。

　もったいない。吐きたくない。

　吐いてしまった。まだ消化しきれていない長いしらたきが、嚙かみ砕いた肉が、無理やり飲み込んで原形をとどめていた葱が、胃液と一緒に出てきた。涙が出てきた。胃の中身は全て吐いてしまったのに、吐き気は収まらない。口を開くと、涎よだれと共に胃液がだらだらと顎あごを伝う。

　そして彼が胃の中身を吐き戻している間に、彼の危機はより大きく確実なものとなった。

　周りに人の気配がした。六人くらいいるだろうか、だがそんなことを考える暇もないほど、目やにと鼻水と吐き気に苦しんでいた。

　動こうとしたが、後ろ脚の感覚がない。この時には既に左後脚もなくなっていたのだが、虎司はまだ気が付いていなかった。

　背中に熱い物が降り注いでいた。自分の血が毛皮を伝って流れていくことだけがわかった。

　この時になってやっと虎とら司じは、動かなければならない、と思った。動いて、戦って、自分の敵を倒さなければならない。

　だが全身に力が入らない。痛いのにその痛みは意識を覚かく醒せいしてはくれず、暗くら闇やみへと引き摺ずり込む促進剤にしかなってくれなかった。

　彼の頭は混乱していた。考えなければならないことを考えられない。考えなくてもいいことばかり考える。

　そうだ、安あん藤どうがクラシックのコンサートに行かないか、と言っていた。親に券を二枚貰もらったという。場所は池いけ袋ぶくろで、始まるのは午後七時で、長ったらしい名前の楽団が演奏するらしい。チェロとビオラとバイオリンとコントラバスの違いは大きさで、コントラバスが一番大きいとか。だいたい何で夜なんだ、昼間っからやったらどうだ、と言うと、クラシックのコンサートに行くのは年配の人が多くて昼間は仕事で仕事帰りで夜に始まり、今は夏休みじゃねえかよ、でも社会人には夏休みはなくて、ああ、そりゃあ大変だなあ、社会人。




　八月二十六日午後六時、池袋西口公園。そんな約束を交わしたことを、相あい川かわ虎司は鮮せん明めいに思い出した。
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　自分の勘が鋭するどいとか鈍いとか、そういうことを片かた倉くら優ゆう樹きは深く考えたことはない。視覚、嗅きゆう覚かく、聴覚は自負できるほど鋭いが、勘、というものには自信がなかった。だいたい今回の件は話を聞いた時から悪いことが起こりそうな気がしっぱなしだ。何も起こらずにすむ方が奇跡かもしれない。そんな危険な場所に仲間たちを連れてきてしまったのは、他ほかならぬ自分だ。罪悪感に囚とらわれる。酒を飲むピッチが速い。空からになった缶かんビールが、既に十本以上空き箱に捨てられていた。

　その隣となりでは帆ほ村むら夏か純すみが麻マー雀ジヤン牌パイを並べて、役の説明をしている。ガラス製の灰皿の上には、四十本近い吸い殻がらが入っていた。

「あたしはねー、平ピン和フと三色が好きなの。役満だったら大ダイ三サン元ゲン。でも一番好きなのは九チユウ連レン宝ポー燈トン。見た目だけは何となくシンプルそうな気がするけど、これがなかなか難しくてねー。でも優さんもいつか頑張って、どーんと決めてよ、どーんと」

「夏純、君の麻雀に対する物の見方はだいぶ偏っているような気がするんだけどね」

「そう？　それは大おおさんの気のせい。あたしは普通よ。じゃ優さん、もう一回牌の名前から復習しよ。えーと……はい、この牌の名前を言ってみて」

「東トン、南ナン、西シヤー、北ペイ、白ハク、發ハツ、中チユン」

「よくできました！　じゃ老ロー頭トー牌パイを説明してみて」

「………………」

「老頭牌は何ですかー？」

「………………わかりません」

　俯うつむく優樹の肩を二回叩たたくと、夏純は笑いながら煙を吐き出して半ばまで吸った煙草タバコを灰皿で揉もみ消した。

「萬ワン子ズと筒ピン子ズと索ソー子ズの一と九の牌を老頭牌っていうの。それ以外の牌は中チユウ張チヤン牌パイよ。あ、萬子、筒子、索子の全部の牌を合わせると数カズ牌ハイね。うーん、そんなに難しいとは思わないけど、難しい？」

「難しいよ……こういうの苦手だから」

「そう？　でも優さん山手やまのて線とか半はん蔵ぞう門もん線とかの駅名結構覚えてるわよね。あたし渋しぶ谷やの次の駅だって覚えてないわよ。池いけ袋ぶくろだっけ？」

「山手線だったら恵え比び寿すと原はら宿じゆく、半蔵門線と銀ぎん座ざ線は表おもて参さん道どう、井いの頭かしら線だったら神しん泉せんだよ」

「そんなの覚えるより、牌や役の名前覚える方がよっぽど簡単だって！　ねえ、大さん……に聞いても参考にはならないわよねえ。大おおさん、どうでもいいことと大切なこと、両方覚えてるもんね」

　柿の種の袋からピーナッツだけを選より分ける作業にいそしんでいた大おお田た真さね章あきは、夏か純すみの言葉に顔を上げた。

「夏純、君にとってのどうでもいいことと優ゆう樹きにとってのどうでもいいことと僕ぼくにとってのどうでもいいことには、色々と違いがあるものだよ。君にとっては中日が勝つことは大事だろうけど、僕はあまり興きよう味みがない。しかし僕がロッテの勝敗に一喜一憂しても、君にはどうでもいいことだろう？　そして優樹はスポーツ欄らんだけはほとんど流し読みをするし、十二球団の名前を全部覚えていなかったりする。まあそうやって各個人の嗜し好こうは違うわけだ」

「大さん、話長ーい」

　などとのんびりとした会話を繰くり広げているのは、この場では彼ら三人だけである。捕ほ縛ばく部隊の面々は、酒を飲んで煙草タバコを吸ってピーナッツを食べる彼らをあまり見ないようにしながら働いていた。たまに赤あか川がわがやってきて、『少しは慎んだらどうだ』と大田や優樹に言う。夏純には何を言っても無駄だということは、赤川もわかっているらしい。

　大田は思う。この場で卓を囲んで麻マー雀ジヤンを始めたわけでもなし、いったい何を慎めばいいのやら。優樹と夏純から酒と煙草を取り上げたら、何が起こるかわからない。自分がもし落花生を奪われたら、多少の抵抗をするだろう。

　それにしても、優樹も夏純も心の中に何やら一いち抹まつの不安があるようだ。優樹の情緒不安定は今に始まったことではないが、夏純も少し落ち着きがない。普段の夏純なら、煙草は必ずフィルター寸前まで吸う。だが、今の夏純は長くて半分、悪くすると火をつけて十秒くらいで煙草を揉もみ消してしまう。

　落ち着かないのは自分も同じだ。細かい手作業をするか、何か喋しやべっていないとどうも落ち着かない。先ほどからピーナッツと柿の種の選定作業をやっているが、これが終わったら落花生の殻からを全部剝むいてしまおうか。

　なぜ、こうも不安になるのだろう。この島には、何かあるのだろうか。戦争で人が死に、その遺い骨こつが今なお埋まっていることは知っているが、そんなことは理由にはならない。

　森の中にいる仲間たちの安否が、気遣われるからだろうか。八や牧まきはともかく虎とら司じのことが大田は心配だ。虎司は強いことは強いが、人間との戦い方、とくに銃器との戦い方を知らない。八牧が虎児に色々と教え込んでいたようだが、ちゃんと聞いていたかどうか。

「……お前たちはさっきからいったい何をやってるんだ」

　また赤川がやってきた。夏純がそっぽを向き、優樹は軽く頭を下げ、大田はにこやかに笑って「落花生、食べるかい？」と言った。

「……いらん」

　そっけなく赤川は答えると、立ったまま三人を見下ろした。

「相あい川かわとうちの部隊が交戦した。……もちろんお互い怪け我がはない」

「……それはよかった」

　大きく優ゆう樹きが息を吐いた。さっきから酒ばかり飲んでいるので、少々息が酒臭くなっている。口臭を消すためのスプレーを持ってきたので、荷物の中を漁あさってみた。洗面用具一式を入れた小物入れの中を探す。

「しかし赤あか川がわ。今さらこう言うのも何だが、今回の件はどうにも疑問点が多いよ。まあ実弾携行はそう気にはならないさ。でも、ゲンさんと虎とらくんとの連絡手段を持たせてもらえないというのは、少し気になっていたんだが」

　そうなのだ。緊急捕ほ縛ばく部隊は班ごとに一つの無線機を持っているので、この本部との連絡が取れる。だが八や牧まきや虎とら司じには連絡の手段がない。

「君たちは一応特殊部隊だろう？　個人が携帯できるような無線機を二人に持たせてやってもよかったんじゃないかな？」

「……特殊部隊だが、我々は警けい察さつだ。予算だって限られている。だいたい対アヤカシは集団作業だ。個人でアヤカシに対することはないのだから、個人の無線は必要ない……らしいな」

　夏か純すみが仏頂面で麻マー雀ジヤン牌パイを縦たてに積み上げて遊び始めた。一イー萬ワンから伍ウー萬ワンまでの牌が積み上がったところで、指先が震ふるえて牌の塔が崩れ落ちる。

「ねーねー、優さんやってみてよ。きっと一萬から九チユー萬ワンまで縦に積めるわよ」

　少し顔を背けて口の中にスプレーを吹きかけていた優樹は、大おお田たと赤川との会話には参加せずに牌を摑つかんだ。大田が側そばにいると確かに口はうるさいが、難しいことは任せておける。八牧と虎司の心配の量を、二人で分かち合うことができる。夏純が側にいると、気が楽になる。

　それなのに、どうも脳の奥が疼うずいているような。何かちくちくする。

　優樹と夏純を見ると、大田は赤川の髯ひげ面づらを見上げた。八牧の顔を見慣れると、赤川の顔もすっきりしたものに感じられる。

「米軍の方はどうなんだい？　連絡は取り合っているのかな？」

「いや、通信形態も違うしな。向こうから断ってきた」

「……傍受できるような装置は、あるわけない、かな？」

「あるわけないだろ。だいたい向こうはスペクトラム拡散方式使ってるんだ。あれは電波の探知だって難しい。……高い物使うな、向こうも」

　なぜか金の話題にしてしまう赤川に、大田は言った。

「君の生活は苦しいのか？」

「家のローンはまだ……」

　うっかりそんなことを言ってしまった赤川は、きまりが悪そうに大田から目を逸そらした。逸らした先には、優樹が牌を一萬から九萬まで積み上げ、その上にさらに一イー索ソーの牌をのせようとしている。隣となりでは夏純が、火のついていない煙草タバコを咥くわえて珍しくおとなしくその様子を見守っていた。

「……それで」

　赤あか川がわが言葉を続けようとした途端、牌ハイの塔が崩れて九つの牌が机と地面に落ちていった。

「おっさんの馬ば鹿か」

「いや、これは赤川さんのせいじゃないです。ちょっと指が震ふるえて……」

　夏か純すみと一緒に牌を拾い始めた優ゆう樹きは、四枚の牌を左の掌てのひらにのせた。牌が崩れた原因は、指のせいではない。何かが聞こえて、集中力が途切れたからだ。

　何かが、叫んだ、ような気がした。左手が震えて、牌が指の間から零こぼれ落ちる。

　一イー索ソーに土がついた。




　緊急捕ほ縛ばく部隊第一班全員が、その音を聞いた。銃声であることは間違いないのだが、彼らの聞き慣れた散弾銃や擲てき弾だん発射器とは明らかに違う音だ。二回聞こえた。

「……班長、何でしょうね。今の」

　太た一いち朗ろうが小声で隣となりにいる柳やなぎに話し掛けた。それは班員全員の総意と言ってもよい疑問であった。

「米軍がアヤカシと遭遇したのかもしれないな」

　虎とら司じは暴れていないだろうか。そんなことを心配する。実はこの時、木き島じまも虎司のことを心配していた。もっとも彼の心配は太一朗とは異なり、『あの可愛かわいい虎とらが怪け我がをしていないだろうか』というどこかずれたものだったが。

「……音の聞こえた方に向かう」

　訓練開始から既に三時間が経過している。太陽の位置は高く、枝の隙すき間まから光が差し込み陰陽の区別をくっきりと照らし出していた。しかし八名が音の方向に向かい始めて十分も経たたないうちに、再び彼らの足は止まることになった。

　四人ほどの人間が、正面から彼らの方向に歩いてきたからである。その装備は緊急捕縛部隊のものではなかった。

「ＳＢＨＲＴだ……銃を下ろせ」

　柳の言葉で、全員が銃口を下に向けた。人に銃を向けてはいけない。それは警けい察さつ官としては基本事項である。ＥＡＴは特殊な部隊ではあるが、警察機構に属する警察官なのだ。

　先頭にいた太一朗は、近付いてくる彼らの装備を見た。迷彩調の野戦服や、ヘルメットにゴーグル。この辺りは捕縛部隊とそう変わらない。だが、ボディ・アーマーと持っている銃器が違う。ボディ・アーマーは装甲より軽量化と機動性を重視しているようで、捕縛部隊の物よりだいぶすっきりしていた。右肩の部分には、抜きやすいように柄の部分を下側にしたナイフが装着されている。あれがＳＢＨＲＴ特注品の神銀鋼製ミステイツクメタルナイフなのだろう。

　そして彼らが持っている銃器は、Ｍ１６Ａ３ライフルだった。レシーバー上部のキャリングハンドルを外して、スコープを装着している。全長一メートルのそれを抱えてやってきた彼らは、ごく普通の速度で第一班の近くまでやってきた。

「木き島じま、来い」

　隊列の中ほどにいた木島が班長に呼ばれて前に出たので、太た一いち朗ろうは自然と後ろに下がった。木島は英会話が班の中では一番上手なので、通訳代わりに呼ばれたのだろう。太一朗の場合読み書きはそこそこできるが、米国人と会話を成立させられる自信はない。前方で英語による会話が始まったので、太一朗は他ほかの班員と共に周囲の警けい戒かいをすることにした。

　亜熱帯気候なのでよく見れば木の葉や形が違うのかもしれないが、木の種類に詳しくない太一朗にはよくわからない。先の大戦時にここで死んだ人間の数があまりにも多かったので、死臭を消すために木を植えたとかいう話を聞いたことがある。その木の名前も聞いたのだが、結局太一朗は思い出せなかった。

　何となく木々を一本一本眺めていた太一朗だが、その中に妙な傷の付いた幹を見付けた。近寄ってみると、それは猫ねこが爪つめを立てて引っ搔かいたような痕あとだった。ま新しいその痕は猫の物にしてはやけに大きく、木の幹に深く食い込んでいる。

（……相あい川かわの爪、か？）

　木の周辺の土は乾いているので足跡らしきものは残っていないが、この近辺に虎とら司じがいたことは間違いない。米軍の連中と遭遇したのだろうか。

「どうした、山やま崎ざき？」

　木を見つめている太一朗を不思議に思ったのか、浪なみ野のが近付いてきた。

「見てくださいよ、これ」

　太一朗が指し示すその痕を見て、浪野が眉まゆをしかめる。

「……こりゃあさっきのアヤカシだな。相川、とか言ってた。お前、知り合いなのか？」

「ええ、少し。変な奴やつですけど、あまり悪い奴じゃないですよ」

「ふーん……まあいいけどな。狂犬病なんかうつされるんじゃないぞ」

　浪野にとってそれは冗談だったのかもしれないが、太一朗はむっとした。虎司のことを友人だと思ったことはない。それでも太一朗は彼のことを嫌いではなかった。

「あいつは犬じゃないし、病気なんて持ってませんよ」

　その口調に込められた不機嫌に浪野は気が付いたようだが、太一朗を見ただけで何も言わなかった。

「集合！」

　柳やなぎの号令がかけられたので、太一朗と浪野の会話はそこで中断された。全員が集合するのを待ってから、柳が説明を始める。その少し離れた場所では、ＳＢＨＲＴの面々が佇たたずんでいる。用が済んだならどこか行けばいいのに。太一朗はそんなことを内心で考えた。

「彼らはあの虎型のアヤカシと遭遇して、戦せん闘とうを行なったそうだ。虎はすぐに逃走を始め、北東の方向に行ったらしい。我々も追ってみよう」

　その言葉を聞いて、太た一いち朗ろうは不ふ審しんに思った。あの虎とら司じが二発の銃弾を食らっただけですぐに逃げるとは思えない。それにＭ１６の銃声と先ほど聞こえた銃声は別物のような気がする。

「班長」

　太一朗が手を上げて発言を求めた。太一朗の意見具申はそう多いことではない。他ほかの七名が注目する中、太一朗は進言した。

「まずこの近辺の捜索をした方がいいと思います。近くの木にアヤカシ……相あい川かわの爪つめ痕あとが残っていました。それに北東に行くと見せかけて、またこの辺りに戻ってくる可能性は高いです。相川が逃げたとして、そのまま逃げるとは思えません」

「……そうか。お前は抜けているし勘が鋭するどいわけでもないが、アヤカシの行動心理はわかるのかもしれんな。ではこの近辺であのアヤカシの痕こん跡せきを探してみよう。俺おれと木き島じまはこの場で待機。残りは二名一組となって周囲の捜索に当たれ。自分の位置を見失うな。散開」

　緊急捕ほ縛ばく部隊第一班は、あらかじめ決められていた組み合わせで行動を開始した。彼らの様子を見ていたＳＢＨＲＴの面々もまた、この場から離れていく。

（……あの連中、俺おれたちを偵てい察さつしてたのかな）

　太一朗はそう思ったが、確信は持てない。仮に偵察していたとしても、その理由がわからない。彼らが自分たちを偵察することに何の意味があるのか。

「山やま崎ざき、何ぼけっとしてるんだ。行くぞ」

　浪なみ野のが声をかけてきたので、太一朗はそこで自分の思考を止めた。要は虎司を見付ければいいのだ。そして捕縛できれば何の問題もない。さすがに浪野と二人ではつらいだろうが。今度会ったら、ちゃんと声をかけずに正々堂々と狙そ撃げきしよう。そこまで考えて『正々堂々と狙撃』という言葉が間違っているような気がしたので、他の言い回しを考案する。

　しかし太一朗の考えは結局役に立たなかった。彼はもうこの島では虎司に会うことができない。それを太一朗が知ったのは、だいぶ後のことだった。




　後脚の爪で耳の裏を搔かくと、毛が抜けた。あまり毛を落としたくはないのだが、痒かゆいのだからしかたがない。木陰で寝そべっていたネジは、人の気配を感じながらどうしようかと考えていた。こうして勇んで来てはみたものの、百人以上はいるであろう人間たちの中から、〝奴やつ〟一人を見付けるのは容易なことではない。いっそのこと全員殺してしまえばいいのだろうが、残念ながらネジには一度に百人殺すことはできない。

　こういう時、人間は便利だと思う。爆ばく弾だんとかミサイルとかを使えば、百人くらい一分とかからずに殺してしまえるのだから。

　目に付いた連中を片っ端から各個撃破していけば、いつかは〝奴〟にたどり着くかもしれない。しかしこの島にいる連中は、銃を持って集団で行動しているのでやりにくいことこのうえなかった。だがいつまでもおとなしくしているようでは、この島に来た意味がない。せっかくこんな孤島まで〝奴やつ〟が出向いてきたのだ。これは絶好のチャンスである。

〝奴〟を殺す。そのためだけに、今まで生きてきたのだから。

　殺した後のことは、考えていないけれど。

（殺した後に考えればいいわよね）

　ネジは鼻で大きく息を吸った。そのまま寝ようとしたが、ある臭においに気が付く。

　血の臭い。それだけではない。どこかで嗅かいだことのあるような臭いがする。ネジはゆっくりと身を起こすと、足音を立てないようにそろそろと歩き出した。毛が逆立っていくのが自分でもわかる。

　誰だれかが自分を見ている。それも、そう遠くはない場所から。

（……なら、見付からないように歩くのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいわよね）

　ネジは手近の木に駆け上った。枝が折れて、葉が体に当たってばさばさと大きな音を立てる。そしてそれ以上に大きな音がネジのすぐ下にぶつかり、弾はじけた。彼女が森の上空に出ると同時に、駆け上った木がゆっくりと倒れていく。木の焦げる臭い。

　一いつ旦たん森の外に出たネジの目に、太陽と雲が飛び込んできた。遠くでは海が太陽の光を反射して、真っ白に輝かがやいているのが見える。彼女の頭の目が見たのはそんな光景だったが、尻尾しつぼの蛇へびの目が見ていたものは違っていた。

　木に駆け上った瞬しゆん間かん、何かが飛んできた。それが何かまではあまりにも速すぎてわからなかったが、着弾点だけはしっかりと見ていた。飛んできた方向はある程度見当を付けられる。

　浮き上がった自分の体を空で反転、頭から森の中に突入をかけた。頭に血が昇る。体温が上がっていく。四肢に力が入る。

　木の焦げ臭さが鼻をついた。他ほかの木々に支えられてまだ立っているその木を蹴けり付け、勢いを増した。倒れた木を踏み越え、草と土を蹴散らしながらそこに向かう。見えた。長い鉄の筒と、それを伏せた姿勢で構えている人間。大きな鉄砲だ、とネジは思った。隣となりには双そう眼がん鏡きようのような物を構えた人間がいて、何かを喋しやべっている。

　その鉄砲の先端から、目の眩くらむような閃せん光こうと轟ごう音おんが発した。

　地面が爆ばく発はつして、土煙が上がる。

　ネジの跳ちよう躍やく。木に駆け上り、枝から枝を跳ぶ。彼女の体重で木が折れる前に次の枝に移り、人間どもの側そばに来たところで跳びかかった。すぐ目の前に人間がいた。大きな威力を持つ鉄砲のようだが、一・二メートル近い長さを持ち三本の脚で銃身を支えているそれは、当然ながら咄とつ嗟さに銃口の向きを変えることはできない。

　まずは双眼鏡を持っていた人間の方を片付けることにした。既に逃げ腰になっていたその背中に、頭からぶつかる。倒れ込んだその背中に、五本の爪つめを突き立てる。そのまま力を込めて横に薙なぐと、千切れた腸と一緒に肉と血が近くの木にまで飛んでいった。生死の確認もそこそこに、もう一人の方に向き直る。

　まだ逃げていない。ネジが一人殺している間に、鉄砲の銃口を無理やり変えていたようだ。人間にとっては結構重いであろうその鉄砲を持ち上げて向きを変えた時には、ネジが走り出していた。

　そして、普通なら伏せた体勢で撃うたなければならないそれの引き金を、立ったまま引いてしまった。

　横に跳んで逃げたネジは、鉄砲を撃った人間が後方にひっくり返るのを顔の目で見た。

　尻尾しつぽの蛇へびの目は、腹半分を失いながらも何とか膝ひざ立ちになった人間が、仲間の銃弾により上半身を四散させるのを見ていた。細かくなった肉の破片が空中で燃え尽きて、地面に灰を落としていく。残った両足が倒れ、少しだけ原形を保っていた手や頭が、周辺に散らばった。

　あれに当たったら、自分の体ももげてしまいそうだ。当たらなくてよかった。冷や汗をかく余裕ができたネジは、もう一人の人間にとどめを刺すべく走り出した。もう彼の手に武器はない。地面に転がった銃身を飛び越え、立とうとしている人間の側そばに着地した。

　顔を見る。見慣れた人間の顔とはどこか違うような気がしたが、気にせずその額ひたいに爪つめをかけた。目、鼻、頰ほお、口に至るまで、四本の赤い線が縦たてに走る。悲鳴を聞きながら、その首に嚙かみ付いた。口の中に血と肉の味が広がる。鉄を舐なめた時に似た、どろりとした液体の味。雑食のためか臭味のある、独特の味。柔らかい肉の中に牙きばが食い込み、骨に達するまでそう時間はかからなかった。骨こつ髄ずいの味は、血の味に負けてよくわからなかった。

　首の部分を喰くった。

　顔が、地面に落ちる。

「……ああ、疲れた」

　口をもぐもぐさせて首の部分を飲み込んでしまうと、ネジは爪つめの間に挟まった肉を舐めとった。血で汚れた爪も舐めて綺き麗れいにすると、鉄砲に近付く。こんな物ぶつ騒そうな物は壊こわしてしまった方がいい。

　大きな銃だな、とネジは思った。先端に比べてレシーバー部分がやけに太い。スコープが付いているということは、狙そ撃げきをするための鉄砲なのだろう、とネジは考える。ネジが見たことのある銃とは少し違っていた。たいていの銃は一メートルに達しない物が多いのだが、これはそれを超えている。足先で持ち上げてみたら、八キロくらいあった。あまり銃のことを知らないネジは、大きい銃は撃ち出す銃弾も大きいから当たると痛いのかな、と漠然と思う。しかしこんなでかい銃で撃たれたら、痛いだけではすまなそうだ。頑丈さにはそこそこ自信はあるが、人間がああもばらばらになるのを目撃した後ではその自負も揺らぐ。

　ネジは自分を撃とうとしたそれが、軽装甲車両などを狙撃するためのアンチマテリアルライフルであることは知らなかった。

（怖い鉄砲ねえ……）

　まだ熱いその銃身を牙きばと爪つめを使ってただの鉄棒に変えたところで、ネジは当たり前のようなことに気が付いた。

　なぜ、彼らはここにいるのだろう、と。

　もちろん、この場所で緊急捕ほ縛ばく部隊や捜査第六課、そして米軍との合同訓練が行なわれていることは知っている。だがこの大きな鉄砲は、訓練で使うにはあまりにも大きく危険すぎる。こんなもので撃うたれたら、アヤカシだって死ぬ。

　死ぬ。

　人間がアヤカシを殺すための物。

　この人間たちは、アヤカシを殺すためにここにいた。

　自分がここにいることが人間たちにばれて、だから彼らはここにいるのだろうか。いや、そうではないだろう。ネジは否定する。自分よりも相手にしやすいであろうアヤカシが、ここにはいるはずだ。

　政府に所属する捜査第六課のアヤカシたち。この人間たちは彼らを殺すためにここにいたのだろう。どおりで日本人らしくないはずだ。日本政府はそう簡単に甲種指定生物を殺しはしない。自らの傘さん下かにいるであろうアヤカシを殺したりはしない。

　乙種指定生物だって、そう簡単に殺されはしないはずなのに。

　嫌なことを思い出した。首と尻尾しつぽを回して、頭から振り払う。今はそんなことを考えている場合ではない。

　こいつらの目的が自分ではないのなら、どうでもいい。ネジはそう考えた。考えたものの、結局彼女は、周辺の探索にとりかかった。彼女にとって捜査第六課のアヤカシたちは味方ではないものの敵でもない。もし人間に殺されるようなことがあっても敵かたきを取ってやろうとまでは思わないが、決していい気分にはならないだろう。自分ではあまり考えたことはなかったが、ネジは気のいい鵺ぬえであった。

　周囲の気配を探りながら、ネジは最初に嗅かぎ取った血の臭においの方向へと歩いていく。

　地面に鼻を着けるように歩いていたネジは、人間以外の臭いを見付けた。一度だけ嗅いだ覚えのある臭い。それがどこかを思い出そうとしたネジだが、歩いているうちに考えている暇がなくなってしまった。

　腹が地面に着きそうなほど、低い姿勢を取った。頭の位置を下げ、木に隠れながら前に進む。捩ねじれた尻尾が、空に向かって立つ。自分では真っ直すぐ立てているつもりなのに、蛇へびの頭は横を向いていた。

　しかしそんな尻尾の捩じれ具合を悲しんでいる場合ではなかった。

　自分には理解できない話し声が、十メートルくらい先から聞こえてくる。音を立てないように、そっと顔を出す。

　森の中にあるほんの少し開けた空間に、六人の人間がいた。そのうち半分が地面にしゃがみ、半分は銃を構えて周囲を見張っている。格好はさっきの連中と変わらない。持っている銃が違うが、先ほどのよりはだいぶ小さかった。

　だがネジが気になったのは、そんなものではない。地面に這はいつくばっている人間たちが囲むそれを見た時、頭に血が昇りすぎて目が暗くなった。

　黒い縞しま模様の美しい毛皮に、べったりと血が張り付いている。後ろ脚二本がまるごと消えており、地面に垂れた長い尻尾しつぽが時おり痙けい攣れんしていた。人間が見れば変わった模様の虎とらにしか見えなかっただろうが、ネジにはそれがアヤカシだということくらいすぐわかる。

　そして、〝彼〟が誰だれだか思い出した。自分があの片かた倉くら晃こうに殺されそうになったのを、成り行きかもしれないが助けてくれた相あい川かわ虎とら司じ。元捜査第六課の甲種指定生物。

　ネジの決心はすぐに固まった。

　自分は彼に助けられたのだから、自分は彼を助けなければならない。その思考の間に何の疑いも迷いもなかった。

　だがやみくもに突っ込むことはできなかった。このまま飛び出せば、ネジは間違いなく銃で撃うたれる。狙ねらいがしっかりしていない限りそうは当たらないが、数多く撃たれれば結局は当たってしまう。一発当たれば痛さで動きが鈍るし、動きが鈍ればさらに撃ち込まれる。それに銃を持っている三人を一度に殺さなければ、意味がない。一人殺す間に、他ほかの二人が銃でネジを撃つだろう。

　さてどうしたものか。ネジは普段から体内に溜ため込んであるエネルギーを尻尾から放電して、武器にすることができる。しかしその方向をネジ自身が制御できないので、近距離ならともかく飛び道具としては使えない。捩ねじれた尻尾のせいだ。目くらましには使えるだろうが、そこにいる六人全員がごついゴーグルを着けているので、効果は期待できそうにない。

　ここは一つ覚悟を決めて飛び込もうか。そう決心したネジに、好機が訪れた。何やらわからぬ言葉で会話が交わされ、その場にいた六人の意識が周囲ではなく会話に向けられたのだ。それを見逃すネジではない。伏せた体勢から立ち上がると、地面を蹴けって彼らの前に飛び出した。

　電光石火。

　体当たりで一人を押し倒す。右肘ひじの辺りに後ろ脚を置いて骨を折る。手て応ごたえあり。気が付いた二人の人間が銃をネジに向けた。その銃口から逃れるように、三人の人間に囲まれた虎司の方へと向かう。後ろの二人は同士討ちを避さけるためにそう簡単には撃てないはずだ。案の定、発射された銃弾はネジが通り過ぎた地面にめり込む。

　しかしネジの目の前にいる三人もまた、拳けん銃じゆうを構えていた。既に距離は五メートル、ネジの大きな体には当てやすい。

　音はほとんどしなかった。ネジの毛を熱い小さな塊が焦がしていく。合計五発、だがそれはネジの動きを止めるまでには至らなかった。右前脚と左前脚で何やら機械のごてごてついた顔を二人まとめて切り裂いた。これで充分戦う力は削そげる。とどめは後で刺せばいい。

　二人の相手で脚が塞ふさがっている間に、残る一人の手首を尻尾しつぽで叩たたいて銃を落す。拾おうとするその手を、拳けん銃じゆうごと踏み砕いた。手袋をしているせいか、血はあまり出なかった。脚が汚れないのは結構なことだ。

　尻尾の目は、油断なく彼女の背後を見張っている。一人が仲間を撃うたないように慎重に狙ねらいを定め、もう一人は口元の小さな機械に何か喋しやべっていた。ネジは足元に転がっていた人間の首筋を嚙かむと、その体を二人の人間の方へと投げる。少々重かったそれは、地面を転がるように二人の人間へと飛んでいき、彼らの足元を強きよう襲しゆうした。尻しり餅もちをついたそこに、ネジが跳びかかる。

　まず前脚二本の爪つめを腹部に突き立てると、真横に裂いた。心臓を狙った方がいいのだが、この人間たちは胸の辺りに硬い金属があるのでやりづらい。こうしておけば、出血多量で死ぬだろう。もう一人も同じように腹を裂く。

　これで六人とももう立ち上がることはできない。少し安心したネジだが、念には念を入れてしっかり殺しておくことにした。全員の頸けい骨こつを脚で砕く。一分とかからなかった。

　ほっと一息ついたネジは、少し小走りになって虎とら司じに近付いた。
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　綺き麗れいな獣けものだった。自分の毛づやにあまり自信がないネジには羨うらやましいくらいだ。だが後ろ脚二本を失い、顔を目やにと鼻水と涎よだれで汚し、その口には枷かせをはめられ、毛皮を自らの血で彩るその虎とらは、美しさを大幅に損なっていた。背中には穴が幾つも開いており、乾いた血が周辺の毛にこびりついている。

（ひどいことをするわね……）

　ネジにとって人間を殺すことはひどいことでも何でもないが、アヤカシを傷付けることは『ひどい』ことであった。

「ねえ、生きてるの！」

　枷かせを牙きばで引き千切ろうとしたが、どうもうまくいかない。留め金を爪の先で引っ掛けて、何とか外してやった。目やにが固まって瞼まぶたが開けづらそうだったので、舌で舐なめ取る。鼻の頭がからからに渇いているので、そこもついでに舐めて湿らしてやった。それに気が付いたのか、虎とら司じがうっすらと目を開ける。

「……大丈夫……にはとても見えないけど、生きてるみたいね」

　ネジは虎司の今はない後ろ脚を見た。焼け爛ただれた肉と骨の中に、金属の欠片かけらが混じっている。その隙すき間まからは血が滴り落ちて、地面と彼の毛皮を赤くしていた。

「痛いでしょうけど、前脚二本で這はえばあんたの仲間たちのところに行けるでしょ？　できれば連れてってやりたいけど、そんな暇も余裕もあたしにはないのよ」

　返事はない。喋しやべれないほど痛いのだろうか。最初ネジはそう思ったが、虎司の首筋がやけに薬臭いことに気が付いた。よくよく周囲を見ると、注射器が転がっている。あの人間どもは何やら薬物を使用したらしい。だから喋れないし、動けないのだろうか。

「ねえ、ちょっと。しっかり喋りなさいよ！」

　鼻先で頰ほおの辺りを押した。

「…………誰だれ……だ……？」

　聞き取りづらい、小さくくぐもった声が虎司の喉のどの奥から洩もれ出した。ネジのことはしっかりと見えていないらしい。

「誰でもいいでしょ、通りすがりのアヤカシよ。あんたが人間にひどい目にあってるから、助けたの！　しっかりしなさいよ、あんなのにやられるなんて」

「…………人間って、意外と強ぇんだなあ……」

「人間の強さは昔から変わらないわよ。持ってる物が強くなっただけ。銃は怖いのよ、最近の若いのはそういうこと知らないんだから……」

　などとのんきに会話をしている場合ではない。あの連中は通信機のような物を持っていたのだから、最後に仲間と連絡を取ったかもしれない。

「ねえ、早く移動しなさいよ。さっきの奴やつらの仲間が来るわよ。もっとひどい目にあうわよ！」

「…………脚に、力が入らねえんだよなあ……」

「でしょうね、二本ないもんね……」

　何となく周囲を見回したネジは、それを見付けた。透明の袋に入った、二本の脚。黒の縞しま模様が、それが虎とら司じの物であることを証明している。ネジはそれを咥くわえて虎司の鼻先に置いた。

「あんたの脚よ」

「…………ちゃんと…………繫つながっかなあ……」

　腿ももに当たる部分がほとんどない。その袋の隣となりには、彼の物らしい肉の欠片かけらが入った袋もあったが、繫ぎ合わせるのは無理そうなのでネジは無視した。

「無理やり繫げて、足りないところが生えてくるのを待つしかないわよ。まあ、半年あれば大丈夫じゃない？　……とにかく、さっさとこれ持って帰りなさいよ。あたしだってあんたに付き合ってるほど暇じゃないんだから」

　聞いているのかいないのか、虎司はほとんど目を閉じている。舌が犬歯の間からだらりとはみ出して土を舐なめていた。

「……あたしは行くわよ、後は知らないんだからね」

　人間たちの屍しかばねを踏み越えて、ネジはその場から十メートルほど離れた。これ以上関かかわっている暇はない。この島には〝奴やつ〟がいるのに。虎司を捜査第六課のいる場所まで連れていくことなどできないのだ。

　そう思った。それでもネジは振り返ってしまう。虎司が動く気配はない。

「……もう、しょうがないわね」

　見捨てることはできなかった。再度虎司に近付くと、首筋を嚙かんで揺らす。

「森の外まで連れてってあげるから、背中に乗んなさいよ。あたしの首嚙んでおけば、落ちないでしょ？」

　地面に這はってできる限り体勢を低くする。だが、虎司はまったく動かない。もはやネジの言葉も聞こえていないようだ。

「……あたしだけじゃ背中に乗っけられないのよ！　しっかりしなさいよ、背中に乗るの！　死ぬわよ！」

　耳元に口を寄せて怒鳴りつける。耳の毛がぴくぴくと動いたが、それだけだ。相変わらず反応はない。こうなったら、最終手段である。ネジは虎司の首筋を嚙んで引き摺ずり始めた。思ったほど重くはなかった。脚の分だけ軽くなっているのだろうか。

　五メートル引き摺ったところで、虎司の脚のことを思い出した。取り残された袋を咥くわえて、虎司の元へ戻る。そこで、困ったことに気が付いた。虎司自身を咥えると、この袋を持つことはできない。ネジが物を運ぶ手段は、この口しかないのだ。体にくくり付ければ運ぶこともできるが、ネジの脚ではそんな細かい作業はできない。

「……ちょっとあんた、せめてこの袋咥えてなさいよ。あんたの脚なんだから、あんたが持たないでどうするの」

　何を言っても虎司は動かないので、前脚で上顎あごを上げさせてその口の間に袋の端を置く。顎を閉じさせると、一応は咥えた格好にはなった。途中で落ちるかもしれないが、その時はまた咥くわえさせてやらねばなるまい。

　ネジは再び虎とら司じを引き摺ずって歩き始めた。このまま飛べば虎司の口から脚が落ちるし、何より彼の首の皮が彼自身の体重に耐えられずに破けるだろう。地道に進むしかない。草を潰つぶしてその汁が毛皮についても、木の根に体をぶつけられても、虎司はやはり動かなかった。

　死ぬのだろうか。少しネジは悲しくなった。命の恩人だし、綺き麗れいだし、死んでほしくない。少し脚を早める。引き摺られる彼も痛いだろうが、引き摺っているこちらも顎あごが疲れるのでおあいこだ。意識が虎司に集中しがちになるので、そのぶん尻尾しつぽをぐるぐる回して周辺を警けい戒かいする。このまま誰だれとも遭遇せずに進みたいものだ。

　だが、そのネジの願いは届かなかった。

　それはネジにとって不幸だったが、相手にとっても不幸だった。




「なあ、山やま崎ざき。お前、六課に出向してる時に、あのアヤカシに会ったのか？」

　真っ黒い毛が落ちているのを見付けてしゃがんでいた太た一いち朗ろうは、浪なみ野のの言葉に顔を上げた。

「会ってますよ」

　一言答えると、また地面を見る。この黒い毛は虎司の物なのだろうか。この辺りを通ったのだろうが、どちらに行ったかはわからない。草を踏んだような跡は残っているが、それを追うのはかなり難しいだろう。

「……何て言うかな、お前ってアヤカシ嫌いなのは全然変わってないのな」

「そうですか？」

　虎司の痕こん跡せきを探している太一朗は、あまり浪野の話を聞いていなかった。あっさりと聞き流したその太一朗を、浪野が見下ろす。

「お前、ためらいもせずに撃うったじゃないか。いくら相手がアヤカシで、訓練で、ゴム弾でも、知り合いなら少しは撃つのに躊ちゆう躇ちよしたりしないか？」

　太一朗の意識が、一気に浪野の言葉へと流れ込んだ。

「撃つのに躊躇しろって言ってるわけじゃないぞ、俺おれは。俺たちの仕事は捕ほ縛ばくでもあるけど、いざって時は殺す仕事なんだからな。……でも、お前がアヤカシの巣そう窟くつに行ったのは、六課の連中と仲良くなるためだろ？」

　撃った。自分は相あい川かわ虎司を撃った。アヤカシで、訓練で、ゴム弾だから。

　アヤカシを撃つことを、躊躇ためらったことなどない。あのフレデリック・アシュトン・クロフォードという名の吸血鬼も撃った。相川虎司も撃った。

　高たか橋はし幸こう児じも、撃って殺した。

　そこに後悔という言葉はない。

　生き物を撃って殺して、何も感じない。それが意味するものを、太一朗は自覚したくなかった。

「……自分は」

「人が来るぞ、山やま崎ざき」

　太た一いち朗ろうの言葉を遮ると、浪なみ野のが擲てき弾だん発射器を肩に担いだ。太一朗も散弾銃の銃床を地面に突いて立ち上がる。

　木々の向こうから現われたのは、先ほども見たＳＢＨＲＴの二人だった。もっとも顔はゴーグルで隠れているので、本当にさっきの面子メンツと同じなのかはわからないが。

「……また出たな。……本物の外国人の発音って聞き取りづらいんだよな……」

「がんばってください、自分はヒアリング苦手です」

　一歩下がって浪野の後ろに佇たたずむ。浪野と二人の会話が始まったが、やはりＳＢＨＲＴの英語は聞き取りづらいものがあった。浪野の喋しやべっている英語の意味は何とかわかる太一朗だったが、相手が何を言っているのかよくわからない。浪野もそう感じているようで、会話の端々に『もっとゆっくり言ってください』と言う意味の英語を挿入しているのだが、あまり効果はないようだ。米国人は日本人が嫌いなのだろうか。太一朗は単純にそんなことを考え、すぐに意識が別の方に流れた。

　その兆候は、昔からあった。それこそ、緊急捕ほ縛ばく部隊に入隊を志願した時からあったのかもしれない。あの頃ころは、アヤカシは化け物で殺して当然の生き物だと思っていた。

　捜査第六課に出向して、その思いは、変わったと思っていた。

　しかし実際はどうだ？　アヤカシを撃うち、二重雑種ダブルブリツドを殺し、そして恐れられ。




　いったい、俺おれは何なんだ？




　この場にいる四人は、決して周囲を警けい戒かいしていないわけではなかった。しかし浪野は目の前にいる外国人二人との会話に集中しなければならなかったし、その二人は自分たちに課せられた任務のためにどうしようもない会話をだらだらと続けていなければならなかった。そして残る太一朗は、自らの心に生まれたある猜さい疑ぎ心で一杯だった。

　この島で普通に訓練が行なわれていたのなら、それでもよかっただろう。しかし、この島のこの森の中にいるアヤカシたちは、もはやこの場が訓練の場ではないことをその身をもって知っていた。

　ここは戦場だった。




　ネジは迷っていた。人間たちがいる。もちろんネジの方にはまだ気が付いていない。だがこのまま虎とら司じを引き摺ずっていけばすぐに見付かる。今さら進路を変えたところで、彼を引っ張っている以上痕こん跡せきは残るし音も立ててしまう。

（……やっちゃおうかしら）

　進路にある障害物をどかすのは、当然のことだ。ネジは虎とら司じの首から口を離すと、彼の顔を見下ろす。生きてはいるようだが、先ほどから動きはない。耳元に口を寄せて、そっと囁ささやく。

「いい、ちょっと邪じや魔まな連中片付けてくるから、動いたり喋しやべったりしないでよ」

　聞いているのかいないのかわからないが、それだけ言うとネジは四人の人間たちを観察した。三人は何やら話をしており、残る一人は銃を持って突っ立っている。狙ねらうのはあいつからだろう。他ほかの三人は銃を片手で持っているが、彼だけは両手で持っている。あの中では、構えるのが一番早い。

　そこまで考えて、ネジは四人の格好が先ほどの連中と異なることに気が付いた。もしかしたら、本当に訓練をやっている連中なのだろうか。『必要以上に人間を殺してはいけない』と浦うら木きに言われた覚えがある。裏を返せば『必要なら殺していい』というわけで、ネジはそれなりに人間を殺してきた。殺した後は死体を片付けることが絶対条件である。

（あ、死体の始末忘れちゃった）

　虎とら司じに気をとられて、すっかり忘れてしまっていた。後で片付けに行こう。ネジの『片付け』とはすなわち死体を胃の中に収めることだが、八人はいかにも多すぎた。そこにこの四人まで食べたら、腹がもたれそうだ。

　そんな理由で、ネジは彼らを殺すのをやめた。だが戦せん闘とう能力は奪っておいた方がいい。

　ネジは、茂みから飛び出した。ついでに吼ほえて人間どもを威い嚇かくする。

　音には全員が気付いたが、銃を構えるのはやはり両手で持っていた人間が早かった。体当たりで押し倒すと、引き金が引けないように右手を食い千切った。骨の太い人間だった。

　残り三人が動き出す。そのうち一人の動作が少し遅れた。そいつが次の標的だった。構えようとする鉄の筒に嚙かみ付いてやり、首を振る。簡単に吹っ飛んで、木に激突して崩れ落ちた。残り二人を振り返ると、彼らは既に逃げ出している。仲間を見捨てて逃げるなんて薄はく情じようだ、とネジは思う。今倒した二人と逃げた二人の格好は違うので、仲間ではないのかもしれない。

　殺す気はないが、腕くらいは折っておかないと後で銃を撃うたれるかもしれない。だからネジは追った。森の中を走ることにネジは慣れていたし、彼女と比べればその二人の足は悲しいほど遅い。五秒でその背後に迫る。

　その背中に頭からぶつかる。倒れたその人間を踏み付け、まだ逃げるもう一人も同じように倒した。二人とも右手を嚙み千切るとその場に吐き出す。最初に喰くった男の手がまだ口の中に残っているので、食べる気にならない。転がった銃二つをしっかり折っておくと、ネジはその二人のふくらはぎに嚙み付いてその肉を服ごと千切った。こうしておけば歩くのがつらいだろう。足首にしなかったのは、ネジなりの慈悲である。

　何やら叫びが聞こえたが、気にもならない。虎司の方がよほど気掛かりだ。

　先ほどの場所に戻ると、右手をなくした男が銃を杖つえにしながら立ち上がり、自分の仲間に近寄ろうとしていた。ネジが戻ってきたことにも気が付いていないようだ。放っておいても自分の脅威にはならないだろうが、念には念を入れてあの銃は壊こわしておこう。ネジは男に歩み寄ると、そのふくらはぎに軽く嚙かみ付いた。

　男は前のめりに倒れたが、それでも銃を離さない。ネジは男の背中に乗ると、その左肘ひじに嚙み付いて牙きばを立てた。どうもこいつらの着ている服は、牙が通りづらい。今までは勢いにまかせて嚙みまくってきたが、顎あごが結構疲れてきた。それにこいつの肉はあまり美味うまくない。喰くうのはやめて、前脚を肘にのせて骨を砕くだけにした。これで動けないだろう。その男の頭を踏み付けて、ネジは最後の男の元へ向かおうとした。右手を千切っておかなければならない。

　自分の後ろ脚に何やら違和感を覚えたネジは、尻尾しつぽの目でそれを見た。右手を失い、左腕も使えなくなった男が、ネジの脚に嚙み付いている。汗をだらだらと流し、痛みに堪えながら、それでも自分の仲間を救うためか、ネジの歩みを阻もうとしている。顔はよく見えないが、その目だけは見えた。怒りが、その瞳ひとみの中で渦を巻いている。

（……見上げた根性ねえ……）

　人間は嫌いだが、この気迫はたいしたものだ。それだけは感心する。後ろ脚を軽く動かしただけで、男の歯はネジから外れた。その男の足に近付き、膝ひざの裏に前脚を乗せる。体重をかけて力を込めた。着ている物は牙が立てづらくとも、単純な圧力に人間の骨は耐えられない。折れたことを音と脚の裏で感じると、もう片方の足も同じように折ってやった。

　片を付けると、まだ起き上がらない人間の方へと歩き出す。その間ネジの尻尾は男の動向を見ていたが、右肘や膝を使って無駄なあがきを続けていた。無理に動くから、右手首の出血がひどくなっている。

　自分の仲間にネジの接近を気が付かせようとうめいているが、そんなかすれた声ではネジの耳にもろくに届かない。

（やっちゃった方が、楽になるかしらね）

　立ち止まったネジは、背後で蠢うごめいている男の行動を見ながら思った。しかしあの人間を食べることを考えると、げっそりしてしまう。これ以上は放っておくことにした。木の幹にもたれて動かない人間は、打ちどころが悪かったのか気を失っている。手から離れた変な形の筒を折ると、その男の手首に嚙かみ付こうとした。

　だがここでネジは少しだけ優しくなった。背後の男の気迫はたいしたものだ。それに免じて、この男は五体満足のままにしてやろう。どうせ武器は潰つぶしたのだ。もう自分の敵にはなるまい。ネジは虎とら司じのいる茂みの中に戻ると、また首筋を咥くわえて前進を始めた。




　痛いな、と山やま崎ざき太た一いち朗ろうは思った。どこが痛いのか、自分の目で見ないとよくわからないほど痛い。何やら自分の目の前を黒い物が引き摺ずられていたような気がする。まさか浪なみ野の先せん輩ぱいの死体だろうか。そんな考えを振り切って、かすむ目を開ける。

　遠い。すべてが遠い。視力はいいはずなのに、ろくに物が見えない。叫びたくとも、声が出ない。自分の体を動かすのが、これほど大変なことだとは思わなかった。右手を地面に突こうとしても、うまくいかない。とりあえず仰あお向むけになるため、動く肩の力で体の向きを変えた。背中の荷物が重い。

　仰向けになっても、空はあまり見えなかった。太陽の光は少し差し込んでくるが、目に眩まぶしいほどではない。息を吸って吐く。それさえもつらい。口の中には、先ほど嚙かみ付いた獣けものの毛が少し残っていた。

　右肩を上げて、右手の先を見た。指がなかった。掌てのひらもなかった。手首の丸ごとないそれを見て、太た一いち朗ろうは（箸はしが持てないなあ）と当たり前の感想を持った。

　左手はちゃんと存在しているが、動かない。肘ひじが妙な方向に捩ねじれていた。折れているのだろうか。治ったばかりなのに。右手と左腕のことを考えると、足の方まで気が回らない。とにかく痛いことしかわからない。

　とりあえず上半身を起こそうとした。腹筋には自信があるものの、その筋肉に力を入れることができない。背中の荷物も重すぎる。下ろしたいが、それを可能にする手が太一朗にはない。

　血を流しすぎたのか、意識が朦もう朧ろうとする。舌に張り付いた毛を吐き出そうとしたが、口の中に唾つばが溜たまらない。歯と舌を動かしている間に、毛は奥に運ばれていってしまった。喉のどに毛が絡む。

　飲んでしまった。中途半端なところで止まっているその毛は、指でも突っ込まなければ取れそうにない。

　黒い獣けものだった。顔はどことなく猿さるに似ていて、脚には黒と黄色の縞しま模様があった。わかったのはそれだけだ。もちろん虎とら司じではなかったし、訓練に参加しているもう一人のアヤカシではないだろう。たぶん。

　あれはアヤカシで、それなりに知恵があり、そして自分たちを殺す気はなかった。あのアヤカシは手足を選んで攻こう撃げきしていた。太一朗はそう考える。その考えは何の役にも立たないが、何か思考を巡らせていないと、意識を失ってしまいそうだ。

　浪なみ野の先せん輩ぱいは無事だろうか。自分のように手を千切られてはいないだろうか。他ほかの隊員に早く知らせて、あのアヤカシを。

　あのアヤカシを殺さなければ。あれは、あまりにも危険な生き物だ。




　自分の怪け我がを把は握あくしているのに、太一朗はアヤカシを殺すことを考えていた。

　相手に殺意がないとわかっているのに、太一朗はアヤカシを殺すことを考えていた。

　それは、あまりにも異常なことだった。その異常を、彼が自ら気が付くことはできたはずだし、彼をよく知る人間が警けい告こくを与えることもできたはずだった。

　だがその心が進む方向を変えることは、誰だれにもできない。

　始まりはもはや遠く、その終わりもまた遠い。

　ここは戦争の島。

　かつて人が死に、そしてアヤカシが死んだ島。




「……虎とらくんと八や牧まきさんは、大丈夫でしょうか」

　焼しよう酎ちゆうの瓶びんを右手に持った優ゆう樹きが大おお田たにそう言ったのは、午後一時三十二分のことだった。

「優樹、そんな曖あい昧まいな問いをされても僕ぼくは困るよ。君の言う『大丈夫』とはいったい彼ら二人のどのような状態を指して『大丈夫』と言うのかな。では二人が無事、という意味でその問いを考えてみよう。二人は確かに人間と比べて頑強なわけだが、まったく無傷であるか、そうでないかなど、その場にいない僕がわかるわけないじゃないか。無傷であったと仮定しても、腹が減ったとか喉のどが渇いたとか、毛が抜けたとか蚤のみに喰くわれたとか、そうなればそれは決して『大丈夫』と言えるわけじゃない」

　ここまで一気に喋しやべって、大田は優樹の顔を見た。普段なら途中で自分の長い台詞せりふに飽き、「聞いた私が悪かったです」とか言い出すはずなのに、優樹は何も言ってこない。まさか今さら、自分の長い長い話を聞く気になったのだろうか。

「まあ、君としては僕に『大丈夫だよ』と言わせることで自らの不安を払ふつ拭しよくさせたいと思っているんだろうけど、僕はこの通りこういう性格だから君の望むような言葉が返ってくる可能性はそう高くはないわけだ」

「大おおさん、何だか言ってることがわかんないんだけど」

　優樹ではなく、麻マー雀ジヤン牌パイを使ってピラミッドを作っている夏か純すみの方から言葉が来た。何かに集中していると煙草タバコを吸うスピードが上がる癖くせを持つ夏純は、嫌煙者なら胸が悪くなりそうなほどの煙草を消費していた。

「僕の言っていることを理解できるようになってしまったら、夏純はアヤカシとして駄目になってしまうよ」

「駄目なの？」

「そう、駄目だ……」

「……ネジが、来る……」

　俯うつむいた優樹の口からそんな言葉が出たのを聞いたのは、大田だけだった。

「螺子ねじ？　螺子が来るとは変わった言葉だね、優樹……」

　そこまで言って、滅めつ多たに表情を変えない大田真さね章あきの顔がこわばる。夏純が牌を眺めていることに集中していることを確認すると、大田は優樹の右目に巻かれた包帯に手を伸ばした。

　その手首を、優樹の小さな手が摑つかむ。動体視力には自信のある大田だったが、その手の動きは見えなかった。

「……傍観者の名を返上したらどうだ、シームルグ？　お前は既に傍観以上のことをしている」

　ほとんど動いていない優ゆう樹きの口から、どこかしわがれた声が紡がれるのを大おお田たは表情を無へと戻しながら聞いていた。

「傍観者だよ、僕ぼくは」

「噓うそつきめ」

　唇の左端が歪ゆがむ。同時に、優樹の右手が持っていたコップが砕けて、左手が大田の手首から外れた。その音に、夏か純すみがびっくりして顔を上げる。彼女が積んだ牌ハイのピラミッドもまた、崩れて地面に落ちていった。

「ああ、びっくりした。優さん、どうしたの？」

「……ごめんね、何となく右手に力が入っちゃって」

　そう言って夏純を振り返った優樹の表情は、大田が知っている優樹の物だ。

「んー、何だかわかんないけど力が入っちゃうってよくあるわよねー。あたしもよくあるわよ、そういうの。ゲーセンでスティック折っちゃったとか、競馬新聞握り潰つぶしたとか」

「せっかく積んでたのに、悪いことしたね……」

「平気、平気、また積み直せばいいんだから」

　落ちた牌を拾い始めた二人を、大田はその鋭するどい目を細めて見ていた。机の上にある殻からを剝むいた落花生を摑つかむと、口の中に放り込む。ぼりぼり嚙かみながら、袖そでをめくって自分の左手首に視線を移す。細い指の痕あとがくっきりとついて赤くなったその部分を確認すると、大田は再び袖を戻した。

「どうしたんだ、何か割れた音がしたようだが」

　赤あか川がわがやってくる頃ころには、優樹と夏か純すみは牌ハイを拾い集め、大おお田たの口の中にあった落花生は胃の中へ移動していた。

「ちょっとコップを割っちゃったんですよ」

　優樹は地面を見た。その足元には、指では拾えないほど粉々になったコップの欠片かけらが無数に散らばっている。自分でやったことながら不思議だ。なぜ割ってしまったのだろう。それに、左手に血が集まっているような気がする。色がやけに赤い。大田と『大丈夫』について会話していたような気がするが、その内容もよく思い出せない。

「……で、何かあったんですか？」

　酒臭くなった右手を眺めながら、優樹が赤川に問う。

「いや、何もない。あれから相あい川かわや八や牧まきと遭遇したという報告はないな。隠れているアヤカシを見付けるのも訓練の一いつ環かんとはいえ、本気で隠れられたら見付けるのは難しいからな。もう少し手を抜いてほしいものだよ、あの二人には」

「八牧さんは用心深いですから無理かもしれませんけど、虎とらくんなら見つけられるんじゃないですか？」

　そうだろう、と大田は内心で考えていた。あまり警けい戒かい心を発揮させていない虎とら司じなら、人間が見付けることはそう難しくない。だからこそ心配なのだ。人間の標的にされたとしたら、彼が無事でいられる可能性は高くはないだろう。

「……すいません。ちょっと森に近付いてみてもいいですか？」

　いきなり優ゆう樹きが椅い子すから立ち上がってそんなことを言い出した。その表情に先ほどまでの茫ぼう洋ようとした雰囲気は微み塵じんもない。

「……何か、感じるのかな、優樹は」

　口を開こうとする赤あか川がわ、不思議そうに優樹を見上げている夏か純すみを制して、大おお田たが聞いた。

「気のせいかもしれないんですけど、微かすかに血の臭においが……それに、何かが地面と擦こすれているような音が断続的に聞こえてくるんです」

　そうだった。酒の臭いを嗅かいで気分を落ち着かせようとした時、風に乗ってその臭いはやってきた。風上の方向に耳をすませると、ずーっずーっ、という奇妙な音がだんだんこちらに近付いてくるのがわかる。

　その方向には、訓練が行なわれている密林がある。この本部との距離は、五十メートルほど離れていた。

「なら私も途中まで行こう。大田と帆ほ村むらはここにいてくれ」

「えー、何でおっさんが行くのよー」

「そう怒るものではないよ、夏純？　君はもう少し忍耐と他者の都合というものを知らなければいけないね」

　不平を洩もらす夏純を、大田が抑えた。アヤカシが単独で持ち場を離れては、この場にいる人間たちに疑念をもたらすことは必至だ。赤川もそれがわかっているからこそ、優樹と共に様子を見に行くことを提案したのだろう。その辺りの事情は優樹もわかっているはずだ。周囲の人間のことをほとんど考えていない夏純に『わかれ』というのは無理かもしれないが。

「すいませんね、赤川さん。じゃ行きましょうか」

　夏純の不機嫌そうな顔と大田の無表情に見送られて、優樹と赤川は天幕から出た。太陽を遮る屋根がなくなっただけで、感じる温度はかなり違う。頭にのっている麦わら帽子を軽く押さえると、優樹は森の方を見た。木が邪じや魔まで中の様子はさっぱりわからないが、音は相変わらず聞こえている。そして臭においの方も少し強くなっていた。

「……何かが、森の中から出てくるのか？」

　優樹の後ろを歩きながら、赤川が聞いた。それに優樹が答えようとして彼の方を見た時、その音が突然早くなった。断続することなく聞こえてくるそれは、優樹が振り返った時には既に間近に迫っていて。

　音の正体が、飛び出してきた。

　優樹が見たのは、五メートルほど先にいる黒い獣けものがアヤカシの姿に戻っている虎とら司じの首を咥くわえている姿だった。これは確か、〝鵺ぬえ〟というアヤカシだったはずだ。だがそれ以上鵺の姿を見ていることはできなかった。虎とら司じの血の臭においに気を取られ、そして両脚を失った彼の姿に心が一いつ瞬しゆん麻ま痺ひしてしまう。

　赤あか川がわも見ていた。あれが鵺ぬえだということを彼もまた知っていた。見たことがある。

　自ら引き金を引き、この手で殺したことがある鵺だ。あの猿さるの顔は笑うのだ。笑ったその口の中には牙きばが生えていて、その中に自分は散弾銃を突っ込んで。

　引き金を引いた。

　ネジは見ていた。虎司の姿に驚おどろく白髪頭の後ろに立っている、その男のことを。

　見せてもらった写真は見た直後に引き裂いたが、その顔を忘れるはずがない。忘れることなどできない。

　この男だ。この男が、彼を殺した奴やつなのだ。

　ネジは吼ほえた。捩ねじれた尻尾しつぽが真っ直すぐになりそうなほど、空に向かって立った。全身の毛が総毛立ち、彼女の体をよりいっそう大きく見せる。奴と白髪頭がネジの咆ほう哮こうに耳を押さえた。

　もう一度だけ、ネジは吼えた。

　敵を見た怒りと、その敵を殺せる歓喜の咆哮だった。







[image: 第五章　魂と命を喰らう]






















　ブランコ、滑り台、シーソー、ジャングルジム。ごく普通の遊具が並ぶその小さな公園に、遊ぶ子供はいない。その理由は、降り注ぐ大粒の雨のせいではなかった。

　水飲み場に、その原因はいる。体長五メートル近くある赤毛のケモノが、蛇じや口ぐちを咥くわえ込んで水を飲んでいた。胴体の半分以上ある長細い蛇へびの尻尾しつぽは地面に着きそうなほど下がったかと思えば、曇くもった天空に向けて勢いよく立ち上がる、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどによく動いていた。

　馬鹿にされている。そう感じているのは自分だけだろうか。雨に濡ぬれたゴーグルを押し上げると、赤あか川がわは肉眼で〝鵺ぬえ〟という名の乙種指定生物を見た。頭から首にかけて生える真っ赤な鬣たてがみは、水を吸って重そうに垂れている。その首筋に、赤川は散弾銃の狙ねらいを慎重に定めた。距離は三十メートル。風はあまりないが、地面の砂を跳ねさせるほど雨足は強い。自分の呼吸音も、周囲にいる同僚たちの気配も、どこか遠くに感じる。赤川を含めて前列には六人が散弾銃を構え、後列には擲てき弾だん発射器や捕ほ縛ばく専用ワイヤー綱を持った面々が揃そろっているのだが、赤川はこの場に自分一人しかいないような気がした。

　害がい獣じゆうを前にして、緊張しているのだろうか。だが雨の日は害獣たちの感覚も普段より鈍る。そう、六課の小娘はそんなことを言っていた。あの非常識な六課の連中を赤川は嫌いだったが、害獣どもの習性を知るのには役に立つ。自分を納得させると赤川は害獣を見た。醜みにくい化け物だ。ビルの屋上で寝そべったり、電車の上に乗ったり、小学校のプールに飛び込んだりと、やりたい放題。死者こそまだ出ていないものの、関西圏はこの鵺のせいで大変な混乱を見せていた。

　万が一の時には、捕殺もやむなし。その命令を下したのは赤川ではない。ここは大阪だ。警けい視し庁緊急捕縛部隊の副隊長とはいえ、ここでは権限などない。この捕縛に参加する義務も本当はないのだが、自分から志願して許可をもらった。

　害獣たちとは普段から付き合いがあるぶん、自分の方が連中の扱いに慣れている。赤川はそう思っていたし、事実もそうであった。

　汗と一緒に、顔を水滴が伝った。

　ゆっくりとゴーグルをかけ直すと、赤川は合図を待った。発砲命令がない限り、撃うってはいけない。血気盛んな赤川でも、許可なくぶっ放すほど常識外れではなかった。

　それは突然の出来事だった。害獣が蛇口から口を離したかと思うとこちらの方を見たのだ。頭には毛が生えているのに、顔にはまったく毛がない。まるで猿さるの顔だ。その皮ひ膚ふは毛と同様に赤く、まるで酔っ払っているかのようだった。

　目があった。猿顔のくせに犬みたいに丸く黒い瞳ひとみをしている。

　そう思った時、大阪府警けい緊急捕ほ縛ばく部隊隊長の腕が上がった。

　下りた。

　小さな音がした後、赤あか川がわたちと鵺ぬえの間を眩まばゆい光が遮った。それと同時に、鵺に向けての発砲が開始される。使用している弾は、致傷力に欠けるゴム弾ではない。実弾だ。雨の音を搔かき消すほどの銃じゆう撃げき。住宅街の真ん中にぽつんとある小さな公園では、決してありえない出来事。

　偏光ゴーグルのおかげで、自分たちは閃せん光こう弾の影えい響きようを受けず鵺だけの目が眩くらむはずだった。しかしその光が消えないうちに、赤川は正面から害獣が泥水を跳ね上げながら走ってくるのを見た。

「後退！　後退だ！」

　隊長の声を赤川は確かに聞いていたが、足が動かなかった。それが『逃げること』に対する逡しゆん巡じゆんのせいか、アヤカシに対する畏い怖ふのせいかは、当時の赤川には考えられなかった。

　ただ後退が遅れたせいで、一人だけ突出する格好になっていたことは間違いない。

　気が付くと、目の前に鵺がいた。茶色い水みず飛沫しぶきを上げて突然止まったかと思うと、その大きな前脚で赤川の胸を押す。仰あお向むけに倒れた赤川の上に、鵺がゆっくりと乗った。

「赤川！」

　誰だれかの声が聞こえたが、赤川は自分の視界を覆おおうその大きな猿さる顔に意識を奪われていた。あまりにも大きすぎて、空から降り注ぐ雨を全すべて遮っている。毛が一本も生えてない赤ら顔。鬣たてがみからはみ出している垂れた耳たぶ。穴しかない鼻の下には、普通の猿とはまったく違う横に裂けた大きな口、その中からは並びの悪い牙きばが何本か飛び出していた。

　鵺もまた、赤川を見ていた。鼻の穴をぴくぴく動かして彼の臭においを嗅かいでいる。やがてその口が半開きになると、口の大きさのわりには細く、だが長い舌がちょろちょろ出てきて髯ひげの生えた赤川の顎あごを舐なめ上げた。

　死ぬかと思った。

「お前、顔に毛が生えてるなあ、変な奴やつ」

　鵺の口が動いた。その場違いな言動が目の前にいる害がい獣じゆうのものだと頭が何とか理解した時、赤川は呆ぼう然ぜんとした。こんなケモノが人の言葉を喋しやべるなど、考えたこともなかった。やけにふっくらとした頰ほお肉が上がり、平らな額ひたいに皺しわが三本横に走った。それがこのケモノの笑顔だということを、赤川は後になってから理解した。

「……ネジも心配性だなあ。人間なんか怖くないのに。あんなだから孕はらみが遅いんだ。そんな筒から出る鉄の玉なんか痛くないぞ……皮は破れたけど」

　喉のどから出る言葉は発音が不ふ明めい瞭りようで、少し離れたら獣けものの唸うなり声とそう大差はない。だが赤川には彼の言葉をはっきりと聞き取ることができた。耳の側そばで雨が地面を打つ音など、赤川にはまるで聞こえていなかった。

「お前ら、俺おれの水飲み場を壊こわしやがって。烏からすと鳩はとと雀すずめを俺が食ったのが、そんなに嫌だったのかよ……。それにしてもあの電車って奴やつは面白いなあ。今度ネジにも教えてやろう……。おいお前。お前の仲間たちによーく言っておけ。俺おれはこの辺りをうろうろしたいだけだ。人間喰くってやろうとかはあんまり考えてないんだから、ぎゃーぎゃー騒さわぐなってな。このオナガの言ったことを忘れるな。細くて長くてたまにネジに踏まれるこの尻尾しつぽと赤い毛皮が俺の目印だ。他ほかの鵺ぬえと間違うなよ」

　舌を引っ込めて頭を上げると、鵺は疲れたように小さなあくびをした。小さくはあったが、それがあくびであることは間違いない。

　胸を押さえられていても腕は動く。赤あか川がわは持っていた散弾銃の銃身を摑つかむと、その先端を鵺の口の中に突っ込んだ。左手を引き金に伸ばす。

「ぐ」

　と、オナガと名乗った鵺は言った。




　地面に着かないように立っていた長い長い尻尾が、力を失って水みず溜たまりに落ちた。

　間近で聞く銃声に、赤川の耳はその機能を一時的に失った。だが、彼の目は見ていた。鵺の黒い目玉が飛んでいったかと思うと、赤い顔の中で暴れ狂った散弾がその頭部を爆ばく発はつさせる。肉と血が雨に混じって宙に舞う。そのまま標本にできそうなほどの二つの目は、地面に落ちて一メートルほど転がって止まった。

　赤川が見たのはそこまでだ。目の中に鵺の破片が入り、何も見えなくなった。捕殺をしたことは何度かあったが、自分だけの銃弾で殺したことはなかった。喋しやべる害がい獣じゆうを殺したこともなかった。

　捕殺を命令なしでやったことに対する処分はなかった。周囲の隊員たちが赤川の命の危機を見ていたし、赤川に流れ弾が当たることを考こう慮りよして彼らは動けなかった。赤川の判断は正しいものとされた。

　正しくないことを知っているのは、赤川だけだった。

　それなのに、自分はあのアヤカシを殺してしまった。

　殺してしまった。




　白髪頭は自分の咆ほう哮こうを聞いていたが、虎とら司じが気になるのか視線は地面に放り出された彼の肉体に向けられている。奴の方は自分を食い入るように見ていた。まだ白髪頭は状況をよく飲み込めていなさそうだ。今なら、邪じや魔まされずに奴の首を折ることができるかもしれない。

　しかしネジは冷静だった。白髪頭は二本足だが結構素早いらしいし、一応は奴の知り合いだ。この場で奴に襲おそいかかって一いち撃げきで殺せなかったらまずいことになる。それにたいした苦痛も与えずに殺すのでは意味がない。ネジの復ふく讐しゆう心が満足しない。苦しめて苦しめて、その後で殺してやるのだ。

　だからネジは吼ほえた。そして再び森の中に戻る。ネジには確信があった。奴やつは必ず自分を追ってくる。あの人間は寛容なオナガを殺した奴だ。理由さえあればアヤカシを殺したい奴に違いない。ネジの姿を見たのだから、自分の手で殺しに来るはずだ。ネジはそう考えていた。

　森に戻っていくその鵺ぬえを見送りながら、片かた倉くら優ゆう樹きは呆ぼう然ぜんとしていた。それは彼女にしては珍しいことであり、傷付いた虎とら司じと彼を引き摺ずってきた鵺という異常事態を目の前にして一歩も動けなかった。異常なことを多く経験し、数え切れないほどの傷を負ってきた優樹ではあったが、自分に近しい仲間がこれほど傷付いているのを見たのは今回が初めてだった。

　その優樹の後ろに立っている赤あか川がわもまた、浮かべている表情は彼女と似たようなものだった。あの鵺は自分のことを知っている。自分の顔を見て、自分に向かって吼えていた。見知らぬ鵺に吼えられる理由が赤川にはある。

　二人を金かな縛しばりから解いたのは、虎司が苦しそうに咳せき込む音だった。

「赤川さん！」

「救急班を呼んでくる」

　本部に向かって走り出す赤川を見送る間もなく、優樹は虎司に駆け寄り頭の側そばにしゃがむ。喉のどの辺りが震ふるえており、咥くわえている袋がそのたびに揺れた。邪じや魔まなその袋を優樹はもどかしげに引っ張る。牙きばに引っ掛かってとれないので、虎司の上顎あごを押さえて袋を破る。中から転がり出た黒い縞しま模様を持つ二本の脚を、優樹は見ていなかった。袋がなくなった瞬しゆん間かん、虎司の口から大量の液体が吐き出されて優樹の手にへばりつく。臭くて黒い半液体はまるでコールタールのようで、彼自身の胃液には見えなかった。

　それでも優樹は冷静、といってもよかったかもしれない。指を虎司の口の中に入れて、残っている半液体を搔かき出す。こんな物が気管につまりでもしたら大変だ。左手で上顎を持ち上げ、右手を口の中で動かす。虎司の口の中は熱かった。手を抜いて大きく振ると、黒い染みが地面に落ちる。

　再度、口の中に手を突っ込む。優樹の指が喉を刺激したのか、虎司はまたも胃から黒い物を吐く。優樹が手を引っ込めるのも間に合わず、優樹の手と腿もも辺りにかかった。だが優樹は気にしない。自分の経験からこれ以上の嘔おう吐とはないと判断すると、優樹は虎司の意識を回復させるために耳元に口を寄せた。

「虎くん！　虎くん！」

　その名前を、大きな声で呼ぶ。丸い耳が少し動いた。優樹が五回名前を連呼し終わった時、虎司が目を開ける。その疲れた三白眼の中にはおぼろげながら虎司の意思が宿っていた。

「…………おう、団長……か……」

　この時やっと、優樹は彼の無事を確認した。脚二本なくして無事も何もないのだが、少なくとも彼は生きている。そして死に至る怪け我がではない。少し血が流れて、脚が千切れただけだ。生きていれば脚くらいどうにでもなるし、仕返しもできる。

　仕返し。復ふく讐しゆう。敵かたき討ち。それらを伴なって生まれる怒りと憎悪。

　自分の中に湧わき上がるそれらの感情は、優ゆう樹きにとって予想外のものだった。これほど怒り、誰だれかを憎いと思ったのは、三月以来だ。

「……脚……ねえなあ……どうりで痛ぇはずだ……」

　虎とら司じは少し離れたところに転がっている二本の脚を見ていた。

「……俺おれ、二学期から学校行けっかなあ……夏休みの宿題、やってねえなあ……キャプテンがお前ならジョンソンさんから打てるとか言って、安あん藤どうが池いけ袋ぶくろ西口公園で夏なつ目め漱そう石せきの読書感想文が原稿用紙三枚で……」

　彼の口から紡ぎ出されるまとまりのない言葉を聞いても、優樹は『彼が発狂した』とは思わなかった。優樹にも覚えがあるが、負傷して動けない時は色々な思考が頭を駆け巡る。そんな時は怪け我がとはまったく関係のないことを考えることが多い。とくに自分の周りに『自分を外敵から守ってくれる誰か』がいる時は、なおさらその『思考』に没頭する。そうやって痛みを紛らわし、耐えるのだ。普通の人間がどうしているかは知らないが、優樹は痛覚の遮断を覚える前はそうやっていた。

「大丈夫。脚があるんだから、すぐ繫つながるよ」

　優樹は虎司の頭か背中でも撫なでて励ましてやりたかったが、彼女の両手は虎司自身の嘔おう吐と物にまみれている。彼の毛皮は既にこれ以上ないというほど汚れていたが、さすがに気が引けた。

「……人間にやられた……銃って、痛ぇもんなんだなあ……」

　それだけ言うと、また虎司は彼も理解できない言葉を羅ら列れつし始めた。それだけ聞くことができれば、充分である。とりあえずあの鵺ぬえは自分たちの敵ではない。緊急捕ほ縛ばく部隊や米軍の敵かもしれないが。

　優樹は虎司の今はない脚の付け根を見た。これは、『銃創』と言っていいのだろうか。優樹も銃で撃うたれたことはあるが、脚が飛んだことはない。血を吸って赤くなった毛を見ると、優樹は目を逸そらした。自分の手の切断面や、自分の腿もも肉を抉えぐることは何でもない。それなのに、虎司の傷きず口ぐちを見るのはつらかった。

　背中には、見覚えのある銃創が六個残っていた。銃口を皮ひ膚ふに押し付けたのか、穴の外周の毛が焼け焦げている。これが人間の皮膚なら、銃弾の衝しよう撃げきが周辺の皮膚細胞を破は壊かいしているところだが、アヤカシの場合は頑がん丈じような皮膚への損傷は最低限に留められる。だからといってまったく平気なわけではない。

　筋肉に異物が入り込めば、その部分の動きは当然鈍る。骨にまで銃弾が達すると、アヤカシの骨の強度と銃弾の運動エネルギーが相殺され、骨の中に鉛弾が留まるという最悪の結果が生まれる。貫通してしまった方がまだ楽だ。この場合、摘出は非常に困難を極める。肉を裂いて押し退けるだけでは中が見えないので、見当をつけて肉を抉り出してしまう。その中に指なりピンセットなりを突っ込んで弾の破片を取っていくのだが、あまりに細かいと見逃してしまうこともある。二十年前に体に入った弾丸が出てきたという、アヤカシならではの笑えない逸話を八や牧まきがしてくれた。

　八牧は無事だろうか。彼の場合だと敵の人間のことも心配しなければならない。八牧は、人間には決して負けることはない。それだけは優ゆう樹きは断言できる。何があっても人間を信用しないし、常に警けい戒かい心をばらまいている。人間が八牧に対してささやかであろうとも害意を持てば、彼はそれに殺意をもって返す。決して手加減などしない。

　もし彼が虎とら司じのこの姿を見たら、迷わずその犯人を喰くい殺しに行くだろう。八牧にとって人間を殺すことと食べることは、常にワンセットだ。殺したから食べるのか、食べるために殺すのか、その辺りのことは優樹にはわからない。たぶん両方だろう。優樹に気を遣っているのか、八牧は優樹の前ではそういうことをあまりやらないが。

　八牧を捜しに行かなければ。そのために、優樹は地面に手を擦こすり付けてから虎司の体を持ち上げた。いつの間にか雲が出てきており太陽はかなり遮られているが、黒い虎司の毛皮は熱を吸収して熱くなっている。せめて天幕まで連れていって、日陰で休ませる必要があった。彼の体は重いが、右手で首筋を、左手で背中を支えて前抱きに抱える。

　その時、優樹は天幕の方から赤あか川がわを始めとした救急班がやってくるのが見えた。担架を持っているようだが、あれでは虎司の体を支えられない。だから優樹は歩き出した。落ちている彼の脚は持てないが、それは赤川に運んでもらおう。

「……虎くん、大丈夫だからね」

「俺おれの代わりに……殴ってくれっか、……団長よお」

「うん」

　不思議だった。自分の口があっさりと答えを出したことが。自分が傷付くたびに、仲間たちはその報復に燃えていた。優樹はそのアヤカシの復ふく讐しゆう心を好ましくないものだと思っていた。それなのに、自分は虎司を傷付けた者たちに仕返しをすることを心の中で決めている。とりあえず頰ほおを平手ではなく拳こぶしで殴り付け、腹に膝ひざ蹴げりを入れよう。手段まで決めてしまった。後は相手を捜すだけだ。

　敵は、この森の中にいる。アヤカシに対する悪意を持った、恐らく複数の人間。日本側の動きであれば、浦うら木きが知らせてくれていたはずだ。そして緊急捕ほ縛ばく部隊内にアヤカシに害意を持つ者がいれば、赤川が気付くだろう。やはり米軍、と考えるのが妥当だろうが、何かが引っ掛かる。

　それにあの鵺ぬえ。動けない虎司をここまで連れてきてくれたのだから、優樹にとってはあの鵺は敵ではない。だが自分が聞いたあの咆ほう哮こうは、何かに対する怒号であり、心に溜たまった澱よどみをぶちまける。そんな叫びだった。

「……どうだ、相あい川かわの様子は」

「天幕まで連れていきますから、その後はそちらの方よろしくお願いします。……赤川さんは、虎とらくんの脚持ってきてください」

「わかった」

　自分の横を通り過ぎていった赤あか川がわの顔を見て、優ゆう樹きは鵺ぬえの怒りの対象が彼であると感じた。努めて表情を変えないようにしているが、赤川との付き合いは長い。彼が動揺していることくらいわかる。赤川はあの鵺を知っている。そして、鵺の怒りを買っているのだ。

「……あの、担架を持ってきましたけど」

　赤川が連れてきた五人の救急班員のうち、一人が代表して優樹に声をかけてきた。優樹の足は天幕に向かって歩いているので、自然と五人が彼女の後をついてくるような格好になっている。虎とら司じを抱えているため、当然優樹の歩みは遅い。

「いえ、私が運びます。重いですから」

　それに彼らが持ってきたのは人間用だ。大きさも強度も足りない。

「……こういう聞き方は失礼かもしれませんが……」

「どうぞ」

「人間と同じ治ち療りようの仕方をしていいんですか……その……彼……は」

　さて、どうなのだろう。優樹が医者に会うのは、身体検査の時だけだ。怪け我がや病気の治療をしてもらった覚えはない。

「彼は基本的には哺ほ乳にゆう類ですから」

　たぶん、という言葉は口の中に置き去りにした。

「とりあえず傷口の中にある異物を取り出したら、脚を繫つなげてください。手術用の糸がなかったら、私のをあげます。裁さい縫ほう用ですけど。針の予備はたくさんありますから、十本くらいなら折れても平気です。縫ぬったら上から包帯ぐるぐる巻いて固定して、後は栄えい養よう補給でもしてくれれば大丈夫です。少し元気になったら本人は肉を食べたがるかもしれませんが、それは我慢させてください。もしかしたら体内に毒物が残っているかもしれませんが、栄養と睡眠と時間があれば回復できますから気にしないでください。彼に対しては麻酔の効きはそうよくはないと思います。治療の途中で痛がっても、我慢できるでしょうから気にせずやっちゃってください。でもなるべく痛くしない方針でやっていただけると私も彼も嬉うれしいです。押さえ付ける時は私も手伝いますが、頭部には触らない方がいいですね」

　やや早口に、注意点を列挙する。彼らはアヤカシの体に触れるのも初めてのはずだ。虎司の治療に不安もあるだろう。言わなければならないことは全部言っただろうか。自分の言ったことを脳内で反はん芻すうする優樹の目前に、炎が散った。

「優さん！」

　目を開けていられなくなりそうなほどの熱風が、優樹の目の前で止まりその場に佇たたずむ。

「ねえねえ、どうなってるの！　虎くん、人間にやられたの！　ただの喧けん嘩かじゃなかったの！」

　立て続けに言葉が発せられるその口からは、少量の炎と灰色の煙が噴ふん出しゆつされていた。

「……夏か純すみちゃん、どうしたの。その格好は」

　亜熱帯気候の島に立ち昇るその火柱に、優ゆう樹きは体の向きを変えながら聞いた。彼女は熱さに耐えられるが、虎とら司じの毛皮に火の粉が落ちたらしゃれではすまない。既に地面の草は燃えるどころか一部蒸発している。

　火柱の中にいる帆ほ村むら夏純は、もはや人の形をしていなかった。本来の姿である火ひ蜥蜴とかげの姿をさらしている。その肉体の一部を炎で構成している夏純が、どれほど興こう奮ふんしているか優樹にはわかる。普段の彼女は、こんなに熱くはない。口と鼻から煙を吐いたりしない。

　この状態になった夏純を止めるのは優樹でも難しい。怒りの沸点が非常に低い夏純だが、冷静に怒ることもできる。しかしそれにも限界があり、虎司の負傷はその限界を突破させるのに充分な出来事だった。

「……優さん、虎くんひどい目にあわせた奴やつはあの森の中にいるの」

　ここで優樹は否定するべきだった。夏純を少し足止めし、彼女の後方からゆっくりと歩いてくる大おお田たに虎司を任せた後で、夏純と一緒に森の中に入ればいい。そうすれば、この島の木や土が灰になる確率はだいぶ少なくなる。

　しかし、優樹は夏純の金色に燃える瞳ひとみから左目を逸そらしてしまった。否定も肯定もしない。それを夏純の頭は『消極的な肯定』と理解する。

「行ってきます」

　それだけ言い残すと、夏純は文字通り火の玉のように飛んでいった。低空を飛ぶ炎の蜥蜴は地面に黒い跡を長く残して、森の中へと消える。遠目からでも、木の一部が蒸発して消し炭になっているのがわかった。このままでは、火事になってしまう。

　熱風にあっけにとられる救急班員を尻しり目めに、優樹は再び天幕に向かって歩き出す。大田も彼女に向かって近付いてきており、二人の距離が縮ちぢまるのにそう時間はかからなかった。

「……先生、夏純ちゃんを止めてくれればよかったのに」

　優樹にしては珍しい、それは大田に対する文句だった。その文句に、大田は笑顔で答える。しかしその笑いが少し硬いことを、優樹は察した。

「大丈夫、夏純はまだ落ち着いているよ。その証拠にほら、自分の通ったところの木は燃やしてるけど、他ほかの木に燃え移っていないじゃないか。彼女は彼女なりにがんばっているんだから、それを評価してあげてはどうかな」

「そういう問題じゃないです……」

「そうかな？　僕ぼくとしてはこの島が燃え尽きてしまってもとくに困らないけどね。むしろ僕たちの敵を一度に焼死させることができて結構なことじゃないか。無関係の人間も焼いてしまうかもしれないのが、難点だけどね」

「……過激ですね、先生」

　大おお田たは人を殺さない。アヤカシとしては珍しく〝人間好き〟を公言している。しかし彼が穏おん健けんな性格かというと、そうではない。誰だれかが人間を殺そうとしても、止めることはしない。その相手が、自分の友人の敵であるならなおさらだ。

「もしかして、夏か純すみちゃんをけしかけました？」

「さあ、それはどうだろう。ああ、君たち、彼は僕ぼくがそちらの本部に連れていこう。なに、彼は嚙かみ付いたりはしないし、妙な病気を持っていたりもしない。普段は体毛が少ないから、蚤のみも付いていない。この島に蚤がいて彼の毛皮の中にひそみ、その蚤が君たちに付いたとしたら、どうなるんだろうね？　蚤にも色々と種類があるが……」

「先生、それは忠告になってません」

　むしろ脅しになっている。大田に声をかけられた救急班の面々は、困ったように虎とら司じを見ていた。

「いや失礼。少々僕も攻こう撃げき的になっているのかもしれないね。さすがに友人のこんな姿を見るのは、衝しよう撃げき的だ。……優ゆう樹き、虎くんは僕が見ているから、夏純とゲンさんを頼む。そして骨の五、六本折ってきなさい」

　大田が差し出すその両腕に、優樹は虎司の大きな体を乗せた。

　大田が地面に突っ伏した。どうやら虎司の重みに耐えられなかったらしい。

「……先生、力ないんですね」

　虎司の下した敷じきになった大田を見て、優樹が呟つぶやく。

「いや、僕は腕の筋肉にはあまり自信がない。常人よりは多少上だが、君には負けるかな。背筋にはそれなりに自信があるんだけどな」

「よくその状態で、そこまで喋しやべれますね」

「君が自主的に虎くんを持ち上げてくれるのを待っているんだよ。確かに僕が一言、『優樹、虎くんを持ち上げてくれ』と言うのはたやすい。しかしそれでは僕が虎くんとの密着を嫌がっているようで、彼に失礼じゃないかと思ってね。それに、君がいったいいつまで僕を放っておくのかというのに、とても興きよう味みがある。君としては急いで森に行きたいだろうが、僕のこんな滑こつ稽けいな姿を見ることは滅めつ多たにないだろうから」

「先生、もう持ち上げてます」

　虎司を担ぎ直して既に歩き始めていた優樹は、倒れたままの姿勢で喋り続ける大田を振り返って怒鳴った。大田は何事もなかったかのような顔で立ち上がると、服に付いた土を掌てのひらで払いながら優樹の後に続く。

「……いや、虎くんの下敷きになるという経験は僕も初めてだったから、つい色々と考えてしまった。彼の腹毛は柔らかいな。ゲンさんの腹毛とは違う。ちなみに僕に腹毛はない。ついでに言えば、胸毛もない」

「どうでもいいです」

　本当にどうでもいい口調で優ゆう樹きは返した。なぜ今、この大変な事態が起きている時に、大おお田たは長々しくも馬ば鹿か馬ば鹿かしい話をするのだろう。今はそんなことを気にしている場合ではないのに。優樹としては珍しく、大田の言動に苛いら々いらしていた。

　虎とら司じと八や牧まきと夏か純すみの安否を気遣い、虎司を傷付けた敵をぶん殴り、ついでにあの鵺ぬえの正体を探る。ただでさえこれだけのことを同時に考えなければならないのに、大田の言葉まで聞いていたら、さすがに優樹の頭もそれ以外のことには回らない。

『優樹によけいなことを考えさせない』ことこそが大田の狙ねらいであった。考えることが多ければ多いほど、彼女自身の集中力は研ぎすまされ、そして『侵食』が遅れる。

　優樹はそんなことは知らずに、虎司を天幕の下まで運ぶ。既に虎司を乗せられるほどの仮設寝台（机を繫つなげてシーツをかけただけだが）が用意されており、その上に虎司を置いた。出血はほとんど止まっているので、その白いシーツは虎司の毛にまとわりついていた土によって汚れる。

「……じゃあ、後はよろしくお願いします、先生」

「うん、気を付けなさい。虎くんの意識が回復したら、僕ぼくも行こう。それとたぶん雨が来る。早めに夏純と合流してほしい」

　そうだった。いつの間にか雲が増えている。熱帯の天気が変わりやすいことは優樹も知っていたが、こんな時に雨が降るとは。前向きに考えれば好都合だ。雨が降れば、走り続ける夏純の足は止まる。止まった夏純を放っておけば、燃え尽きてしまうのが難点だが。

　また考えることが一つ増えてしまった。優樹は投げやりな返事をすると、自分たちの荷物を漁あさる。まずは携帯用ミニボトルを懐ふところに入れる。新しい焼しよう酎ちゆうの封を開けて、中身を三分の一ほど飲む。少し酒臭いので、洗口液で口の中を洗う。バックパックの中身を全すべてぶちまけ、その中に夏純の煙草タバコと予備のライターとついでに着替えを入れる。一応包帯と針と糸を持つ。薬などは気休めにもならないしかさばるので持たない。余ったところにアルコールを入れる方がよほどかさばるのだが、その辺りのことは気にしない。

　必要な物を全て入れたバックパックを背負い、麦わら帽子を深く被かぶり直し、左目だけをしっかりと見開く。靴くつ紐ひもをややきつめに結ぶ。そして最後に、腰に差したナイフを確認した。

　今は、これを見ても何も考えられなかった。

「……片かた倉くら巡査部長」

　天幕を出ようとした時、赤あか川がわと鉢はち合わせした。その顔は青ざめているが、彼のことまで気にしだしたら何もできなくなる。

「そちらの状況は？」

「……通信障害が発生している。各班と連絡が取れない」

「そうですか」

　別に優樹は驚おどろかない。先ほどは使えて今に限って使えないというのは、人為的なものなのだろう。たぶん自分たちの敵がやっている。向こうも混乱しているかもしれない。八や牧まきがもう何人か殺しているのかも。その可能性は、かなり高い。

「で、私は勝手に森の中に入って勝手に捜索活動始めますけど、もしかして止めます？　止めても行っちゃいますけど」

　優ゆう樹きは自分が警けい察さつ機構に属していることを忘れているわけではない。立場上、優樹は階級が上の赤あか川がわに従う義務がある。だが優樹は、この時だけは勝手に動くことを決心していた。懲ちよう戒かい処分も覚悟している。

「かまわんよ。ただ、私も同行するが」

　背はい囊のうと手に持った散弾銃、ヘルメットとゴーグルは、先ほど見た時は身に着けていなかった。優樹が用意している間に、赤川も準備していたようだ。

「……本気ですか？　赤川さんは部隊の方で対処するんでしょう？　だいたい了解は取ったんですか？」

「もちろん。通信の回復を急ぎつつ捜索の準備に入る。米軍の方に人をやったが、どうせ彼らとの連帯は望めん。そうやっている間に時間は経たってしまうからな。幸いここには私以外にも命令を下せる人間がいる。私がいなくともどうとでもなるよ」

　赤川の言葉を聞きながら、優樹は大おお田たと虎とら司じの方を見た。虎司の血を拭ふき取り、傷周りの毛を切っている人間たちに交じって、大田が彼の体を押さえている。それだけ確認すると、優樹は天幕の外に出た。赤川もついてくる。

「赤川さん、私が何しに行くかわかってるんですか？」

「相あい川かわの脚を切った奴やつを殴りに行き、帆ほ村むらが森を燃やさないようにして、八牧が人殺しをしないようにする。やることが色々あって大変だな」

「まあその通りですけどね……。ところで、あの鵺ぬえ」

「私は、鵺を殺したことがある」

　優樹は赤川の顔に左目を向けた。強こわ張ばったその表情を見て、優樹は事態の半分を理解する。五年前に関西地方に出没した鵺。その鵺を殺したのが赤川。ならばこの場に出現したあの鵺は、赤川に復ふく讐しゆうするためにここにいる。

　しかし不可解な点も多い。なぜあの鵺は、ここに赤川がいることを知っているのか。この場所で訓練が行なわれることを知っているアヤカシがいるとしたら、政府筋のアヤカシとしか考えられない。そして政府の中枢にいるアヤカシたちを、優樹は知っている。不可解なことは他ほかにもある。なぜあの鵺は、五年間赤川への復讐を我慢していたのか。ここに至るまでの情報収集力を鵺が持っているとしたら、赤川の命などとっくの昔になくなっていたはずだ。

　あの鵺には、間違いなく裏がある。それが優樹の予想の範はん囲い内にある〝裏〟だとしたら。

　最悪だ。

　そしてそれ以上に、鵺の復讐の対象である赤川の安否が気遣われる。鵺が赤川の姿を確認しながらも森の中に戻ったのは、優ゆう樹きが彼の側そばにいて、少し離れた場所に鵺ぬえの敵しかいなかったからだろう。鵺は待っているのだ。赤あか川がわが一人になるのを。

　鵺は動けない虎とら司じを森の外まで連れてきてくれた。優樹にとって、あの鵺は感かん謝しやの対象であり、あまり積極的に戦いたい相手ではない。しかし、鵺は赤川を殺すためにこの島にいる。

「赤川さん。……あの鵺を殺すつもりですか？」

　優樹は森に向かって歩き続けながら、赤川の方を見ずに聞いた。鵺が自分の命を狙ねらっていることを、赤川は知っている。なのに、鵺の待つ場所へとわざわざ入り込もうとするというのには、二つの理由が考えられる。

　鵺を殺す決心をしたか、鵺に殺される覚悟を決めたか。

　優樹は赤川大だい介すけという人間を知っていた。昔は少々単純であったが、現在の彼は冷静に物事を考えることができる。そして危険を冒す価値がある時には、危険に自ら近付くタイプだ。そして彼は、死ぬことを潔いさぎよしとする人間ではない。

「君にあの鵺と戦わせようなどという、姑こ息そくな手は考えていない。殺されに行くわけでもないし、殺す気があるかといえば今は否だな」

「そんな半端な気持ちだと、困るんですけど」

「君に言われたくはないな。なら、私と鵺が遭遇して戦せん闘とうになったら、君はどちらの味方をする？　それともどちらかが死ぬまで放っておくか？」

「嫌な三択ですね。できれば、どれも選びたくないです」

「君だって半端な気持ちじゃないか。実際に彼女と遭遇しなければわからないよ」

「……彼女、ですか」

　あの短時間では、雌し雄ゆうを確認することは優樹にはできない。

「おそらく名前はネジだ。そして私が殺した鵺の名をオナガという」

「何で知ってるんです？」

「彼が教えてくれたよ。そして、私は彼が誰だれも殺そうとしていないことを知っていた……なのに、私は彼の口に散弾銃を押し込んで、引き金を引いた。……捕殺が後味の悪いものだと知ったのは、あの時が初めてだ。あれ以前は、私にとってアヤカシは害がい獣じゆうであり、殺すことにさほどの罪悪感を持ったことはなかった。……君も知っているだろう」

　知っている。アヤカシに対する偏見と嫌悪で凝こり固まった赤川のことは、よく覚えている。大おお田たが言ったものだ。

『彼にとって、僕ぼくたちと台所に棲せい息そくするゴキブリは同じみたいだね。いるだけで気分が悪くなる、とりあえず殺しておく、といったところかな。ゴキブリは食品を害するし、伝染病を媒介したりするから、見たら殺さなければいけないけど、僕たちは食事は自分で取るし病気も持っていない。まあ人とアヤカシの関係なんて、たいてい殺すか殺されるかだからね。優樹も気を付けなさい』

　しかし彼は変わった。その変化は緩ゆるやかに現われたので断定はできないが、もしかしたら大阪で鵺ぬえを殺したことが、その原因だったのかもしれない。

「……あの鵺は、子供だったんだ」

　夏か純すみが一部蒸発させた木々の残ざん骸がいにまでたどり着いた時、赤あか川がわはそう言った。地面に黒ずんだ焦げ目を残し、彼女が通り過ぎた跡には正に草木も生えていない。それらを見ていた優ゆう樹きは、赤川の言葉を聞いていたが返答はしなかった。

　その代わり、聞いてみたかったことを聞いた。

「オナガという鵺を殺したことを後悔しているんですか？」

「ああ」

　その答えに、熟考の気配はない。

「……そうですか」

　それ以上は、優樹は聞かなかった。そして、森の奥へと続く焼け焦げた道を見た。これをたどっていけば、夏純のいる場所に着く。わかりやすいが、少しでも夏純が自分の肉体を制御し損ねたら、この森は灰かい燼じんへと帰すだろう。

「赤川さん、これから森に入りますけど、やっぱりついてきます？」

「不満なのか？」

「……ええ、私は赤川さんが鵺に殺されるのは嫌です。かといって、虎とらくんの恩人である彼女と戦うのも嫌です」

　だがこの両者は、優樹がどうあがいても成立しない。アヤカシにとって『殺されたら殺し返す』のは常識である。それを人間の常識に照らし合わせて止めることなど、不可能だ。もし鵺の復ふく讐しゆうの対象が見も知らぬ他人であれば、優樹は放っておいたかもしれない。

　だが赤川を見捨てることができるほど、優樹はアヤカシの常識に染まってはいなかった。だからこそ、鵺の復讐の舞台であるこの森に赤川を近付けたくはない。しかし、彼は鵺との対面を望んでいる。

　赤川が何を考えているかは、優樹にわかるはずもない。赤川と鵺、双方が死なないように努力はしたいが、限界はある。

「君には迷惑をかけると思う……。いざという時には、私を見捨ててくれて構わないから、君は八や牧まきや帆ほ村むらを捜すことに全力を傾けてほしい」

「まあ無理だとは思いますけど、あらゆることに対して善処しますよ」

　その時、空から水滴が落ちて帽子のつばに当たった。空の明るさから判断するとにわか雨のようだが、熱帯の雨量は意外に多いので侮れない。雨が降るのは優樹にとって都合が悪いが、所しよ詮せん鼻が利かなくなるくらいで死活問題ではない。

　しかし雨が降り続けると死ぬ可能性があるアヤカシもいるのだ。

「……あまりひどくならないうちに、夏純ちゃんを見付けましょう」

「ああ」




　六人喰くった。はっきり言ってまずかった。筋肉ばかりついているし、胃や腸には中身がまだつまっていた。小骨が何度か喉のどにからまってしゃっくりが出て、途中でうんざりしてきたので服に包んで丸まる吞のみした。そして残ったのは、黒ずんだ血の染みとどうにも食べようのない銃器、彼らが持っていた荷物だけとなった。

　げふ、という大きなげっぷを三回すると、八や牧まきはその場にうずくまって食休みをする。彼は人間の骨や肉に〝美味うまさ〟を見み出いだすことができるのだが、今回はそれができなかった。爪つめの先を口の中に突っ込んで、少し掃除をする。普段ならこのまま寝てしまうのだが、そうはいかない。ここは彼の縄なわ張ばりではないし、虎とら司じを捜さなければならない。

　もう一度げっぷをして、八牧はゆっくりと四本の脚で体を持ち上げた。腹が垂れ下がって地面に着きそうになっているので、力を入れて引っ込める。少し吐きそうになったが、それでも八牧は動き出す決心を固めた。

　舌を伸ばして鼻の頭を舐なめると、八牧はその鼻を大きく上下させた。しかしいくら周囲の空気を吸い込んでも、自身の体に付いた人血の臭においしか入ってこない。水で体を洗いたくなった。だがこの島には川や池などはなく、水があるところといえば海しかない。海まで行って塩水で体を洗っても、傷にしみて痛いだけだ。今さらのように、背中に埋まった銃弾のことを思い出す。痛覚の鈍い八牧は腹のことに気を取られて、怪け我がのことを忘れていた。彼は『銃弾を体内で放っておくと悪い病気にかかる』と信じている。アヤカシが鉛中毒になるかは不明だが、体の中に弾があるのは八牧には不快だ。早く取りたいが、背中では手が届かない。

（……あとで抉えぐってもらうか……）

　大きくあくびをした八牧だったが、そのまま寝るようなことはせず東と思われる方向に歩き出した。

　ふと空を見上げる。木の枝に遮られてよくは見えないが、少々雲が見える。少し雨が降るかもしれない。毛についた血の臭いが取れるのは結構なことだが、水で土が濡ぬれれば虎司の臭いを追えなくなる。早く動いた方がいいかもしれない。

　いったいあれから何時間経たったのだろうか。もともと時間感覚の鋭するどくない八牧には、その辺りのことがよくわからない。三日間眠ろうと思って寝たら、一週間くらい眠ってしまったことがあるくらいだ。

　皆は無事だろうか。この場合、彼にとっての『皆』とは自分を含めた元と現捜査第六課の面々であり、あとはＥＡＴだろうが米軍だろうがこの島の生き物だろうが、どうでもいい。彼が人間を評価している点は『食』に関することだけであった。

　周辺を警けい戒かいしながら歩き始めて十分もしないうちに、雨がぽつぽつと降り始めた。勢いが弱かったのは最初のうちだけで、それはすぐにひどい土砂降りになっていく。木々や葉が水滴を受け止めているとはいえ、それは他人と自分の血を吸い込んで生臭くなった八や牧まきの体を湿らせるには充分だった。水が背中に開いた傷に入り込み、じくじくとしみる。毛が水を吸って重くなる。土が柔らかくなり、足跡が残りやすくなる。爪つめの間に入る泥を鬱うつ陶とうしく思いながら、八牧は音を聞くために耳をすました。雨がうるさくて聞き取りづらいのが困る。八牧は視力にはそこそこの自信しかない。敵が徘はい徊かいしているこの場所で、鼻と耳が役に立たないというのは非常に不安だ。

　今さらながら、右耳の一部が千切れていることを思い出した。固まった血で傷を塞ふさいでいるので耳の中に雨が入ることはないが、どうにも痛くて痒かゆい。いっそのこと搔かきむしってやりたい衝しよう動どうにかられる。傷の度合いとしては背中の方がはるかに大きいのだが、耳の方が繊せん細さいなぶん神経が刺激されるようだ。どうなってるのか見てみたいが、自分の耳を自分の目で見られるほど、八牧の体は便利にできていない。

　耳の痒さを我慢しながら歩き続けていた八牧だが、何かの気配を感じて立ち止まる。

　この島には何かがいる。人間は当たり前だし、自分たちアヤカシもいるが、どうにもそれ以外の〝何か〟があるような気がしてならない。この島では先の戦争で多くの人間が死んだそうだが、彼の腹の中には死んだ人間が入っているのでその手の〝怪談〟には八牧は無む頓とん着ちやくだった。

　人でもアヤカシでもない、何かが。

「あめあめあめあめあめーっ！　死んじゃうーっ！」

　……聞き覚えのある声と共に、赤い陽かげ炎ろうが突っ込んできた。八牧は避よけることもできたが、あえて二本脚で立ち上がると胸の辺りでそれを受け止める。受け止めた八牧は後ずさりもせずに前脚でそれを捕らえた。このまま力を入れれば、人間ならもちろんぺきぺき音を立てながら折れて死ぬ。その時体に伝わってくる感触が結構面白いので、八牧は余裕がある時はこの方法で人間を殺す。

　しかし今彼が捕まえているのは人間ではない。その証拠に、〝それ〟と接触している部分が焦げ臭い煙を立て始めている。もっとも雨が降っているからその程度ですんでいるが、もし彼女が本調子であれば八牧の毛どころか皮まで燃えていただろう。

「……あ、ヤマさんだ」

「今ごろ気が付いたのか、お前は」

　いつもの夏か純すみは体を包む炎のせいで二メートルくらいの大きさなのだが、今はその三分の二程度まで縮ちぢんでいる。熱さも八十度前後くらいだろうか。夏純にとっては冷たい炎だろうが、八牧にとっては充分に熱い。それでも彼は少し前傾姿勢になって、夏純に当たる雨を遮ってやる。巨大な熊くまが赤い火ひ蜥蜴とかげを抱き締しめている光景はかなり奇怪だが、当人同士はあまり気にしていない。

「……何でお前がここにいるんだ」

　瞬しゆん間かん、夏純の体が急激に熱くなったが、それはすぐに元に戻る。黄金色の瞳ひとみが文字通り燃えていた。

「……虎とらくんが、脚なくして血だらけで、毛皮が汚れたの」

　それだけで、八や牧まきには伝わった。

「そうか」

　夏か純すみのことだ。詳しい状況など把は握あくしていないだろう。だから八牧は、最低限のことだけを訊たずねることにした。

「虎とら司じは死んではいないな？」

「……うん、優ゆうさんと大おおさんが何とかしてくれたと思う。あたしちょっと腹が立って周りをよく見てなかったから、わかんないけど」

　虎司が無事であるならば、八牧にできることはただ一つしかない。虎司を傷付けた者たちに対する報復だ。恐らくは自分を殺そうとした連中と同じだろう。奴やつらが誰だれで、何を企たくらんでいるかなどは、八牧はどうでもいい。その辺りのことは優ゆう樹きや大おお田たが考えてくれる。

「お前はもう少し、物を考えて動け。ここは雨が降りやすいんだからな。死にはしなくても痛いだろうが」

　夏純にとって、水は人間にとっての『火』である。赤い彼女の皮ひ膚ふは、判別しにくいがところどころ丸く脹ふくれ上がっておりまるで火傷やけどのような症状を見せている。この脹れた皮膚を破ると赤いどろどろの液体が出てくることを八牧は知っていた。

「……うん、痛いのよねー、水脹れ。でもこれを潰つぶすと結構面白いの」

「面白がるな、そんなことを。……とにかく、俺おれの腹にしがみ付け」

「痛くない？」

　毛皮が水を吸っていて夏純の体温が普段より冷えているとはいえ、火傷するには事足りる温度だ。

「気にするな」

「じゃあ気にしない」

　夏純は遠えん慮りよなく八牧のだぶついた脂肪を摑つかんだ。毛の焼ける音と共に白い煙が立ち昇る。だが八牧は声一つ上げず、夏純を捕らえていた前脚を解放する。泥水を跳ね上げて元の四足歩行に戻った八牧だったが、その腹には夏純がへばりついている。彼の脚の長さと地面までの距離を考えれば、夏純は雨にも濡ぬれず地面にも着かずにいることができた。

「あはははははは」

　突然笑い出した夏純に、八牧は胡う散さん臭そうな視線を送ろうとした。しかし首を曲げられる限界に夏純の頭はない。

「何がおかしい」

「ほら、ラッコみたいじゃない？　子供が親の腹にしがみ付いて移動するの。前にテレビで見たことあるわ」

　八や牧まきの頭の中で、水面に浮かんで貝を石で叩たたいて割るラッコの姿が浮かんだ。しかしそれはどう考えても、現在の八牧と夏か純すみの姿に重ならない。

「お前、他ほかの動物と間違えているぞ」

「そう？　ああ、あれ、アホロートル」

「それも違う」

　こうして八牧は腹に夏純を抱えて移動を開始した。その姿は有袋類の親子のようでどこか笑えるものがある。

　しかし同じ森の一角では、八牧も夏純もまったく笑えない、むしろ怒り出すような出来事が起こっていた。




　ネジは見ていた。『奴やつ』と白髪頭が一緒になって歩いている。白髪頭は素手だが、『奴』は銃を持っている。困った。白髪頭が『奴』の味方なら、少々手て強ごわい。むろん白髪頭だろうと、勝つ自信はある。だが二重雑種ダブルブリツドとはいえあまり敵に回したくはない。

　二十メートルほど距離を取ってはいるが、もう白髪頭は気が付いているのだろうか。ネジが向こうを見ているのだから、向こうもネジの方を見ているかもしれない。幸い雨が降っているので、少しくらい音を立てても雨の音がかき消してくれる。だがそれはお互い様だ。白髪頭は時たま立ち止まってはぬかるんだ地面を調べて、そのたびに『奴』に話し掛けているが、どんな会話が交わされているかはネジには聞こえない。

（……思い切ってやっちゃおうかしら）

　まず白髪頭を動けないようにしてから、『奴』を引き摺ずって誰だれにも邪じや魔まされない場所に連れて行き、ゆっくりと殺す。

　五年間。自分が生きてきた年数よりはるかに短い時間。だが、これほど長い五年間はなかった。『奴』を八つ裂きにする日を、何度夢に見ただろう。

　ネジは忘れていた。彼女は復ふく讐しゆう者であり、そのためにここにいた。だが彼女には『奴』以外にも敵がいる。それは虎とら司じの敵であり、白髪頭の敵でもあり、そしてネジの敵でもあった。彼女自身が数人殺したその連中のことを、ネジは迂う闊かつにもすっかり忘れていた。

　彼女は狩る者であったが、同時に狩られる者でもあったのだ。




　……この時点で、全すべての事態を把は握あくしている者は、誰もいなかった。捜査第六課の面々は『自分たちを害する者がいる』ことを知っていたが、その正体や理由などは判別できるわけがなかった。

　緊急捕ほ縛ばく部隊の大半は、雨や通信障害などで多少の混乱はしていたが、まだ統制は取れていた。密林の仲にいる者たちはこの島で起きている事件を未いまだ知らず、二体のアヤカシを捜し出し捕縛するという当初の訓練を行なおうとしていた。本部に待機していた者たちは、突然運び込まれてきた脚のない黒くろ虎とらに驚おどろき、『脚を繫つなげて縫ぬえ』という無茶な注文に応こたえようと努力していた。

　そして米軍特殊部隊、ＳＢＨＲＴもまた混乱していた。彼らは彼らの目的を持って動いていたが、既に死傷者が十名以上出ている。彼らにとっての不幸は、作戦中止の決定が遅れたこととアヤカシが強かったことであった。彼らはアヤカシの強さを想定した装備品を用意したのだが、それらは有用ではあったものの対アヤカシの決定打とはならなかった。死者が出た時点で彼らは諦あきらめればよかったのだ。しかしそうはならず、結局彼らは泥沼へとはまり込んでいく。

　戦争の島で起きたその出来事は、彼らにとっては戦争ではなく、ただの殺し合いになっていった。

　島に降る雨は、その血を洗い落とすにはほど遠い。

　人は死に、アヤカシは死ぬ。まだ雨は止やまない。




　何か、音がしたような気がする。地面を見ていた優ゆう樹きは、立ち上がって周囲を見回した。途中までは夏か純すみが木や地面を焦がした跡を追えばよかったが、雨が降ってからはその痕こん跡せきがなくなっている。この雨で痛がっていないだろうか。

「……どうした、巡査部長」

　警けい戒かいしていた赤あか川がわが話し掛けてくる。雨の勢いはかなり強くなっており、優樹の麦わら帽子は水に負けて形を崩していた。赤川が着ている物と違い、優樹は軽装とはいえごく普通の衣服だ。防水もへったくれもない。靴くつにも靴下にも完全に水が染み込み、かなり気持ちが悪い。水を吸った服が重く肌にへばりつく。

「今、何か音が……」

　言い掛けた時、優樹の目の前に黒いケモノが飛び出してきた。鵺ぬえのネジ。そう頭で確認した時、ネジは優樹を見上げた。

「……あんたには悪いけど、ちょっと手を貸してもらうわよ」

　それだけを優樹に向かって早口で言うと、ネジは自分が来た方向を振り返った。そこに何があるのか、優樹は左目と雨に負けそうな鼻と耳を総動員して知ろうとする。

　人間がいる。そして木々の向こうからかろうじて見える銃の先端を発見した時、優樹は赤川を顧かえりみた。

「伏せ」

　て、と続けようとした優樹の右腕から、血が迸ほとばしった。赤川はネジが側そばにいるのも構わずに、優樹に体当たりをするようにして自分と彼女を地面に伏せさせる。優樹も赤川も地面を顔で抉えぐるという滅めつ多たにできない体験をする羽目になった。

　ほんの少し離れた優樹が伏せた姿勢のまま左手で傷口を押さえているのを確認すると、赤川は散弾銃を持っていた右腕を。

　ネジに嚙かまれた。

「ううっ！」

　苦痛のうめきに優ゆう樹きが赤あか川がわの方を見た時は、もう遅かった。巨漢といっていい赤川の体は、半ば宙に浮くようにしてネジに引き摺ずられていく。

　それを追おうとした優樹は、思わず立ち上がってしまった。どれほど危険な行為か、頭ではわかっていたはずなのに体が動いた。

　すぐに行為に対する代だい償しようは来た。麦わら帽子と、その下にある白髪が血に染まる。

　左頰ほおを硬い物が貫通して、歯と顎あごが砕けた。額ひたいが割れた。鼻がひしゃげた。

　そして、包帯を撒まき散らして右目に鉄の塊が飛び込んできた。




　潰つぶれた、と優樹は思った。左目が飛び散った自分の肉と目しか映さない中で、それだけは心地良いと感じさえした。




　目と口をしっかりと閉じていないと、泥が入る。閉じようのない鼻と耳の穴から容赦なく泥水が入り、赤川の呼吸を苦しくさせた。音が聞こえづらくなった。引き摺られるたびに体のいたるところに痛みが走る。腕にネジの鵺ぬえの牙きばが食い込み、いつ千切れるかもしれない。もう骨の二三本折れているかもしれない。その中で、なんとか赤川は冷静にこの窮きゆう地ちを脱する方法を考えようとしていた。まずはネジに止まってもらわなければ話にならない。

　だから、彼は口を大きく開けて叫んだ。

「ネジ！」

　叫んだ途端、口と地面が激突した。容赦なく入り込んでくる土を吐き出そうとした赤川は、やっとネジが止まったことをその体で実感した。右腕は動かない。肋ろつ骨こつが何本かいかれていそうだが、折れた骨が内臓に刺さっているということはなさそうだ。服を通して体中に擦さつ過か傷ができているだろうが、細かい傷を確認している暇はない。

　左腕を地面に着けて起き上がろうとする。背はい囊のうも散弾銃も途中で落としてしまったようだ。膝ひざ立ちになったところで、顔面を前脚の甲でぶちのめされて仰のけ反る。加減はされていたようだが、鼻骨が折れる音と共に鼻血が出た。

　仰あお向むけにひっくり返ると、曇くもった空がほんの少しだけ見えた。熱くなった体を、雨が一いつ瞬しゆんだけ冷やしてくれる。

　そこに、真っ黒な猿さるの顔が突き出た。

「……何で、あんたなんかが、あたしの名前を知ってるのよ」

　ネジの顔を見た。人間の感覚でいえば、どうしようもなく醜しゆう悪あくな面構えだ。牙を剝むき出し、額と眉み間けんに皺しわを寄せて赤川を威い嚇かくしているその顔は、目を逸そらしたくなるほどだ。しかし、赤川は彼女の目を見た。

「……私の名前は赤あか川がわ大だい介すけという。警けい視し庁緊急捕ほ縛ばく部隊に所属し……」

「誰だれもあんたの名前なんか聞いてないでしょ！」

　左前脚を胸の上に置くと、ネジは右前脚で赤川の頰ほおを叩たたいた。

「……君の名前は、オナガから聞いた」

　もう一度ひっぱたかれた。頰の皮と口の中が切れる。泥と血の混じった味を嫌というほど堪たん能のうした赤川は、咳せき込んでそれらを吐き出そうとした。自由になる首を何とか持ち上げて、口を開ける。顎あごの端を伝ってもはや泥だらけの衣服を少量の血で彩ると、赤川は苦しそうに呼吸をした。

「そう」

　ネジの口が大きく歪ゆがんだ。厚い唇が震ふるえて、口の中から出た泡が赤川の顔面に落ちる。

「あんた、どうしてあたしに殺されるのか、わかってんのね？」

「……私が、オナガを殺したからだ」

　落ち着き払った赤川の口調が、どうにもネジの癪しやくに触った。胸に置いた前脚の爪つめを、浅く刺した。服ごと胸の皮と肉を裂いていく。ただ命には別状のないように浅く、心臓や肺にまで傷が達しないように気を付けた。

　赤川はやはり小さくうめいたが、大きな声は出さない。

「……よくも、よくも、オナガを殺してくれたわね」

　肩に嚙かみ付かれた。

「五年間、あたしがどれほどこの日を待ったと思ってんのよ」

　右手の小指を喰くわれた。

「御大たちに助けてもらって、やっとここまで来たわ」

　太ふと腿ももの肉を爪で抉えぐられた。

「オナガがあんたたちにいったい何したってのよ」

　左耳がなくなった。

「よくも、脳みそぶちまけてくれたわね」

　左足の小指を喰われた。

「あんたなんか、あたしの栄えい養ようにしてやらないわ」

　自分の一部を吐き戻されて、胸にかけられた。

「……まだ生きてるわね？　殺さないように気を遣ってやってんのよ。痛いし苦しいでしょ。……指を一本ずつ喰っていったら、次は手足よ。まあその頃ころには血がたくさん出て死ぬでしょうから、その前に頭齧かじってあんたの脳を潰つぶしてやるわ！」

　血が減ったせいかネジの顔はよく見えないし声もあまり聞こえないが、赤川の意識はまだはっきりと残っていた。その痛みの中で、赤川は色々なことを考えていた。

（……これが、走そう馬ま灯とうって奴やつなのか……）

　自分は目の前にいるアヤカシにひどい目に遭あわされているというのに、不思議と怒りも憎しみも湧わいてこない。『因果応報』なのだろう、と勝手に想像する。この世に未練がないかというと、そんなことはまったくない。

　妻子の今後のこと。家を買った時のローンはあと何年残っているだろう。退職後はのんびりと旅行にでも行きたかったし、ここ二十年ほど優勝から遠ざかっている贔屓ひいきの球団が日本一になるのを見たかった。学生時代は野球選手になりたかったが、結局は警けい察さつ官になって緊急捕ほ縛ばく部隊に配属されて。

　今、鵺ぬえのネジに殺されようとしている。

　死にたくはない。死にたくはないのだが、体は動かないし逃げることもできない。もはや他力に頼むしかないが、自分を助けてくれそうな人物は片かた倉くら優ゆう樹きしかいないだろう。しかし彼女　は現在誰だれかと交戦中のようで、自分の元に駆け付けてくれる可能性など宝くじの当選確率より低いだろう。

　昔、一万円当たった。

　こうやって現実から逃とう避ひして、どうでもいいことを考えている自分は意志が弱いのだろうか。もう痛みを感じる神経がどうかしてしまったのか、感覚がかなりあやふやだ。

　やはり死ぬのだろう。自分がアヤカシを殺したように、自分もアヤカシに殺される。だが、ネジはどうなるのだろう。自分を殺したネジは、間違いなく有害指定生物として捕殺される。しかしそうしたら、今度はネジの仲間がネジを殺した人間を殺すのだろうか。

　そんなことを続けて、何の意味があるのだろう。

『意味を求めるのは悪いことじゃあないさ。でも、意味がないからという理由だけであらゆる事象を放棄するのは良くないことだよ。僕ぼくたちには僕たちなりの』

　この後大おお田たの話が延々と続いたが、赤あか川がわはろくに聞いていなかった。今さらながら悪いことをしたと思う。

　自分の体がどうなっているかよくわからないが、両手の指が七本しかないような気がした。それは気のせいではなくて、本当なのだろう。もう確認する気力もないが。

「……ちょっと、まさか死んでるんじゃないでしょうね！」

　耳元で怒鳴り声が聞こえた。

「殺すために色々やってるけど、今死なれたらあたしの気が収まらないのよ！」

　赤川は、血にまみれた自分の唇を舐なめた。味はよくわからないが、唇が湿る。舐めることができるのだから、まだ舌は健在のようだ。

「……私を殺したら」

　まだ言葉が喋しやべれる。大きな声は出ないが、ネジには聞こえているだろう。アヤカシは耳がいいから。雨が降っていて声などかき消されてしまうのだが、赤川は雨のことは忘れていた。

「君は、満足するのか……？」

　足の指を喰くい千切ってやろうとしたネジは、赤あか川がわが何か言っていることに気が付いた。しかし内容までは聞き取れない。無視しても良かったのだが、その根本では気のいいところもあるネジは耳を傾ける努力をした。

「……何か言ったの？　遺ゆい言ごん？　聞いてやってもいいわよ。まだ話せるうちに言っておきなさい。後で喉のども搔かっ切るから、喋しやべれなくなるわよ」

　遺言、という単語だけが脳に届いた。

　遺言。残した方がいいかもしれない。だがネジが自分の家族に会いに行ってくれるとも思えないし、第一住所を知らないだろう。しかたないので、ネジに言いたいことを言う。

「……私は……私の友人知人が君を殺すことを望んでいない……」

「はあ？」

　耳を赤川の口元に近付けていたネジは、あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに声を上げた。

「……オナガは私の死を希望していたのかもしれないが、私は私を殺す君の死を望んだりはしない……」

「それが遺言？」

　そんなことを言われても、ネジは困る。アヤカシの復ふく讐しゆうは、死者のためでもあるが自分のためでもある。自分の気がすまない、だから復讐する。万が一にもオナガが『自分が殺されても敵かたき討ちなんか考えるな』と遺言を残したところで、ネジは聞きはしなかっただろう。

「あんた、馬鹿なのねえ……」

　ネジはほんの一いつ瞬しゆんだけ、赤川大だい介すけという人間への恨みを忘れた。

　だがそれは本当にわずかな時間であり、ネジの『八つ裂きの時間』が再開する。

「まあ、あんたが馬鹿なのはわかったけど、殺すことに変わりはないし」

　次はどこを喰ってやろうか。

　自らの復讐に酔いしれていたネジは、周辺の警けい戒かいを怠っていた。自分を殺そうとする人間たちは白髪頭に押し付けたし（このことには、ネジはちょっぴり罪悪感を覚えていた）、もう自分の邪じや魔まをする奴やつは誰だれもいないはずだった。




　その武器に体を貫かれるのは三回目だった。腹や頭に数十本刺し込まれ、風通しがすさまじくよくなった自分の体。血が噴ふき出すはずなのに、一滴の血も流れずにその凶器に吸われていく。

　鬼おに斬ぎり。

　なぜここに。誰がここに。

　ネジはかろうじて無事だった左目で、加害者を見た。

　先ほどネジが右手首を喰い千切り、動けないように足も嚙かんでおいた人間だった。しっかりと両足で地面を踏んでいるが、靴くつを履はいていない。足の甲からは細い木の根っこが数百本生えており、土の養よう分ぶんと水分を吸い尽くしている。

　なくなった右手首から生えているのは、太い太い木の枝が二十本。

　その枝の先端にあるものは、穴の開いたネジの体。

　まだ生きているネジの体。

　これから死ぬ、ネジの体。
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　目を覚ました時、雨が降っていた。瞼まぶたの下に入り込んでくる水が、眼球にしみわたる。少しだけすっきりした気分になれた。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは上半身を起こした。先ほどまでは死にそうなほどに痛かったような気がするのだが、噓うそのように引いている。

　両手を見た。ちゃんとある。右手の指の皮が薄うすく剝むけており、血管が太く浮き出ているがとくに痛くも痒かゆくもない。地面に手を突いて立ち上がった太一朗は、まず自分の置かれた状況を、把は握あくしようとしなかった。

　周囲を見回せば、彼の先せん輩ぱいである浪なみ野のが木にもたれて気絶しており、ほんの少し離れた場所には怪け我がをした米兵たちがうずくまっている。しかし彼の目はそれらを映さない。

　自分がどこに行き、何をしなければならないのか、彼は知っている。

　右腕の肉が奇妙にうねって、彼の服を内側から破った。皮ひ膚ふの中で何かが這はいずり回っていることに、太一朗は気が付かない。そこに痛みも苦しみもなく、ただ〝意思〟があった。それが彼自身の意思であるかは、彼にもわからない。

　だから、彼は歩き出した。




「この馬ば鹿かどもがあああっ！」

　口の中に溜たまった血と歯と共に、片かた倉くら優ゆう樹きの姿をした〝鬼〟は怒号を吐いた。風と雨さえもが、凄すさまじい鬼気を恐れてか一いつ瞬しゆんだけその勢いを弱める。自然をも平伏させるその生き物に対して牙きばを向けられる者は、この地上に決して多くは存在しない。

　だが、無む謀ぼうな挑戦者はいた。

　彼らは、自分たちの敵がただのアヤカシではないことは知っていた。現在確認されているただ一体の二重雑種ダブルブリツド。訓練への直接参加はないということだったが、機会があれば臨りん機き応おう変へんに捕ほ獲かくをするよう命令されていた。その優先順位は、他ほかのアヤカシよりも高い。

　ゆえに彼らはネジを追わず片倉優樹を標的に変更したのだが、それがいかに愚かなことであるかを、身を以って知ることになる。

　顔面に直ちよく撃げきした銃弾は、間違いなく殺傷力を十二分に発揮していた。かろうじて皮膚がへばりついている左頰ほおからは、顎あごの骨と歯が覗のぞいている。額ひたいには穴が開いており、頭ず蓋がい骨を貫通したそれは脳の中に食い込んでいるはずだ。そして右目からは血の涙を流している。

　アヤカシでも、死んでおかしくない怪我だ。致命傷といってよかっただろう。

　しかし、彼女は生きている。厳げん密みつにいえば、ここに立つ片かた倉くら優ゆう樹きは片倉優樹ではない。そこに潜むのは、今はただの名無しの鬼。その真の名を知る者は数少なく、たとえいたとしてもその名を口に出すことはない。

　彼の部下たちは畏い敬けいの念を込めて〝主〟と呼び、彼の敵たちはその傲ごう慢まんさに怒りながら〝主〟と呼ぶ。

「……調子に乗るなよ、人間ども」

　存在を強調するかのように膨ふくらんだ右目は、顔から転げ落ちんばかりに飛び出していた。やけに血走った眼球には、ゴム鞠まりが凹へこんだような痕あとがぽっかりと残っている。その中に指を無造作に突っ込み、金属の塊を抉えぐり出した。先端の潰つぶれた弾丸。眼球の痕の中から『ぼこ』と小さな音を立てて、赤い水銀のような液体が浮かび上がる。それは眼球の表面を滑るようにぐるりと一周して自らの定位置を探し、眼球の中心で止まった。

　赤い瞳ひとみになった。どこか禍まが々まがしい光沢をもって、自らの正面を見る。

　そして〝鬼〟が走り出す。遮しや蔽へい物と雨に邪じや魔まをされる視覚も聴覚も、その行動に何ら支障をもたらさない。自分のものではない肉体を傷付けた加害者の存在を、その皮ひ膚ふが敏感に感じ取る。木々の合間を駆け抜け、足を地面に置くたびに土が恐れおののいた。むろん、その間にも銃じゆう撃げきはやまない。雨と消音器のせいで音はほとんど聞こえず、閃せん光こうも見えない。だがその銃弾を、〝彼〟は避よけなかった。

　撃うつ方にとって、これほどの悪条件はない。多くの木は射線を通りにくくし、雨が視界を遮り手を濡ぬらす。この状況では、よほどの名手であろうと結構なスピードで走っているそう大きくはない標的の急所を狙ねらうことは不可能に近い。

　射手もそれがわかっているのか、連続して凶弾を放つ。下手な鉄砲も数を撃てば当たる。優樹の肉体に当たりそうになったのは、計六発。左手を前方に翳かざし、素早く動かしてその全すべてを掌てのひらで受け止める。厚くはない肉にめり込んだその銃弾が、手の中に収まった。

　自らを撃ち殺そうとした不届きな人間の目の前に迫ると、恐るべき〝鬼〟は砕けた顎あごと裂けた唇を使って、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「たまには、自分で鉛弾くらってみろよ、ええ、人間？」

　左手を男の顔の前に突き出し、肉を圧あつ縮しゆく、その勢いで掌に埋まった銃弾を押し出す。

　六発の銃弾が、その顔を潰つぶした。倒れ込む男の首を爪つま先さきで蹴けり上げる。ガードの上から咽いん頭とうを破ると、〝主〟は近辺に潜伏している敵を殺すために右目を回した。

　目を回すのはただの癖くせのようなものだ。目で見ているわけでも音を聞いているわけでも臭においを嗅かいでいるわけでもない。空気が伝える命の気配。それを絶つことができる人間は、死んだ人間だけだ。

　生きた人間、それも自分に殺意を向ける愚か者が、この近辺に二人いる。位置を把は握あくすると、〝主〟は首から爪先を抜いて再び走る。靴くつの先に血が付こうと肉が付こうと、お構いなしだ。膝ひざ立ちをして銃を撃うっていたその男の眼前に飛び出すと、左拳こぶしで頭部を殴り付けた。相手の頭ず蓋がい骨が拳型に陥没したが、こちらの指の骨もいかれた。

　ヘルメットの上から殴った程度で骨を折るとは！

　あまりにも不ふ甲が斐いない肉体に笑ってしまうと、〝主〟は最後に残った人間を殺すために走りだそうとして動きを止めた。

　誰だれかが来る。それも人間ではない誰かが。

　それが誰かを知っている〝主〟は、口元に潰つぶれた笑みを浮かべながらゆっくりとその接近を待つことにした。人間が逃げていく気配を感じたが、追うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。せいぜい逃げて、アヤカシの恐ろしさでも喧けん伝でんするがいい。

　懐ふところのポケットに手を突っ込むと、ミニボトルを引っ張り出す。折れた指を使って蓋ふたを開け、まずは匂においを嗅かいだ。安い焼しよう酎ちゆうだった。口の中に入れると、傷口に酒がしみるが、痛さは感じないので問題はない。酒を舌の上で転がしておくと、口の中で血と骨の欠片かけらが混じって味が変わる。飲み込んだ時の奇妙な喉のど越しが面白くて、〝主〟はくすくす笑った。

「何が楽しいのかな、君は？」

　そう言って近付いてくる男に、〝主〟はボトルを掲げてみせる。

「新たな味の発見という奴やつだ。元気にしてるか？　噓うそつきで傍観者のシームルグ」

「僕ぼくは噓をついているわけじゃない。自分が信じる真実の全すべてを話さず、自分が知っている事実の全てを話さないだけだ」

「それを噓つきというのさ」

　顎あごから垂れた血が付着したままの喉を仰のけ反らせ、〝主〟が酒を飲むのを大おお田た真さね章あきは見ていた。雨が滝のようにレンズの表面を流れ、役に立たないどころかかえって邪じや魔まになっている眼鏡めがねを外そうともせずに、〝主〟と八メートルの距離を置いて相対する。

「歩いてきたのか、ご苦労なことだ」

〝主〟は大田の足元を見た。靴くつだけではなく、ズボンの裾すそまで黒く汚れている。

「いや、走ってきた」

「飛んでくればよかっただろうが」

「そういうわけにもいかなくてね」

「で？　俺おれに何か用でもあるのか？　それともお前お得意の傍観をしに来たのか？」

　ボトルの口を咥くわえ込んでその中身を空けていた〝主〟だが、銃弾によって歪ゆがんだ顔をさらに歪めた。

「……痛いようだね、君は。侵食が進めば、痛覚まで共有してしまうのはわかっていたはずだ」

「ほう、だから止めようとしたのか、お前は？　それはそれはご親切なことだ。ありがたくて目玉が飛び出そうなくらいにな」

　優ゆう樹きの声で笑う〝主〟は空になったボトルを、地面に捨てた。水みず溜たまりを点々と転がるそれを、大おお田たは見ていた。〝主〟もまた見ていた。

「虎とらの小僧の敵かたき討ちに来たわけか、お前は？　奴やつらはもう死んでるだろうよ。……ネジのお人よしめ。とんだ無駄足だったなお前も」

　その言葉を聞いても、大田はとくに何の反応も示さなかった。頰ほおを伝う雨を手の甲で拭ぬぐうと、冷ややかな、それでいてどこか優しい視線で〝主〟を射抜く。

「僕ぼくは、僕の友人たちには平へい穏おんに生き、そして死んでほしいだけだ」

「そう思うなら、そのための努力をしてみたらどうだ、傍観者？　ただ見ているだけではなくその手で俺おれを殴り殺すくらいしてみろ。その時は俺も誠心誠意をもって、お前を殴り殺してやろう」

　血と雨を含んで額ひたいに張り付いた白髪を右手で搔かき上げると、〝主〟は両腕を広げて大田と向き合った。久しく会っていなかった旧友が、親交を確かめるために抱ほう擁ようを求めているかのような態度だ。口元からは歪ゆがんだ笑みを消すことはない。

　大田は眼鏡めがねを外して胸のポケットに入れると、ゆっくりとその距離を縮ちぢめた。

　顔に付いた血は雨に洗われ、右目周辺と左頰ほおと額の肉と骨が剝むき出しになった優ゆう樹きの顔。しかしそこに彼女の意思はなく、凄せい惨さんな笑みを浮かべて大田を見ているのは鬼。

　猛もう禽きんの目でその視線を受け止め、ぬかるんだ土を踏み締しめて歩くのは霊れい鳥ちようシームルグ。

　お互いに手を伸ばせば届きそうなほどに近付く。

「さて、お前はこの胸の中央でもぶん殴るか？　それともこの手を取るか？」

「僕がその胸に飛び込んだら、君は僕を殺すのか？　それとも優しく抱き締めてくれるのか？」

　大田が〝主〟を見下ろし、〝主〟はその右目で大田を見上げる。両者の間に敵意はない。親愛の情もない。

　ただ無言でお互いの顔を見つめる。

　両者の視線は、永遠に絡み合うかのようだった。だが均きん衡こうを破ったのは、〝主〟の回る右目であり、大田の瞬まばたきだった。

「……ここにあったか……ここにあったのか……！」

　ひしゃげた口を大きく開けて笑うと、〝主〟は腕を下ろして両拳こぶしを何度も開閉させる。骨の折れた左拳が小さく軋きしんだ音をたてた。しばらく馬ば鹿かのように笑っていた〝主〟は、笑いながら大田に背中を向ける。

「また後でな、シームルグ！　この島には、あれがある！　ふふ、奴やつが探し、俺も探していたあれが、まさかこんな孤島にあったとはな！　なるほど、ここなら空うつろ木ぎの目も足も届かん場所。奴一人では絶対回収できん！」

　嬉うれしそうに歩き出すその背中に、初めて大田が手を触れようとした。しかしその手は結局途中で止まり、彼はゆっくりと地面を見る。

「どうした、シームルグ。永えい劫ごうなる傍観者にして、死にゆく智ち者しや。お前が俺おれの敵か味方になる日を、俺は待っているぞ。お前は敵に回しても味方にしても面白そうな奴やつだからな」

　大おお田たの方を見ていないくせに、〝主〟は彼の動きを知っていた。背中しか見ていない大田も、〝主〟が崩れた優ゆう樹きの顔で声を出さずに笑っているのを知っていた。

「……僕ぼくはどちらも選ばない」

「はっ、こいつみたいなことを言う。なら傍観者として見ているがいいさ、俺の最大の敵が生まれ、そして死ぬ時を」

　遠ざかっていく〝主〟の気配を肌で感じても、大田は動かなかった。その背中を見ようともしなかった。ただ、雨の溜たまった地面だけを見ていた。

　濡ぬれた地面が急速に乾いていく様を見ても、大田はただその場に佇たたずんでいた。




　自分は、いったい何を見ているのだろう。赤あか川がわは、ゆっくりと歩いてくるその男を知っていた。緊急捕ほ縛ばく部隊の制服を身に纏まとう彼の名は、山やま崎ざき太た一いち朗ろう。自分の部下であり、よく知っている男だ。

　だが、本当に太一朗なのか。赤川は沈みがちな意識の中で、疑いを持っていた。

　彼の表情は、空虚だった。よくも悪くも短気で自我の強い太一朗だが、今の彼にはそれがない。何を見ているのか、それとも何も見ていないのか。ただ無表情なままに、ゆっくりと歩いてくる。

　足が見えた。幻でも見ているような気がする。最初赤川は蚯蚓みみずが数百匹まとわりついているのかと思ったが、どうやら違うようだ。足の甲や裏に生えた細い紐ひものようなそれは、〝根〟だ。彼が足を下ろすたびに地面に食い込み、足を上げるたびにぶちぶちと切れていき、また新たに生える。そして彼が歩いた痕あとには、水みず溜たまりさえ残らない。現在進行形で雨が降っているというのに、彼が歩いた部分だけは地面が乾いていくのだ。

　そして右手。

　手首までは、普通の人間のものだ。だがその先が違う。こげ茶色をした太い棒のようなものが十本以上そこから出ている。鞭むちのように柔らかく槍やりのように刺し貫くその〝枝〟は、先ほどまで赤川を痛めつけていたネジの体に埋まっていた。

　穴だらけ。

　銃弾が肉を[image: 穿]うがった痕がどうなるかを知っている赤川から見ると、その穴は異常なまでに形が整っていた。そこだけを選んで切り取ったかのように、ぽっかりと口を開ける穴。やがてその枝はゆっくりと鵺ぬえの体から引き抜かれた。誰だれもその枝に触れているわけではない。ただゆるゆると抜けたその枝は見る間に縮ちぢまっていき。

　太た一いち朗ろうの右手の中に収まった。彼本来の右手は既にネジの腹中にあることなど、赤川は知る由もない。

　彼の足が、自分の顔の横を通った。泥を跳ねることもなく、音を立てることもなく、ただ太た一いち朗ろうは歩き続ける。ネジのいる方へと。

「山やま崎ざき……？」

　声は出た、ような気がした。自分の耳には聞こえるが、それがどれほど小さな声だったか、赤あか川がわにはわからない。しかし、太一朗の足は止まった。

「隊長……」

　掠かすれた声が、何とか赤川の耳に届く。

「……あのアヤカシは……自分を殺そうとして、隊長を殺そうとしました……だから……だから……自分が殺します……」

　その声に含まれていたものは、たった一つ。




　純粋な殺意。

　憎いから。恨みがあるから。自分の敵だから。そんなものは後から取ってつけた理由でしかない。『殺したい、壊こわしたい』という破は壊かい的衝しよう動どうでもない。

　本当に、ただの、殺意以外のなにものでもない殺意。

　赤川がオナガを殺す時、そこには恐怖があった。

　八や牧まきが人間を殺す時、そこには食欲と嫌悪があった。

　ネジが人間を殺す時、そこには怒りと義ぎ憤ふんがあった。

　太一朗が高たか橋はし幸こう児じを殺した時、そこには憎悪と嫉しつ妬とがあった。

　しかし。

　現在の山崎太一朗には、そのどれもがない。

　殺意だけの殺意。

　彼は憑つかれていた。

　最強の〝鬼〟を殺すためだけに、あるアヤカシが作った武器に。最強の〝鬼〟を殺したそれの返へん還かんを望んだアヤカシは、自ら作った武器に力を奪われ、生きる屍しかばねとなった。

　鬼を斬きったそれは〝鬼おに斬ぎり〟と呼ばれ、その後も多くのアヤカシを殺し、生長し、新たなる〝鬼斬り〟を生んだ。

　アヤカシの命を吸い、人間の魂を奪うその〝鬼斬り〟の最初の一本。

　童子斬り。

　それが今、人の手の中にあった。




　ネジは、自分が死ぬなどとは思っていなかった。首を斬られても横腹に穴を開けられようと、今までちゃんと生き延びてきた。

　しかし、今はどうだろう。目は片方見えない。四肢はろくに動かない。尻尾しつぽの目で自分の体を見ようとしても、何も見えない。今にも零こぼれ落ちそうな首を何とか後方に向けて、尻尾を見ようとする。

　千切れて転がっている後脚の近くに、捩ねじれた尻尾が落ちていた。ネジが見ている間のたうっていた蛇へびは、その数秒後に動かなくなる。

　この時になって、やっとネジは自分の体に訪れようとしている死を確信した。胸や頭を貫かれても、適度の治ち療りようと栄えい養ようと時間があれば、死ぬことはない。だがその武器は〝鬼おに斬ぎり〟で、ここにネジの仲間はおらず、助けに来てくれる者などいない。

　ネジは死ぬ。

　その時彼女の心を占拠したのは、自分に穴を開けた加害者のことでも死に対する恐怖でもなかった。

　少し離れたところで倒れている赤あか川がわのことだ。

（殺さないと……動けなくなる前に殺さないと……！）

　それのみを考えて、ネジは前進しようとした。だが四本の脚はすべて〝鬼斬り〟によって彼女の体から離れてしまっている。だからネジは、顎あごを上げた。腹と胸の筋肉を思い切り伸ばして、顎をできる限り前方の地面に下ろし、伸ばした肉を縮ちぢめる。

　ほんの少しだけ、前に進んだ。尺しやく取とり虫むしのように前進を続けたネジの鼻先に、人間の足が見える。だが、それさえも無視して、ネジは赤川の近くに行こうとした。

　だからネジは、太た一いち朗ろうの右手から生える木刀が、自分の頭に向かって振り下ろされようとしているのを見ていなかった。一刻も早く、自分の体力が残っているうちに赤川を殺さなければ。ネジの頭の中にはそれしかない。

「山やま崎ざき、やめろ……もうその鵺ぬえは死ぬ……これ以上、彼女を苦しめるな……」

　赤川の声など、ネジにも太一朗にも届かなかった。しかしその願いだけは、ほんの少し叶かなえられることになる。

「この若造があああっ！」

　怒声と共に、小さな人影が太一朗に襲おそい掛かる。右手の木刀はその敵にほんの少しだけ反応したが、人影にもネジにも兇きよう刃じんを下ろすことはなかった。

　太一朗の目は顔の肉と骨を露ろ出しゆつさせている片かた倉くら優ゆう樹きの顔を見ていたが、その肉体に棲すむ〝主〟が見ていたのはネジとかつて自分を葬った〝童子斬り〟であった。

　胸板に飛び蹴げりを食らわせて、よろめいたその腹を左の拳こぶしで三度殴りつける。少し顎の位置が下がったところで、今度は顎を殴る。殴る。殴る。

　左手の骨が拳を作れなくなるほど折れるまで殴り続けると、太一朗の顎は歯も含めて粉々になっていた。その胸をもう一度殴りつけると、太一朗の大きな体は乾いた地面へと仰あお向むけに倒れる。

　本当なら死ぬまで殴り続けるところだったが、〝主〟はすぐさまネジの元へと急ぐ。残酷で無慈悲と謳うたわれた彼は、自分を慕う者たちにだけは優しかった。彼にとって重要なのは、今でなくとも戦える敵ではなく、今にも死にそうなネジであった。

「ネジ、ネジ！　まだ意識はあるか！　俺おれの声が聞こえるか！」

　その名を耳たぶのない耳元で連呼する。〝主〟は知っていた。これがただの傷であれば、まだ助かる可能性はある。しかし〝童どう子じ斬ぎり〟にこれだけの傷を負わせられた者を救う術すべは、彼にはない。それがあれば、はるか昔に彼も死なずにすんだだろう。

　だから〝主〟は、ネジの名を呼ぶ。死ぬのならば、せめてネジの本ほん懐かいを遂げさせてやらなければ。そうでなければ、ネジに力を貸してきた意味も、ネジが自分に従ってきた意味もなくなってしまう。

「ネジぃ！」

　その声に、何とかネジは残った片方の目を開けた。聞いたことのあるようなないような声。でも気配は何となくわかる。御大だ。御大が助けに来てくれた！

「……お……」

「よけいなことを言う暇があったら、力を牙きばに溜ためておけ、ネジ。今、オナガを殺した奴やつを連れてきてやる。そこで待ってろ」

　それだけ言うと、〝主〟は赤あか川がわのいる場所まで走りその足首を右手で摑つかんだ。そのままずるずると引き摺ずっていく。

「……巡査……部長……」

　見覚えのある白髪頭に、赤川は声をかけた。口の中に雨と彼の体が跳ね上げる土が入る。それでも彼は、自分の足を摑んでいるその人物に語りかけようとした。

「……片かた倉くら……」

　そこで赤川は声を詰まらせた。引き摺られるのはそこで止まったが、自分の顔のすぐ横にネジの顔がある。顔に穴の開いた、ネジの顔。

　その口が開いた。正確には、〝主〟が無理やり手を突っ込んでこじ開けた。ネジが苦しそうに咳せき込むのも、千切れかけた舌が涎よだれをだらだら流すのも無視した。歯は何本も折れて失われているが、嚙かむ力は完全には失われていない。彼女の限界まで口を開かせると、〝主〟は赤川の首を、ネジの口の中に押し込む。

　完全に咥くわえ込んだことを確認すると、〝主〟は三歩下がって叫んだ。

「さあ、ネジ。その顎あごに最後の力を込めろ！　そうすれば、オナガを殺したお前の敵は死ぬ。　死ぬ前に、お前の復ふく讐しゆうをお前の牙で終わらせろ！　俺が見届けてやる。お前の復讐は、お前だけのものだ。お前以外の何者も、お前の恨みを晴らせんぞ！」

　ネジの耳に、その言葉は確かに届いていた。




　口。口の中に、あいつの首がある。

　そうよ、ここでがぶりといって頭と体をお別れさせちゃえば、こいつは死ぬの。

　……まだまだ、痛めつけてやりたかったのに。

　指喰くって、耳喰って。

　……何よ、たったのそれだけしかやってないじゃない。

　ああ、もっともっと苦しめて、オナガの痛みを教えてやりたかったのに。

　でも、もっと時間かけてたら、その間にあたし死んじゃうもんね……。

　……悔しいわよ、本当に。

　どこのどいつよ、あたしを殺そうとした奴やつは……。

　ま、いいわ……あたしはあたしの恨みをやっと晴らせるんだから。

　……でも、もうちょっと生きたかったわね。

　御大のお手伝いも、まだ結構残ってたのに。

　ごめんなさい、御大。本当に世話になったわ。

　今も、あたしを助けてくれて……。

　あたしは死ぬんだろうけど、これからもがんばってね。

　オナガの夢、あたしは興きよう味みなかったけど叶かなえてあげて。

　……局長と浦うら木きは、もうちょっと仲良くすればいいのに。

　ああ、あの虎とら司じって子は、ちゃんと助かったかしらね。

　これからは疑い深く、人間ぶち殺して生きていくのよ。

　………………。

　こうしてみると、やっぱり死にたくないわね。

　復ふく讐しゆう終わった後のことなんか考えたことなかったけど、死にたいとは思ってなかったし。

　……でも死んじゃうのよね、あたしは……。

　ああ、痛い。

　一発くらいぶん殴っておきたかったけど、ま、きっと御大がやってくれるわ。

　……オナガ。

　死ぬ時、何考えてたのかしらね、あなたは。

　自分を殺した奴を、あたしが殺すことを考えてた？

　それとも、何も考える暇もなく殺されちゃったの？

　あたしは、あなたのことと、あなたを殺した奴のこと考えてるわ。

　そうそう、オナガはあたしのお腹なか気にしてたけど。

　お腹の中に




　首に、鋭するどい牙きばが埋まっていくのを赤あか川がわは感じていた。緩ゆるやかに食い込むネジの牙が刺さったところから、血がたらりと流れていく。刺さった歯は上四本、下五本。この牙きば同士が重なった時には、もう赤あか川がわはこの世の人間ではない。

　あまりにもゆっくりと進むその牙に、赤川は初めて死の恐怖を覚えた。いつ死ぬか、今死ぬか。これほど恐ろしい時間はない。

　しかし。

「……死んだか、ネジは。そしてお前は生きている。哀れなネジよ、これでお前の五年間は無駄になってしまったな」

　赤川の首からネジの口が離れていく。もう嚙かみ合わされることもなければ、喋しやべることもないネジの口。

　自分の首を解放してくれたのが片かた倉くら優ゆう樹きであることを、赤川は見ていた。しかし優樹は赤川の方を見ようともせず、ネジの頭を抱いている。

「……ネジ、お前は俺おれの知るアヤカシの中でも、なかなかよくできたアヤカシだった。ふふ、俺が胸を張って好きだと言える、数少ないアヤカシよ。馬ば鹿かで間抜けなところが玉に瑕きずだが、馬鹿な子は可愛かわいい……ということは、こいつも可愛いのか……そうか、可愛いのか」

　右手でネジの毛皮を撫なでてやりながら口の中で呟つぶやく優樹に、赤川は何とか話し掛ける。

「……君は……誰だれだ……」

　ネジを撫でる手を止めることはなく、ただ赤い右目が赤川に向けられた。

「生き延びたな、髯ひげ。その身に刻んだ傷を見て、鵺ぬえのネジを思い出すがいい。そして、一つ誇るがいい。鵺の復ふく讐しゆうから逃げ延びたことを。理由はどうあれ、お前はネジに殺されなかったのだからな」

　それだけ言うと、優樹の顔をした別人はにやりと笑ってみせる。

「俺が誰か、と訊たずねたな。俺は自ら名乗ったことはない。呼びたいのなら〝主〟とでも呼べばいい」

　それだけ言うと、〝主〟はもう二度と動くことのないネジの頭に歪ゆがんだ顔を埋めた。三秒後に顔を上げると、そっと彼女の体を地面に横たえる。

　雨はいつの間にかやんで、雲が晴れようとしていた。

「さて、髯。ネジの復讐はネジだけのものだ。ネジが晴らせなかった以上、誰もその復讐を遂行する権利はない。義務もない。だから俺はお前を殺さない」

　立ち上がった〝主〟は、首に赤い嚙み痕あとを残した赤川を見下ろして再度笑った。はっきりとしない意識の中で、その笑顔だけは赤川の心に鮮せん烈れつな印象を焼き付ける。

「そして俺は、ネジを殺した奴やつを殺す」

　その宣言を、赤川は聞くことができなかった。今まで何とか保ってきた意識はネジの死によってぷっつりと切れる。

　だが彼の意識がなくなったところで、全すべてが終わるわけではもちろんなかった。




　太た一いち朗ろうは顎あごに触ってみた。別に何ともなってはいない。骨も歯も折れていない。立ち上がってみても、どこにも痛いところはない。

　周囲を見回すと、散乱した獣けものの脚があった。その先には、黒くて長い毛の生えた芋いも虫むしのような死体があった。それがアヤカシで死体であることを、太一朗の混こん濁だくした頭はちゃんと理解している。自分が殺したアヤカシなのだから。

　芋虫の横に、誰だれかがいた。

　知っている。自分はこのアヤカシを知っている。どこか懐なつかしい、そう、自分はこのアヤカシが好きだ。

　だから、殺さないといけない。見た目だけはただの木刀を、山やま崎ざき太一朗はゆっくりと構えた。自分の思考というものがほぼ麻ま痺ひしていることに、彼はまったく気が付かない。

「……ようこそ、俺おれを殺す者。ようこそ、俺に殺される者」

　骨がほとんど砕けているその左手で、〝主〟は喋しやべりすぎてずれてしまった顎あごの位置を元に戻した。戻した拍子にまた少し骨の欠片かけらが砕けて口の中に入る。

　だが、それでも〝主〟は喋らずにはいられない。

　自分を殺した者を、自分で殺すことができる！　これが喜ばずにはいられようか。ついつい口の滑りがよくなる。よくなりすぎて、顎が落ちそうなほどだ。

「寝覚めの直後で本調子が出んのだろうが、それはお互い様よ。ネジと俺自身の敵、とらせてもらうぞ。若造」

　手首の骨まで折れて使えなくなった左手もまだ無事な右手も、どちらも構えることはない。腰のナイフを引き抜くこともなく、ただ無造作に、そして悠然と立つ。

　静寂は一秒。

　木刀の先端が、二十本に枝分かれしたかと思うとするすると伸びて片かた倉くら優ゆう樹きの姿を借りた〝主〟に襲おそいかかる。その速さを右目で見たのか見なかったのか、ただ〝主〟は左腕を肉体の前に突き出した。

　その左腕に〝童どう子じ斬ぎり〟の先端がずぶり、と突き刺さる。

　突き刺さっただけだった。ネジの体に穴を貫いたはずのそれは、ただ先端を数ミリ腕に埋めたのみで止まる。

　左腕に刺さった二十本の枝を見ると、〝主〟は口元にひしゃげた笑いを浮かべて右手でその枝どもをまとめて摑つかんだ。

「おらあっ！」

　気合と共に引っ張ると、太一朗の体が倒れ込む。八メートルの距離を置いて繫つながった両者だが、形勢は完全に〝主〟の方が有利であった。〝主〟が右腕を大きく動かすと、太一朗の大きな体が地面の上で踊り、泥だらけになってのたうつ。

「この、若造があっ！」

　枝を引っ張り、そして自らが前進することにより距離を縮ちぢめる。うつ伏せになって地面に倒れている太た一いち朗ろうの後頭部を足で踏み付け、まだ左腕に刺さっている枝を右手で引き抜く。腕に食い込んだ枝は先端を肉に残したままぶち切られた。地面に落ちた二十本の枝は蛸たこの足のように跳ね回る。

　枝が生長している間に、〝主〟は腰のナイフを引き抜いた。

「ははははは！　俺おれを殺した童どう子じ斬ぎりも、半端者には本来の力を発揮できんか！　やはりそれは奴やつの手に戻ってこその童子斬りよ！」

　逆手に持ったナイフを振り上げる。狙ねらいは山やま崎ざき太一朗の首筋。両断する条件は充分に揃そろっている。首を切り、頭を潰つぶし、心臓を抉えぐり、体内に残った根を引き摺ずりだしてしまえば。

「ネジ！　お前を殺した奴やつを、今俺が殺すぞおっ！」

　切っ先を下に向け、振り下ろす。

　ことができなかった。右腕が奇妙に捻ねじ曲がると、そのナイフの先端は片かた倉くら優ゆう樹きの右こめかみに吸い込まれるように突き刺さる。刃半分をその頭に埋めたところで、ナイフを耳の方に向けて引く。てこの原理で抉り飛ばされたのは、優樹の脳の肉と。

　優樹のモノではない右目玉。赤いそれはくるくると中空で回転し、赤い触手もまた血を散らしながら回る。
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「……この、馬ば鹿かがあああああっ！」

〝主〟は最後の力を振り絞って叫ぶと共に、左手を飛んでいる右目に伸ばした。骨が潰つぶれたその手は眼球に触れることなく、力なく落ちていく。

　そして〝主〟ではなく片かた倉くら優ゆう樹きの精神が、自身の体を支配していった。しかし顔の形を変えるほどの傷と、自ら刺した脳の傷が、何の影えい響きようも及ぼさないはずもない。その場に仰あお向むけに倒れ込み、弱々しく差し込む太陽の光を顔に受けた。

（…………何なんだろう、いったい）

　自分だ。今ここにいるのは自分だ。

　片倉優樹。今年の十二月で二十六歳になる、警けい視し庁刑事部捜査第六課に所属する内閣公認甲種指定生物。公認番号が思い出せない。なぜ自分がここにいて、どうしてこんなに体が痛いのか、さっぱりわからない。

　ただ、あの右目を取り除く機会があったことは理解できる。朦もう朧ろうとした意識の中で、優樹は右目の辺りに触れようとした。右手はナイフを離す握力が残っていないので、左手を動かす。指も手首も動かない。それでも触覚は残っているので、左手を顔の上に置いた。右目の辺りだけが、陥没している。

　よかった。これであの違和感から解放される。

　自分の体がどれほどの危機にさらされているかも知らず、優樹の意識は暗くら闇やみの中に落ち込んでいった。

　その三秒後、山やま崎ざき太た一いち朗ろうが立ち上がる。

　彼は自分の足元に倒れているアヤカシを見ていた。右手から生えていた枝が一本に再構こう築ちくされて、また木刀となる。

　その先端を、アヤカシの胸の中央に置いた。

　殺意が湧わいてこない。なぜだろう。アヤカシなのに。

　……アヤカシなのに。

　殺してみれば、わかるかもしれない。太一朗は木刀を振り上げて。

　どこに振り下ろすか、迷った。頭か。首か。胸か。腹か。

　その太一朗の視界には、風もないのに転がる赤い玉が映っている。しかし彼の心ない心は、アヤカシを殺すことにしか向けられておらず、そんなモノを見ていなかった。

　決めた。心臓を刺してみよう。

　山崎太一朗の右腕に殺意が込められた時。

　傍観者が叫んだ。

「山崎太一朗くん！」

　シームルグの叫びが、太一朗の耳じ朶だをしたたかに打つ。叫びに〝力〟を込めたそれが鼓膜を震ふるわせて脳に伝わったところで。

　彼は彼自身の自我を取り戻すことができた。しかしその自我が本当に〝正気〟であるのかは、不明だったが。

　木刀が、太た一いち朗ろうの腕の中にゆるゆると戻っていく。完全に腕の中に溶け込んでしまうと、もうそこには彼自身の腕しかない。そして戦いによってできたはずの傷も、全すべて消えていた。

　何だかよくわからないが、疲れた気がする。……そうだ、今は訓練中のはずだ。太一朗はぼんやりと考えると、足元に転がっている何かを見た。

　人間の死体に見えた。やけに捩ねじくれた左手が顔を隠しているが、ひどい有様だ。頰ほお肉がほとんど崩れて顎あごの骨が見えているし、顔中の肉が抉えぐれている。しかし、どこかで見たような気のする人間だ。

　その赤い毛髪の中にほんの少しだけ残っていた白い髪を見た時、やっと太一朗は彼女が片かた倉くら優ゆう樹きであることに気が付くことができた。それほどまでに、彼女の顔は原形をとどめていなかったのだ。

「………………」

　膝ひざから崩れ落ちた。いったい、いったい何があったというのだろう。思考能力が失われていきそうになる中、太一朗は『手当てをしなければ』という思考にたどり着くことで意識を保つ。

「……どきたまえ、山やま崎ざき太一朗くん。君は赤あか川がわの側そばにでもいてやるといい。……じきに救援が来る」

　大おお田たは優樹の傍らにしゃがみ込むと、右掌てのひらを開けさせてナイフを取り上げる。顔の上に置いていた左手を胸の上に置かせると、肉と皮がごっそり落ちたその顔に手を触れた。

「……大田……あの……」

「落ち着きなさい。落ち着いて、自身が自身であるように思考するように。君は君であり、君の中にいる狂気と殺意だけの塊になってはいけない」

　大田真さね章あきが焦っているという前代未聞の状況の中で、太一朗は混乱する思考を何とかまとめて自分の取るべき最善の行動を捜そうとした。

　そしてその結果は。

「……君は、本当におかしくなってしまったんだね。僕ぼくは少し悲しいよ」

　大田は太一朗を振り返ると、彼の右手首をその掌で摑つかんだ。その途端、太一朗は今まで彼を支えてきた〝何か〟が急速に薄うすれていくのを感じる。太一朗が意識を失うのを確認すると、大田は周辺を探索する。

　しかし、優樹の眼がん窩かから飛び出したはずの眼球を、大田はとうとう見付けることができなかった。




　部屋で一人新聞を読んでいた飯いい田だだったが、新聞の向こうに何者かの気配を感じた。それが浦うら木きであることは見ないでもわかったので、そのまま新聞を読むことにする。

「……何があった？」

　それでも彼は聞いた。浦うら木きがわざわざ自分のところまで出向いたということは、きっとろくでもないことを知らせに来たのだろう。

「ネジが殺されました」

　本当に、ろくでもないことだった。何の感情もこもっていない浦木のその言葉に、飯いい田だは五秒の間沈ちん黙もくし目を閉じる。新聞を握る手は、そのままだ。

「……どこの誰だれに殺された？」

　自分の声は落ち着いている。そう思った飯田だったが、次の浦木の言葉には、さすがに平静ではいられなかった。

「童どう子じ斬ぎりです。優ゆう樹き様と主が戦いを挑いどみましたが、重傷です」

「何だと……！」

　新聞が真っ二つに裂けた。椅い子すが悲鳴を上げるのも構わずに、蹴け倒たおすように立ち上がる。

「お二人は、ご無事なのか！」

「命があるという点では。主は現在休まれております。優樹様の方も、時間をかければ回復するでしょう」

「……貴様、何をそんなに落ち着いている！　童子斬り……童子斬りが出たんだぞ！　どんな奴やつに憑ついているか知らんが、早いところ回収せんと、死者が増えるばかりだ！」

　ばらばらになった新聞を床に叩たたき付けると、飯田は太い眉まゆ根ねをこれ以上はないというほど中央に寄せた。

「で、今どこにある！　俺おれがそいつを殺して童子斬りに引いん導どうを渡してやる！」

「我らが主にできなかったことを、あなたにできますか？」

　いつもとまったく変わらない浦木の物言いに、飯田は内心の怒りが外に出そうになった。それを抑え込むことができたのは、彼の〝主〟に対する忠誠があればこそだ。

「……主は、今後どうされよとおっしゃられている？」

「今は何も。ただできれば童子斬りを空うつろ木ぎに返へん還かんしたいと」

「……正気か、あのお方は」

　疲れた顔で呟つぶやくと、飯田は床に落ちた新聞を眺めた。

「ネジの死体は、回収できません。あの島で起きた事件の原因は、ネジに被かぶってもらうのが適当ですから」

「……いつかは、オナガ共々土に返してやりたいものだ……」

　椅子を起こして座り直すと、飯田は大きな両手で大きな顔を覆おおってうなだれる。それを面白そうに、それでいて哀れむような目で見ると、浦木は話を続けた。

「まあこれで、あの連中もリスクのわりにはほとんど見返りがないことに気が付いたでしょうし、当分静かでしょう。それだけはよかったとしませんか、飯いい田だ」

　返事もしないでうずくまっている飯いい田だに、浦うら木きは笑いかける。

　彼の笑みは、本当に嬉うれしそうで晴れやかなものだった。




　太た一いち朗ろうは、海を見ていた。

　訓練を行なっていたあの島は、もう数時間前に見えなくなってしまっている。いったい何があったのか、さっぱりわからなかった。気が付いた時には彼は浪なみ野のと一緒に船の中で寝かされており、船は出航した後だった。

『あの虎とらを捜して散開した後、急に無線の調子が悪くなったんだ。本部と連絡は取れないし、お前と浪野は帰ってこないし、すごい雨は降り出すし。で雨がやんで無線が働くようになったと思ったら、野生の乙種が出てえらい怪け我が人が出たんだと。……訓練？　お前なあ、隊長があんな怪我して訓練ができると思ってんのか？　……ああ、お前は見てないんだな……。ひどいよ、あれは。白髪頭とか黒虎とかは、もっとひどい怪我したらしくってさ。自じ衛えい隊に頼んで飛行機使わせてもらって東京に戻るんだと。船で戻るより、飛行機に往復してもらった方が早いからな。……お前は大丈夫なのか、山やま崎ざき？　お前も浪野も怪我らしい怪我はしてないから、船で帰らされるけど、東京帰ったらちゃんと精密検査しといた方がいいぞ。お前や浪野、乙種にぶん殴られたんだろ？　……うう、ちょっと吐いてくる。お前も安静にしてた方がいいぞ』

　トイレに駆け込んで戻ってこない木き島じまの言葉に反して、太一朗はデッキに出て海を見ていた。

　どう、なのだろうか。服と靴くつがぼろぼろに破れていたが、よく覚えていない。何やら黒い獣けものに襲おそわれて手を嚙かみ千切られたような気がするが、ちゃんと自分の右手はある。掌てのひらを、太陽に翳かざしてみた。

　掌に紫の血管が浮かび上がっているが、これは昔からだったのだろうか。

「元気かな、山崎太一朗くん」

　背後から声を掛けられた時、右腕の肉が突然内側から脹ふくれ上がった。

「……う？」

　驚おどろいて左手で右腕を摑つかんだが、別に腕の太さはいつもと同じだ。錯さつ覚かく、だったのだろうか。

「……まあ、君が元気であるかどうかは、今の僕ぼくにとってはあまり興きよう味みのないことであり、僕としては言いたいことだけ言って戻るから、君はただおとなしく聞いていてくれればそれでいいよ」

　特徴のある回りくどい台詞せりふ。太一朗の知り合いにこんな喋しやべり方をする者は一人しかいない。忘れようのないアヤカシなのに、太一朗は一いつ瞬しゆん彼が誰だれだか思い出せなかった。

「大おお田た……か……」

　大田真さね章あきは太一朗の近くに寄らないように遠回りをすると、六メートルほど離れたところに立って手て摺すりを摑んだ。太一朗に体を向けてはいるが、顔は海の方を見ている。

「さて、だいぶ君の記き憶おくには混乱があるようだが、ちゃんと僕ぼくと会話する力は残っているかな？　それとも、もう、駄目、なのかな？」

「……何が、駄目なんだよ」

　太た一いち朗ろうの言葉に、大おお田たは一人で勝手に頷うなずいた。

「いや、気にしないように。まだ君の正気は保たれているようだね」

「俺おれが狂っているみたいなことを言うな」

「そうだよ、君は狂っている」

　みしり、という音が右腕と心の中で鳴り響ひびいた。

　いつもの太一朗ならば、『何だと』とでも怒鳴りながら大田に反論したことだろう。

　しかし、今の太一朗には、それができない。

　なぜなら、『自身が狂っているのではないか』という疑問はいつからか棘とげのように心に刺さっており、そして現在、太一朗はその棘の存在を自覚している。

　黙だまって大田を見つめている太一朗に、彼は少し意外そうな顔をした。

「どうやら、君にはまだ希望が残っているようだね。君が本当の狂人であれば、僕ぼくの言葉を真っ向から否定するだろう。しかし君には『自分はどこかおかしいのではないか』という自覚がある。それを認めることができるぶん、まだ状況は悪くない。結構結構。これ以上の犠ぎ牲せい者を増やさないためには、君の正気は必要だ。頑張ってその心を保ってくれたまえ」

「……犠牲者……？」

「君は覚えていないだろうが、君はアヤカシを一人殺しているんだよ、その右腕で」

　そんな記憶は、太一朗にはない。そんな力は、太一朗にはない。

　だが、太一朗は大田の言葉を否定しない。記憶の片隅に、何かがいる。

　黒い獣けものを貫く、木の枝が。その木の幹は、自分。

　自身の右腕を食い入るように見つめる太一朗を視界の片隅に入れると、大田は再び海の方を見た。

「僕としては珍しく、単刀直入に言おう。……君の腕には鬼おに斬ぎりという名のアヤカシを殺すための武器が潜んでいる。なぜ、とかは聞かないでくれ。僕だって詳しいことは知らない。知りたければ、生きる屍しかばねを捜すことだ。あれを捜してなおかつ意思の疎通を図ることなど、君にできるとは思わないけどね」

「鬼斬り……」

　呟つぶやいて、右腕を見る。ただの自分の腕のはずなのに、この下には何かが這はいずり回っているような気がする。

　目の前で喋しやべり続ける大田でさえ殺せるような。

（……俺は、今何を考えていた……？）

　なぜ大田を殺すことを考えているのだろう。いくら彼のことが好きではないとはいえ、殺す理由などどこにもないのに。

　殺す理由。そんなモノが本当に必要なのか。

　太た一いち朗ろうの葛かつ藤とうを知ってか知らずか、大おお田たの言葉は続く。

「鬼おに斬ぎりは、人間がアヤカシを殺すための武器でね。それを持っている間はたとえ子供でもアヤカシを殺せるんだよ。……恐ろしい武器だ」

「何でそんな物を俺おれが持ってるんだよ……」

「だから、僕ぼくに聞かないでくれ。それを持てる人間には何か素そ養ようがあるのかもしれないが、僕は知らない」

　大田は知っていることを言わないことはあるが、知らないことは正直に『知らない』と言う。彼がここまで人間にたいして正直に接することはあまりないのだが、そんなことを太一朗は知らない。

「まあこの武器の一応評価できる点は、人間がアヤカシを大量殺さつ戮りくしないように制限がかけられていることだ。一人アヤカシを殺すごとに、その人間は正常な思考能力を失っていく。アヤカシを殺すことしか考えられなくなる、という点はおおいに問題があると思うが、そのための武器なのだから、しかたないのかな。最終的には、心が死んでしまう。そして心が死んだら肉体が死ぬ。その時やっと、君は鬼斬りから解放されるわけだ。こんな物を作って世に送り出した者も、こんな物を人間に必要とさせた者も、こんな物を求めてしまった人間にもそれぞれ問題はあるが、責任などもはやどうでもいいことだろうね。今大事なのは、目の前にある事態なのだから」

　大田の言葉を、太一朗は聞いている。聞いてはいるのだが、彼はある衝しよう動どうと戦っていた。

　右腕が。右腕の肉がポンプで空気を送り込んだように脹ふくれ上がっている。血管ではない筋が何本も浮かび、そのうち数本は皮ひ膚ふを破って腕の中から〝芽〟を出していた。

　痛みなどない。ただその腕も〝芽〟も、大田の存在に反応しているのだ。

　まるで彼を殺したがっているかのように。

　その太一朗を見て、大田はさらに一歩彼から離れる。

「……君にできることは一つだ。二度とアヤカシと会わないように。君が僕を殺さないように今必死に戦っているのはわかる。だが、それが君の体内にあるうちは、君は僕らアヤカシにとっては恐るべき敵でしかありえない。僕はまだいい。君から逃げることができる。しかし若いアヤカシたちは、人間に戦いを挑いどまれたら逃げない。……鬼斬りの存在を知っているアヤカシだって多いとはいえないんだ。これは警けい告こくだよ、山やま崎ざき太一朗くん。君は、これから先どんなアヤカシとも会ってはいけない。捕ほ縛ばく部隊もできればやめなさい。君はどんなアヤカシと会っても、殺すことしか考えられないんだ。……もう君に、捕縛はできない」

　どんなアヤカシ。

「……優ゆう樹きさんは……どうなんだ……？」

　自分で口に出したくせに、太一朗はその言葉に自分で怯おびえた。そう、一度自分は、彼女を殺そうとしている。

　顔をぐしゃぐしゃにして倒れているアヤカシ。その胸に〝鬼おに斬ぎり〟を振り下ろそうとしたのは、間違いなく自分だ。

　曖あい昧まいな記き憶おくの中で、それだけは鮮せん明めいに思い出した。

　自分で自分を殺したくなるほどに。

「……覚えているのか、君は。ということは、相あい川かわ虎とら司じのことも帆ほ村むら夏か純すみのことも、この僕ぼく大おお田た真さね章あきのことも、しっかりと覚えているのかな、君は」

　覚えている。肉が大好きで、三白眼で、背が低くて、本当に虎で、変な物ばかり集めている相川虎司。

　背が高くて、髪が長くて、ベルトにやたらポーチをつけていて、煙草タバコを咥くわえている夏純という女。

　目の前にいる大田真章。よく喋しやべり、いつも落花生を食べていて、目つきがよくなくて、眼鏡めがねで、最寄駅は都立大学駅で。

　そして、片かた倉くら優ゆう樹き。白髪頭で、酒ばかり飲んでいて、怪け我がが多くて、器用なくせに変なところで不器用で。

　好きだった。

　色々あったが、嫌な記憶ばかりでは決してない。彼らを殺したいなどと、決して思わない。

　それなのに。心に浮かんでくるのは、殺意ばかり。

　理由も何もない、彼自身の殺意ではない殺意。

「……俺おれは」

「さようならだ、山やま崎ざき太た一いち朗ろうくん。僕は決して君のことが嫌いじゃなかった。できれば君の死を見届けたかったが、もうそれすらも不可能だ。僕は君の助言者になることはできない」

　それは、残酷な別れの言葉だった。

　この時になって、初めて太一朗は知った。自分はこの異常によく喋るアヤカシを嫌ってなどいなかった。長話を疎ましいと思い、その饒じよう舌ぜつを遮りながらも、決して『いない方がまし』などと思ったことはない。

　彼が本当に正直になれた、唯一の頼れる『アヤカシ』だったのだ。

「大田……俺おれはどうすればいい……どうすればいいんだ……！」

　今この時も、彼の右腕はがたがたと震ふるえている。自分の意思に反して大田の方に腕を差し延べようとする右腕。左手で押さえながら、必死に大田に向かって叫ぶ。

　しかし。

　大田は首を振る。

「……さっきも言っただろう。アヤカシには近付かないことだ。僕が知っているアヤカシたちにも、君には近付かないように言っておく。それがお互いにとって一番いいんだよ。君がその〝鬼おに斬ぎり〟から生きたまま逃げる方法はただ一つしかない。……空うつろ木ぎに頼むことだ。だが、あれが自分の意思で君に会おうとしない限り、決して会うことなどできない……。これが最後の助言だよ。木の多い場所を歩いてみるといい。いつか、運がよければ会えるかもしれない。それまでに君の正気と命があればいいんだけどね。それじゃ、元気で」

　大おお田たが背中を向ける。

　行かないでほしかった。

　右手から意識が離れる。

　腕の中から飛び出した三本の〝枝〟が、十メートル先にいる大田の背中に一いつ瞬しゆんで忍び寄り、その背中を貫こうとした。

　駄目だ！

　太た一いち朗ろうの魂こん魄ぱくの叫びが、〝枝〟の動きを止める。

　大田は振り返らなかった。

　決して振り返らなかった。
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　八月二十六日、午後五時。

　待ち合わせは六時のはずだったが、安あん藤どう希のぞみは池袋西口公園に来てしまっていた。初めて行く場所だから早めに家を出たのだが、さすがに午後二時に家を出たのは早すぎたかもしれない。余裕をもって着いたのはいいが、余裕がありすぎる。

　チケットを親から貰もらった時、『西口公園なら劇げき場じようから近い』と言われたので待ち合わせ場所にここを選んだのだが、『西口公園のどこ』という話はしていなかった。

　今さらながら困ってしまう。一番目立つのは噴ふん水すいなのだが、噴水の側そばにはあいにく座れるところがない。部活動で少々足が疲れているので、できれば座りたいものだ。五時とはいえまだまだ暑いし、昼食を食べてから何も口にしていない。

　時間を潰つぶすついでに、少し劇場の中を覗のぞいてみた。広いエントランスに、高い天井が印象的だ。ホールの入り口へと続いているやけに長いエスカレーターの側を通り過ぎた安藤は、喫茶店を発見した。

　ここなら公園から近いし、ちょうどいい。あまり混んでいなさそうだし。

　と、中を何気なく見た安藤は固まった。

　異常に大きな人間がいる。椅い子すに座ったら、間違いなく椅子が潰つぶれる。それがわかっているからか、その男は直接床に座っていた。後ろ姿だけしか見えないが、たぶん男だろうと安藤は思う。タンクトップからはみ出している背中には、異様に毛が生えていて怖い。

　一いつ瞬しゆん、安藤は回れ右をしたくなった。しかし彼女は既に店内に一歩踏み出しており、店員もまた彼女を見ている。このまま反転することは、気の弱い安藤にはとてもできない相談だ。気力を振り絞ってカウンターに歩み寄った安藤はアイスコーヒーを注文し、出てきたコップを受け取ると、その大きな男からなるべく離れたところに座った。考えることは皆同じなのか、その巨大な男の周りだけがぽっかりと空いている。

　近寄るのは怖いが、あれだけ大きい人間は珍しいので、ついつい安藤は盗み見してしまう。どこかの部屋の力士だったりするのだろうか。しかし幕内にはあれだけ大きな力士はいないと思う。まだ序の口なのだろうか。テレビの中だから小さく見えるだけで、本当の力士はあれくらい大きいのだろうか。などと、実は相撲すもうファンの安藤は考えてしまう。

　あの人に浴びせ倒しをかけられたら、自分は死ぬだろう。絶対にありえないシチュエーションを勝手に想像して勝手に身み震ぶるいすると、安藤はコーヒーを一口飲んだ。

　考えてみれば、どうしてアイスコーヒーを頼んでしまったのだろう。紅茶の方が好きなのに。ちょっと後悔してしまう安あん藤どうであった。

　時間はまだ五時十分。六時まではほど遠い。コーヒーを飲みながら、とりあえず自分の格好を確認する。裾すそがふくらはぎの半ばまである薄うす手でのスカートは、同年代よりちょっと太めの足を隠すためだ。毎日走っているためか、結構筋肉が付いている。自分が望んでやっていることとはいえ、少々気になる。虎とら司じの足をしみじみと見たことはないが、もしかしたら彼より太いかもしれない。これ以上背が高く見えると困るので、靴くつは踵かかとがほとんどない物を選んだ。ブラウスとカーディガンの配色はどうだろう。地味だろうか。

　眼鏡めがねと三つ編みが野や暮ぼったいと友人には言われるが、目が悪いのは自分の責任だし、三つ編みは好きな髪型だからしょうがない。

　うん、いつもの自分だ。とここまで考えたところで、安藤は自分の手元にやけに影が差していることに気が付いた。触っていた三つ編みから手を離し、前を見る。

　腹毛が見えた。声を出さなかったのは、あまりにも驚おどろいて動けなかったからだ。

　恐る恐る顔を上向きに上げると、高さ二メートル以上の場所に髯ひげと髪と眉まゆ毛げに覆おおわれた顔があった。そのまま、動かない。自分を見下ろしているのだろうか。

「……あの、何かご用ですか？」

　こんな知り合いはいないし用があったとしても困るのだが、それでも一応聞いてみる。何だろう、悪いことをしただろうか。何かあったら謝あやまって逃げよう。極めて後ろ向きな決心をすると、安藤は髯男の返答を待った。

　太い腕が上がったかと思うと、無言である方向を指し示す。あの腕で張り手されたら、自分は吹っ飛ぶだろう。などと考えながらも、安藤はその方向を見た。

　相あい川かわ虎司が席に座って、手を振っている。

「あ……」

　安藤がどうしようかと逡しゆん巡じゆんしているうちに、巨大な髯男は虎司に近付いて一言二言交わしたかと思うと店を出ていってしまった。

　客と店員に安あん堵どの空気が流れる中、安藤はどうしようかと迷っていた。しかし虎司が手招きしているので、自分のアイスコーヒーを持って彼のいるテーブルに向かう。

　初めて虎司の私服を見た。長なが袖そでのポロシャツとサイズの大きめなロングパンツというごく普通の格好だ。だがそれよりも安藤は、首筋から覗のぞいている包帯とテーブルの脇わきに立てかけてある二本の松まつ葉ば杖づえが気になった。もっとも目立っているのは、テーブルの脇に投げ出してある両足だ。虎司の腿ももの辺りから足首までをがっちりと固定しているギプスが、存在感を醸かもし出している。足首から先はテーピングが施されているため、彼本来の足は見えない。

「よお、安藤、元気か？　お前来るの早ぇなあ。ま、とりあえず座れよ。……座ったな。いやあ、驚おどろいたろ、ヤマの大将？　でかいし毛だらけだし喋しやべんねえし。俺おれが呼びゃあよかったんだろうけど、声が届きそうになくってよ。んで、大将に呼んでもらったわけよ」

　そうだ、いつもの虎とら司じは声が人より大きい。普通に話しただけで周りの人間全員、彼が何を喋しやべったかわかってしまうほどだ。それなのに、今は安あん藤どうの耳に聞こえる程度の声でしか話さない。そんなに体の具合が悪いのだろうか。

　悪いことをした、と安藤は反省してしまう。約束をした時は元気だったのだから安藤が悪いことは何もない。しかし安藤はどうにも自分に責任があるような気がする、まことに損な性格の持ち主であった。

「……で、どこが悪いの？」

「どこが悪いってお前、俺おれはいいところいっぱいあるぜえ。頭とか性格とか視力とか歯とか。悪いとこなんか一個もねえよ」

「そういう意味じゃなくて……足の骨でも折ったの？」

「何だよ、気になるのか？」

　もちろん気になる。松まつ葉ば杖づえと足にはめられたギプスを見て『腹が悪いのか』などとぼけられる神経は安藤にはない。

「たいしたこたぁねえのよ。これはいわゆる一つの甲こう子し園えん養よう成せいギプスって奴やつだ。これをはめるとどんな奴でも甲子園に行ける！　あ、行くだけなら今すぐ行けるぜ。一万五千円と三時間くらいかかっけどな。甲子園駅だけどよ。球場の方もまあ外から見るだけならできるな。行きてえかあ？」

「……あんまり」

「だろうなあ……お前、アイスコーヒーの氷が溶けてっぞ。味薄うすくなるから、早く飲めよ」

「うん……痛くない、足？」

「全然。気にすんな、気にすんな」

　面白くなさそうに手を振る虎司を見て、安藤は足のことは聞かないことにした。だから、もう一つ気になることを聞くことにする。

「さっきの大きな人は誰だれ？」

「あー、ヤマの大将か？　昔働いていたところの先せん輩ぱいだよ。でけえだろ。身長二十四・八メートル、体重五十七・三トンの十分の一くらいはあるな。……いや、身長はともかく、体重は百分の一か。でも五百七十三キロはねえな。まあ百キロはあるだろうけどよ。正確な体重は知らねえなあ。どーしても知りたいか？」

「ううん」

　……などと虎司の一方的に近い会話がしばらく続いていた。そして、本来の待ち合わせ時間である午後六時がやってくる。

「……お、六時だなあ。六時開場の七時開演だっけか」

「うん……相あい川かわくん、今さらだけど本当によかったの？」

「何が」

「クラシックとか興きよう味みないんじゃない？」

「全然、まったく、これっぽっちもねえよ」

　そこまではっきりと否定されると、いっそ気持ちがよいくらいだ。

「でも聞いたことねえし、クラシック。若いうちは色々と経験した方がいいしよ。ま、チケットが余ってんならどんどん誘ってくれや」

　喜んでいいのか悲しんでいいのか、少々複雑な気分になる安あん藤どうであった。しかし虎とら司じが松まつ葉ば杖づえ二本を持ち、その二本に体重をかけて立ち上がるのを見ると、そちらの方がはるかに気になった。虎司が小さく見えるが、目の錯覚だろう。

「んじゃあ行くかあ！」

　まるで竹馬に乗っているかのような動きで、虎司は劇げき場じようの入り口に向かって歩き出す。その歩みがあまりにも速いので、安藤はあの松葉杖も彼独特のわかりづらい冗談なのかと思ってしまう。

　八や牧まきが途中まで虎司を背負ってきたことも、彼が足の裏をまったく地面に着けず腕の力だけで歩いていることも、安藤は気が付かなかった。

　そして、八牧が池袋西口公園の噴ふん水すいの前に座り込んでいることも知らなかった。巨大な八牧は行き交う人々の視線も気にせず、服が汚れるのも気にせず、座り、そして考えている。

　自分の仲間たちのために、自分がやらなければいけないことを。

　彼ができること、それは鍋なべを作ることと、仲間たちを傷付ける可能性があるものを排除することだ。〝力〟を持った恐るべき人間が、近くにいる。殺さなければならない。

　戦いの用意を始める必要が、八牧にはあった。




　帆ほ村むら夏か純すみは畳の上に座っていた。灰皿も煙草タバコも、全すべては彼女の手に届く範はん囲いにある。ラジオもあるし、テレビもこの部屋を出ればある。新聞もある。飲む気はあまりないが、酒もある。しかし彼女はそのどれもに手を伸ばさない。ただ無表情に布団の中で寝ている人物を見ている。

　その顔にも頭にも、包帯が巻かれている。口だけは露ろ出しゆつしているが、そこに唇らしい唇はない。

　夏純は待っていた。片かた倉くら優ゆう樹きが意識を取り戻すのを。

　しかし優樹は目を覚まさない。

　暗くなった部屋の中で、夏純は握っていたライターを見た。蓋ふたを開けて、火をつける。

　赤い炎が、夏純の顔と包帯だらけの優樹の顔を闇やみの中で映し出す。

　しばらく眺めていた夏純だったが、疲れたように目を閉じ、蓋を閉める。




　火が、消えた。
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あとがき







　思い出せないことはつらいが、思い出せばなおつらい。




『ダブルブリッド』第六巻です。『二十一世紀になったからあとがきを短くしよう』と突然思い立ち五巻のあとがきを短くしてみたのですが、周囲の人々には「とうとうあとがきのネタが尽きたのか」「そんなにスケジュールがきつかったのか」「お前はあとがきを軽く見ているんだろ」などと大反はん響きよう。そんなわけで、今回のあとがきは五巻の約二倍です。結局は四巻と同じ量なんですけど。




　自他共に認めるゲーム好きの私ですが、いったい何本のソフトを持っているか実は自分でも知らなかったりします。ハードはＤＣ、ＳＳ、ＰＳ、ＰＳ２、Ｎ６４（ソフトと共に貸し出し中）、ＳＦＣ、ＰＣエンジン、ＷＳ（カラーに非あらず）、と数えてみて、ちょっと自分でもびっくりしました。この中でテレビの前に常駐しているのはＤＣとＰＳ２だけですが。せめてＤＣとＰＳ（２のソフトはほとんど持ってないので）のソフト本数だけでも数えようと思い立ち、部屋を片付けがてら数えてみました。しかし片付けの前に、ケースの中身を整理するのが大変でしたわ。

「サクラ大戦３」のケースを開けたら「燃えろ！　ジャスティス学園」が、その「ジャスティス学園」のケースには「コードベロニカ完全版」が、ベロニカのケースを開けたら「ガンパレードマーチ」が、「ガンパレードマーチ」のケースを開けたらそこは空っぽで、「やれやれ、これで終わりかな……」と考えたものの、そういや「サクラ大戦３」はどこにあるのかなーと思ったらこれが「エスピオネージェンツ」のケースに入っており、ＤＣの蓋ふたを開けたら「エスピオネージェンツ」が入っているという、わけのわからん事態になっておりました。自分のいい加減さに、あらためて呆あきれてます。

　数えた結果、ＤＣ、ＰＳ、共に十二本ずつありましたとさ。

　ゲームばかりやっているようなあとがきですが、本職ももちろん頑張っております。これからもどうぞよろしくお願いします。




　今年二月、ダブルブリッド一巻と二巻で素晴らしいイラストを描いてくださった藤ふじ倉くら和かず音ね先生が亡くなられました。謹つつしんでご冥めい福ふくをお祈りいたします。


中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。六巻執筆中に発売されたゲームの購入・消化に手間取っている。ちなみに『バイオハザード』シリーズはほとんど全て複数回制覇済み。かなり、ゾンビの天敵である。
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。
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